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スーペリアーをみつけた。

エイゾウ

　

　

　

　

　

はじめに

　

サクネンあきにかきあげ、いまやっとヘンシュウにはいった。それもイッケン、ニケンほ

かのしごとをしていたからだが、データになるとケンサクしやすいというメリットがあ

る。ゴゾンジのかたもおられようが、わたしのズイヒツは、テーマごとにまとまってい

ない。だから、あるテーマのギロンのすすみぐあいは、ケンサクによってハアクするの

がもっともはやいホウホウである。ダイジなテーマについては、おぼえているつもりだ

が、それでもふりかえることがある。そういうイミでゲンダイブンメイにおセワになっ

ている。

もうさくらがさきはじめ、まもなくマンカイになるという。そうやってダンダンとしを

かさねていく。「わたし」もそうだが、エル（ウンドウ）はつづいていく。そして、その

エルをつづけるためにも、ブッシツがサイリヨウされればいとおもう。その「リサイク

ル」がいまのわたしのおおきなテーマである。

　

　

ニセンジュウキュウネン サンガツ ニジュウハチニチ

　

　

　

　

　

イチ

　

ケイザイのことをはかるのに、「コクナイソウセイサン」というスウジをつかったりす

る。それはシジョウでのうりあげなどのスウジをもとにケイサンされるのだろう。そう

いうスウジをもっていなければ、ケイサンできない。ギョウセイキカンだから、そうい

うケイサンができるのだろう。しかし、イッパンには、そのもとデータがしめされない

ために、まちがったジョウホウでも、まかりとおるかもしれない。

わたしは、ケイザイのことは、ドウロをはしるくるまをカンサツしてはかればよいとお

もっている（『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』［イカ、『む』］ヒャクジュウイチ、『む』

ヒャクハチ、『アルクカラカンガエル』［イカ、『ア』］ニヒャクサンジュウイチ、『ア』ニ

ヒャクニジュウゴ）。あそびではしるくるまもあるが、にもつをのせたカモツシャがは
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しっているのもジジツである。さすがに、そのなかになにをつんでいるかまではみえな

いが、それらがはこばれるということは、ジュンスイなケイザイカツドウである。ヘイ

キンテキなカモツのねだんをケイサンすれば、あとはカモツシャがどうはしるかで、ケ

イザイのカンサツができる。

はしるかずがおおければ、ケイキはいいだろうし、すくなければ、ケイキはわるい。そ

れをジンコウエイセイからカンサツすれば、ケイザイジョウタイがはかれるとおもうの

である。しかし、それをやっているとはあまりきかない。シャカイガクでも、ブンケン

ケンキュウとジッチケンキュウがあるが、ブンケンケンキュウのホウがさかんなのかも

しれない。しかしながら、ジッチケンキュウのホウがおもしろいとおもうのである。

　

ニ

　

「ガマン」ということばがある。サイキンはあまりきかれなくなったかもしれない。わた

しのちいさいころは、おやじに、なにかたべようとしたところ、バンゴハンまで「ガマ

ン」しろといわれた。しかし、わたしは、そのガマンがにがてだった。わたしのトウジ

のニンシキでは、ガマンするというのは、なにかをする、「もとめる」ことをやめる。と

いうことだった。

しかし、サイキンになっておもうのは、「ガマン」の「マン」というジがしめすように、

なにかをおくらせることではないかということだ。つまり、「ガッキをかうのをガマンす

る。」というときには、「ガッキをかうのをやめる。」のではなくて、もっとチョウキテキ

に、「かう」ということだ。たとえば、イチネンとかゴネンのながさでだ。

そうやって、ゆっくりかうとどうなるか。うりては、そのブンだけうりづらくなるから、

やすくしたりするかもしれない。そうすると、ガマンしたブンだけやすくかえるかもし

れない。しかし、みんながかうしなものもあるので、たとえばショクリョウなど、ガマ

ンすればやすくかえるとはかぎらない。うりきれてしまうこともある。

そうやって、ガマンすることを「デフレケイザイ（ゲンインについては、セッチョ『オ

ンガクイチエンのジダイ』［イカ、『オ』］をサンショウ。●『オ』ヒャクサンジュウゴ）」

というかもしれないが、それはまたベツのモンダイのようなきがする。デフレはおかね

のながれでセツメイできるからだ。だから、「ガマンケイザイ」とよぶことにする。

そのガマンをとこうと、うりてはやすくする。うれなければこまるメンがあるからだ。そ

うやってかんがえると、カカクというのは、かいてからのジカンテキキョリできまるよ

うなきがする（ズイチ）。つまり、かいてからのジカンテキキョリがみじかければ、たと

えば、あしたとか、たかくてもかうだろうし、もっとさきだと、やすくしないとかわれ

ない。だから、ショウヒアドバイザーみたいなひとがいれば、「あれはおかいどくです。」

とか、「そのショウヒンはジュウネンゴにかうようにしましょう。」とかいえそうなので

ある。
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サン

　

「まとめがいをするとおとくだ。」のようにひとはいう。たしかに、イッコではなくて、イ

チケースかってしまったホウがやすかったりする。つくるホウも、まとめてかってくれ

たホウがやすくうれるというのがある。ジムテキなコストがやすくできるからだ。リョ

ウシュウショをジュウマイかくより、イチマイですめば、そのブンジカンをほかのこと

につかえる。やはりつくるホウとしては、それをイシキせざるをえないかもしれない。

それなら、「レイゾウコゴジュウネンブン」とかうっていてもよさそうだが、あまりそう

いうはなしはきかない。さすがにいつこわれるかは、ヘイキンチはケイサンできても、コ

ベツテキなそれまではケイサンできないのであろう。

そういうわけだから、まとめうりでヒヨウをサクゲンしようとおもうのである。イミも

なくヨンサツのホンをまとめたらうれるであろうか。ニホンでは、うすいホンがはやっ

ているが、そういうやりかたのホウがうれるのではとおもう。
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よん

　

むくどりがわたしのヘヤのとぶくろにシガツはじめから、すをつくりはじめて、そろそ

ろたまごをうんだとおもわれる。すをつくっているときは、かれくさをくわえていたか

ら、なかなかったが、サイキンまたなくようになったからである。たまごにはなしかけ

ているのかもしれない。

ほかのとりにみつかりにくいところとはいえ、シンパイのようだ。しょっちゅうたずね

てくる。よるはよるでイッショにやすんでいるのか、あるとき、わたしがテツヤでしご

とをしていると、むくどりがねぼけたようにとぶくろにぶつかっていた。わたしがシィ

ディをならしてうるさかったのだろう（ショウオンリョウだったが。）。だから、シィディ

をならすのをとめた。

とりとセイカツしていると、そういうきくばりもヒツヨウかもしれない。ニンゲンもデ

ントウがなかったら、よるはすぐにねてしまうだろう。しかしながら、わたしはそうい

うゲンダイテキなセイカツをしている。

　

ゴ

　

ニジュッセイキは「マスメディア」がはやった。ここでの「マスメディア」とは、「ドク

シャ」、「シチョウシャ」スウのおおいジョウホウバイタイのことである。テレビやシン

ブン、ラジオなどは、ドクシャ、シチョウシャがイッセンマンニンをこえることがある。

そういうマスメディアである。

しかし、ハチジュウネンダイからのコセイカのシンテンにより、ニホンジンは、かなら

ずしもネンマツのうたばんぐみをみなくなったし、シンブンをよまないわかいひともふ

えただろう。かわりにいまでは、ドウガトウコウサイトをみたり、オンガクききホウダ

イサービスをきいていたりする。

それらは、キゾンのテレビ、シンブンなどからすれば、チョウセンシャである。まえにも

かいたが、テレビのひとりイチジカンあたりのヒヨウはゴエンテイドだが、オンガクき

きホウダイのサービスは、ひとりイチジカンあたりヤクイチエンである（●『オ』ヒャ

クサンジュウハチ）。ドウガトウコウサイトもそのテイドだろう。テレビはコウコクでま

かなわれているのだけれども、もっとやすいイチジカンイチエンのホウにひとのカーソ

ル（イシキのむき）があつまることはヨウイにソウゾウできる。

だから、そのチョウセンシャのエイキョウで、キゾンのおおてバイタイは、セイサクヒ

をけずり、うりあげをおとしているときく。シィディもホンもまえよりうれなくなった

という。それはそうだ。シィディはかつてイチマイサンゼンエンだったが、ききホウダ

イでイチジカンイチエン。どっちがおとくかはタクサンのオンガクをきくひとならコウ

シャだろう。

ホンやザッシもよみホウダイがふえつつある。エイガやアニメもそうだ。ひとりイチジ
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カンあたりイチエンというのが、チョウセンシャのチョウセンだから、チョウセンシャ

がこけないかぎり、ほかのジョウホウもそのカカクにちかづくだろう。たかくねだんを

セッテイすればうれなくなるだけだ。だから、コウコクもひとりイチジカンあたりイチ

エンが、トウメンのスタンダードとケイサンできる。

つまり、ヒャクマンニンにシチョウしてもらえるジョウホウなら、ヒャクマンエンうり

あげられるということだ。イッセンマンニンならイッセンマンエン。つまり、イチダウ

ンロードあたりイチエンということだ。そのチョウセンシャのキジュンにテレビキョク

やほかのジョウホウバイタイはあわせきれていないから、しばらくは、キゾンのおおて

バイタイとつきあっていれば、ひとりイチジカンあたりサンエンとかのねだんで、サク

ヒンをつかってもらえることもあるだろう。

しかし、それはながつづきしないだろう。そういうスタンダードにあわせるジョウホウバ

イタイがふえれば、それぞれがドクシャ、シチョウシャをかかえるまるでザッシのよう

なミディアムのジダイがくるかもしれない（マルチメディアとサイキンはいわなくなっ

たが。）。テレビというのはキョウリョクなデンパだが、そのブンコストもかかるだろう。

テレビとコウコクとシチョウシャとタイリョウハンバイテンとコウバイシャというのは、

（アメリカ）ガッシュウコクがうんだテレビシホンシュギだが、ニホンジンがそれからリ

ダツするひもくるかもしれない。

ゴヒャクマンニンしかみないテレビバングミなら、ゴヒャクマンエンでウンヨウするよ

うだからだ。それではやっていけないだろう。そういうかんじでブンサンがたのミディ

アムがテイチャクするかもしれない。

　

ロク

　

シィディがうれなくなったジダイ（かつて、わたしはシィディのジッセイカカクをケイ

サンした。そのカカクは、ニヒャクジュウエンほど。●『よろこぶゲンシジン』（イカ、

『よ』）ハチジュウキュウ）のオンガクアーティストはショーをやってかせぐのがいいと

いうはなしをきく。

しかし、それにもゲンドがあるとおもう。ショーをやってかせぐまではよいが、その

ショーのエイゾウがキロクとして、ドウガトウコウサイトなどにコウカイされてしまう

からだ。そうすると、ショーのエイゾウがふえ、やがて、そのゼンブのカカクがゲラク

してしまう。データのカカクゲラクというわけである。

そうすると、そのエイゾウから、コウコクシュウニュウをえていたところ、それがへっ

てしまうことになる。それでもすきなひとはささえるだろう。しかし、アイコウシャが

ふえなければ、むずかしいとなる。

ショーもショーでニホンではえらくたかい（ななセンエンなど）から、かねのあるアイ

コウシャしかあつまらない。オンガクがイチジカンイチエンのジダイ（●『オ』ヒャク

サンジュウハチ）に、イチジカンハンでななセンエンじゃ、フツウのひとはどちらをえ

らぶかとなる。

そのプレミアムショーがどこまでつづくかは、キョウミぶかいが、ポップスもキゾクの
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ためのクラシックになってしまったかもしれない。

　

なな

　

わたしはチュウガクセイのころからヘンサチとつきあうようになった。たかがヘイキン

チからのキョリをはかるスウジだが、それによって、シンロがサユウされるのはなんと

なくわかった。ただカクリツテキにアンテイしたシンロをえらべるということだが。ど

このコウコウが、はいるのがむずかしいのかなどは、まとめられたガッコウアンナイを

みているうちにわかった。

それでわたしもがんばればよかったかもしれないが、ザンネンながら、キョクをつくっ

たり、バンドカツドウをしたりするのにキョウミがあった。おまけにテレビゲームがは

やったセダイだ。それからもしばらくゲームをやりつづけた。コウコウはいかなくなっ

たが、オンガクやゲームはやめなかった。オンガクをつくっていたが、ゲームもつくろ

うとおもったことがある。キカイがそろわずジッサイにはつくらなかったが。

しかし、オンガクのみちはきびしい。トクにいまはイチダウンロードあたりイチエンの

（ムリョウのものもコウリョするともっとひくいだろう。）ジダイだ（●『オ』ヒャクサン

ジュウハチ）。せめてネンカンヒャクマンダウンロードされなければセイカツできない。

「だから、アルバイトをするんだ。」というかもしれないが、ガッキをかって、コンピュー

ターをかってとやっていたら、アルバイトでかせいだおかねなど、すっとんでしまうだ

ろう。

わたしは、オンガクのためにアルバイトはあまりしなかったが、ダイガクにいくために

したことがある。シュウいつかはたらいても、ダイガクのやすみキカンには、もうひと

つアルバイトをしても、ガクヒでほとんどきえていった。ダイガクもかねのかかるゲー

ムかもしれない。

しかし、いいガッコウにはいり、いいセイセキならば、いいキギョウにつとめられると

いううわさみたいなものがあった。ただ、わたしは、そのさきのシンロより、ダイガクで

は、そのゲームジタイがすきなってしまった。いまかんがえれば、そういうゲームはジ

ブンのヘヤでやればいいとおもう。ダイガクインにもいきたいとおもった。しかし、そ

んなにかせぎがよくなかったのでいかなかった。ショウガクキンをリヨウしても、かえ

せるかわからない。こういうガクセイもいた。

しかし、よかったのは、ジブンではたらいて、おかねをだしてガッコウにいったことだ。

それによって、ジブンがどのくらいできるのかとわかる。もっとしごとができるひとは

もっとかせいでいただろうし、もっとかせいでいないひともいたかもしれない。ガクギョ

ウのヘンサチよりも、ジブンのロウドウシジョウにおけるチンギカカクのホウが、より

シャカイテキなシヒョウだとおもう。

キセイがあって、ジキュウゴヒャクエンはダメとかがあるが、あなたのジキュウはなな

ヒャクエンですとかチュウガクセイのときにしめされていればよかったかもしれない。

ガッコウでガクギョウをがんばれば、ジキュウはあがっただろうか。ブンケイのばあい、

そうもいえなそうなのである。ガクギョウウンヌンよりサギョウのはやさとかニンゲン
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セイがダイジだったかもしれない。

オンガク、ゲーム、ガッコウのつぎのわたしのキョウミはホンだ。ジュウネンほどまえ

から、ホンをタクサンよむようになり、いまではホンをかけるようになった。オンガク

はケイサンしてみて（さきのような）、むずかしいとわかった。ゲームもつくるキザイが

ない。ホンはつくっているがどうだろう。ホンもケイサンすればむずかしいかもしれな

い。イチジカンイチエンだからジュウジカンでよめるホンだったら、ジュウマンダウン

ロードされなければセイカツできない。いまのところジュウマンダウンロードにはとど

かない。

こうやって、ゲンジツテキなスウジでしごとをえらんでいくといいとおもう。あかじを

だしてつづけるのもいいだろう。そういうシジョウのドウコウをみてのケイカクだと、

イッサクをつくるのにかけられる（とおもわれる）ヨサンがきまってくる。わたしがシィ

ディをつくるのにかけられるヨサンは、コーヒージュッパイブンほどである。

ケイサンするとそういうことがわかる。おおものアーティストだって、ゴヒャクマンエ

ンテイドしかかけられないだろう。それをまぁうまくやればケッカができる。それだけ

のはなしだとおもう。

　

ハチ

　

コウコウ、ダイガクをでて、シュウショクせずに、まわりにガクモンのことをセツメイ

するひとがいたとする。そのひとはガクモンのセンキョウシだ。ゴジブンであたらしい

ハッケンをし、ドクジのガクセツをもっているならいいかもしれない。そうでないなら、

だれかがかんがえたキゾンのガクセツをひろめているにすぎない。オンガクではそうい

うソウチを「リバーブ」という。

オンガクではそれもダイジだが、シャカイではそれでかせげるわけではない。ショセン

だれかがかんがえたことをまねしているだけだからだ。ガッコウのキョウシとか、ジュ

クのコウシでもしたホウがいいだろう。ダイガクインにいってケンキュウするのもいい

かもしれない。ダイガクインでうまくふるまえば、ダイガクのコウシになるみちがある。

うまくやれば、キョウジュにもなれるだろう。

ダイガクのキョウジュになりたければ、ハクシゴウをもっていたホウがいいだろう。そ

れがないと、キョウジュにはなりづらいだろう。つまり、「ダイガクイン」は、ダイガクの

コウシとしてうまくやるためのドウグなのである。わたしもいきたいとおもったが、お

かねがなくてやめた。ベツにダイガクのコウシになりたかったわけではない。チシキヨ

クからそうかんがえてしまった。あぶなくガクモンのセンキョウシになるところだった。

ダイガクインはそんなところだとおもうが、フツウのダイガクはどうだろう。ダイガク

はサラリーマンとしてシュッセするためのドウグであろう。つまり、ショウシンのため

のドウグということだ。シュッセするのがすきなひともいるし、ゲンバがすきなひとも

いる。コッカコウムインで、ジョウキュウショクにつくか、カキュウショクにつくかの

ちがいみたいなものである。ゲンバでずっとやりたいなら、チュウソツでも、コウソツ

でもいいだろう。
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わたしはコウコウよりオンガクをえらんでしまったので、いまでもオンガクをつくった

りしている。しかし、そのむずかしさもリカイしつつある。ひとことでいえばタンカが

ひくいのだ。わたしのおやがダイガク、ダイガクといっていたので、センモンガッコウ

というセンタクシもしらなかった。

たしかにシュッセできたホウがいいかもしれない。しかし、センモンガッコウをでて、ゲ

ンバではたらいているというはなしをきくと、いいなぁとおもったりする。シュッセが

いいとはかぎらないとおもう。

　

キュウ

　

オンガクをひとりイチジカンイチエンでたのしめるはなしをした（●『オ』ヒャクサン

ジュウハチ）。イチエンだと、そううりあげはのびないかもしれないが、ひとつかんがえ

ようがある。それは、「どこで」うるかである。

あるトシにもイットウチはあるし、ショウテンのなかにもイットウチはある（とされ

る。）。イットウチにおけば（おとずれるひとがおおい。）、めにつくカイスウがおおいか

らうれるだろう。しかし、サントウチとなると、あまりキャクのめにつかない。だから

イットウチをめぐるキョウソウがおこるのではないかといえそうなのである。

どこかのデンシサイトのはじめのページにそれがショウカイされていれば、やはりつよ

いだろう。そういうスペースをめぐっておかねがうごきそうなきがする。ひとつは、タ

クサンのページのなかからの「コウゾウテキ」イットウチだろうし、もうひとつは、ペー

ジとページのイドウによるイットウチ「みちのり」だろう。

　

ジュウ

　

わたしはしばらくしたじき（ノートのしたにはさむあれである。）をつかっていなかっ

たが、あれをつかうと、ペンがスムースにうごくことがわかった。ベンリなドウグであ

る。オフィスのつくえにも、むかしはビニールのマットがしかれていたとおもう。いま

はパソコンがシュタイだろうから、あまりつかわれていないだろうが、ベンリなドウグ

である。

　

ジュウイチ

　

オンガクがひとりイチジカンあたりイチエンだと（●『オ』ヒャクサンジュウハチ）、ヒャ

クマンダウンロードされても、ヒャクマンエンにしかならない。そうすると、セイサクヒ

も、ヒャクマンエンイナイでやらなければならない。センダウンロードしかされないア

マチュアミュージシャンのばあいは、センエンのヨサンでとなる。コーヒーをジュッパ

イのんだらおわりだ。そんなかんじじゃ、なかなかガッキはかえないだろうが、そうい
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うヨサンをしっかりまもってつくられたものもある。ヒップホップというオンガクジャ

ンルだ（ガッキはマイクとサンプラーぐらいしかつかわない。）。

ニホンでもキュウジュウネンダイコウハンにはやったが、そういうセイシンはダイジだ

とおもう。ニホンではギターイッポンのひきかたりもある。そういうやりかたがある。エ

レキギターやエレキケイのガッキをつかうバンドはゆたかなくにでうまれた。ゆたかだ

からエレキギターなのだ。ゆたかでないなら、ひきかたりでいいのでは。

　

ジュウニ

　

あるセイヒンがうれると、まあうれそうなかぎり、そのセイヒンはまたつくられる。あ

るサービスもまたリヨウされておかねがテイキョウシャにはいりそうだと、またおなじ

サービスはつづく。

ダイタイのセイヒンにはこういうことが、いえるとおもうが、シュウキョウはどうだろ

う。シュウキョウがスイタイしたともいわれるし、ハツもうでのコンザツはかわってい

ないともいえるとおもう。それがテイキョウシャ、ショウヒシャソウホウのリエキにな

れば、セイヒンドウヨウにつづくとおもわれる。イチジはやったレイカンショウホウの

ようでは、そうはつづかないだろう。

では、どのようにソウホウのリエキをもたらしているのだろう。それはしあわせになれ

るというカンカクなのではないか。つまり、「しあわせ（というカンカク）」をツウカのよ

うにまわすわけである。ジッサイのツウカのばあいもあるだろう。つまり、「しあわせ」

をまわしあって「しあわせ」というわけである。

タニンがしあわせでも、しあわせということもあるからだ。シュウキョウによってそれ

ぞれカイリツがある。そのひとにあったシュウキョウをえらぶといいかもしれない。カ

イリツがあわないのではクロウするだろう。「しあわせ」をそのほかのシュダンでやりと

りできるのなら、シュウキョウはいらないのかもしれない。

あまりニホンジンはシュウキョウでどうこうというひとはすくないかもしれない。ただ、

シュウキョウがつづくということは。うまくやっているということだ。

　

ジュウサン

　

あるひとがしごとをしないと、「あのひとはたるんでいる。」といわれる。ギャクに、セ

イリョクテキにしごとにとりくんでいると、「あのひとは、はりきっている。」といわれ

る。ずっと、はりきれたらいいかもしれないが、はりきるということばのように、いつ

かきれてしまうかもしれない。

わたしは、むかし、はりきるときは、はりきって、やすみはねているというセイカツを

していた。とっととやって、ねるというイソップドウワのうさぎのようなかんじだった。

しかし、サイキンはかめがたである。タブンひとよりサギョウがおそいとおもう。エド

バクフをはじめたとくがわいえやすコウも、「ひとのイッショウはおもにをおいて、とお
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きみちをいくがごとし。」といいのこしている。それでときどきいやになることもある。

しかし、あまりにすきなようにやると、やっぱり、ねてしまったりする。イソップだとか

めにまけてしまう。わたしは、こどものころからジユウにいきてきたホウだが、あまり

にジユウだとタイクツしたり、ねてしまったりする。だから、タショウフジユウがあっ

たホウがひとはいきられるのではないかとおもう。

そうおもっていたところ、いえやすコウのつぎのことばをしった。いわく、「フジユウを

つねとおもえばフソクなし。」やっぱりすごいひとはすごいとおもうのである。わすれな

いように、かけじくをかおうかとおもったが、それはタッピツでかかれていてよめない。

ひとはかならずしも、やすきにながれないホウがいいのだろう。「わかいときのクロウは

かってでもしろ。」ともいわれた（だれのことばかわからないが。）。ニンゲンはそんなか

んじでいいのではとおもう。

　

ジュウよん

　

ニホンはカコウボウエキでかせぐくにだとチュウガクセイのときにおそわった。いまで

もコウギョウセイヒンをユシュツしてかせいでいる。もっというと、コウジョウをカイ

ガイにうつしてかせいでもいる。

サイキンもそうおしえられているかは、わからないが、「ジョウホウカ」しているともお

しえられた。タンジュンにいうと、コンピューターがふえることをいったのだろう。ま

た、それをつかってショウバイができることだろう。コンピューターツウハンはいまで

はめずらしくないが、トウジはそんなことをやっているひとはいなかった。

さて、コウギョウセイヒンはテッコウセキなどのゲンリョウをユニュウしてつくられる

が、コンピューターツウハンはなにでつくられるのか。コンピューターホンタイは、や

はりキンゾクとプラスチックなどでできている。しかし、ジョウホウはなにでできてい

るか。デンキシンゴウだから、やっぱりテツかもしれないが、そのトチュウでキゴウを

つかう。スウジとアルファベットである。だとすると、スウジやアルファベットがうら

れているわけだから、アラビアスウジをハツメイしたアラブジンやアルファベットをハ

ツメイしたヨーロッパのひとがもうかりそうである。

コンピューターをつくったガッシュウコクジンはやはり、テツやセキユやスウジ、アル

ファベットをユニュウしてカコウボウエキをしている。ニホンジンもコンピューターを

つくれるらしいが、ホンタイイガイはむずかしいらしい。アラビアスウジとアルファベッ

トをそれほどユニュウしていないからかもしれない。それならそのセイヒンでのニホン

ジンのかせぎはすくないだろう。

しかもサイキンはニホンのコンピューターセイゾウメーカーがそのセイゾウからテッタ

イすることがおおくなっている。「ジョウホウカ」のおわりがみえないにもかかわらずで

ある。そうすると、「ジョウホウカ」ブンヤのニホンのハイボクはヒッシである。ガッ

シュウコクのジダイとなる。モチロン、そのブヒンをキョウキュウしているところもつ

よいだろう。

チュウゴクはどうなのかというと、やはり、ニホンドウヨウにコンピューターホンタイ
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をつくっているにすぎない。だったらジカンのモンダイだ。ただニホンジンはシィディ

（よみとりソウチ）などのブヒンをつくった。だから、そうやってなにかブヒンをキョウ

キュウすればいいかもしれない。

　

ジュウゴ

　

わたしがこどものころは、おかねをつかってセイカツしていた。そんなタイソウなものを

かったわけではない。ハンドウタイセイヒン、いいかえるとテレビゲームのカートリッ

ジばっかりかっていた（●『む』ヒャクハチジュウサン）。イッコゴセンエンほどしたか

ら、そんなにかえるわけではない。それから、シィディラジカセやガッキをかうように

なった。

そういうイミではしあわせだった。いまでもおかねがあったら、そういうものをかうか

もしれない。そうやってかえるというのはゆたかだが、おかねがあるイジョウにはかえ

ない。つまり、おかねとはジユウのショウケンである。それがあるかぎり、ジユウにで

きる。なければ、フジユウだからダイジにしなければならない。そういうわけでガッキ

をかうのをひかえている。

　

ジュウロク

　

とりがわたしのヘヤのそとにすをつくっていた（●よん、『オ』ヒャクロクジュウ）。そろ

そろひながかえってもおかしくないジキなので、ヨウスをみてみた。ところが、たまご

がみあたらない。どうも、わかいつがいのようだったから、まだなのかもしれない。コ

ンカイはひなをみれなそうだ。やっぱり、とりにもツゴウがあるのだろう。ただ、たび

たびうちにあそびにきている。

　

ジュウシチ

　

まえに『アルクカラカンガエル』といった（●『ア』ヒャクロクジュウニ）。あるくとフ

ウケイがかわるから、うけるシゲキもかわってくる。だから、あるいてベツのケシキを

みたブンのかんがえがでてくる。あるかなかったら、かんがえないようなことがあるだ

ろう。だから、『アルクカラカンガエル』なのである。

ただ、いつもおなじところをあるいていると、なれてくる。そうすると、あまりかんが

えないかもしれない。それなら、ベツのみちをあるけばいい。トクにフダンのかんがえ

にフマンをもっているなら、リョコウをするといいだろう。まえにジブンのショウライ

をイチジシキでヨソクしたはなしをした（●『オ』ニジュウハチ）。セツメイヘンスウが

ひとつのシキである。

レイをあげれば、ワイ イコール エー エックス マイナスビーで、ワイがチョキンのリョ
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ウ。エーがしごとのジキュウ。エックスがキンムジカン。ビーがセイカツヒ。といった

かんじで、チョキンのリョウをヨソクする。

なぜ、そんなことをしたかというと、ガッコウのガクヒをはらっていたからだ。だから、

おかねをためるヒツヨウがあった。それでこのてのケイサンをしていたのだ。このシキ

でたしかにヨソクできるが、ヨソクどおりにいくかはベツモンダイだ。

これはおもにジブンのことしかかんがえていない。しごとには、ドウリョウもいるし、お

キャクさんもいる。ドウリョウがゾウインされれば、わたしのキンムジカンがへるだろ

う。おキャクさんがへっても、わたしのキュウリョウがへる。だから、エックス、ワイ

のほかに、ブイ（ドウリョウのでき）、ダブリュ（おキャクさんのかず）といったヘンス

ウをくわえてケイサンしたホウがよりゲンジツテキだ。まえにそうシテキした。

もし、セカイイチユウシュウなビジネスマンがいたとしよう。しかし、そのひとがしあわ

せかはわからない。そのひとのドリョクだけでは、かれがかせげるのかわからないのだ。

つまり、かれにおキャクさんがいなかったら、ほとんどシツギョウシャとおなじだろう。

だから、そのひとがユウシュウであるのはいいけれども、ドウリョウとうまくやったり、

おキャクさんによろこばれたりすることがダイジなのだ。タブンかせげることがダイジ

だろうから。

　

ジュウハチ

　

コトシのはるはわりとあめがふっている。みずブソクではないようなきがしていた（●

『よ』ヒャクイチ）。ジッサイにかわをみにいったら、まぁまぁのスイイだった。コトシ

はダイジョウブなのでないかとおもう。

　

ジュウキュウ

　

カコをみるボウエンキョウのはなしをした（●『オ』ゴ）。イチネンまえのひかりをみれ

ば、イチネンまえがみえるというわけだ。しかしそれなら、おおきなセツビをととのえ

て、カコをみなくてもいいかもしれない。ビデオカメラにキロクすればいいからだ。

ただ、それでイチネンまえをみたところで、ジカンリョコウをしたきにはならない。そ

れなら、カコのエイゾウとコミュニケーションすればいいかもしれない。たとえば、イ

チネンまえのエイゾウに、「あしたははれるか。」ときいて、エイゾウのひとが、「はれま

すよ。」とこたえる。このうけこたえを、エーアイをつかってやれば、ジカンリョコウし

たきになるかもしれない。それで、「いや、あしたはあめふるんだよね。キロクにそうあ

る。」などとはなせばよい。カソウジカンリョコウであるが、おもしろいかもしれない。

　

ニジュウ
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ジカン イコール ゼッタイジカン わるジカンシツリョウのはなしをした（●『オ』ハチ）。

カンタンにいうと、ジカンシツリョウ（いろいろなほしのインリョク [ウズマキリョク]）

のエイキョウをのぞけば、ゼッタイジカンがかぞえられるというはなしだ。

そして、ジカン イコール エネルギー わるシツリョウ（ジカンをロコモーティブ [コウ

ゾクキョリ]とよみかえれば、わかりやすい。●『よ』サンジュウニ）だから、いくつか

のコウセイにかこまれて、インリョクがつりあって、そのチュウシンにあるなにかが、

まったくうごかないとなると、エネルギーイコール レイ ゆえに ジカン イコールレイに

なる。スウシキジョウは、ジカンがながれないことになる。これをデッドロックといお

う。ジッサイのウチュウにこういうデッドロックがあるかはわからないが、このデッド

ロックはウチュウのケンキュウにつかえそうなのである。

このデッドロックのチュウシンにコタイがあるとする。コタイはインリョクがつりあい

うごかないが、やがて、インリョクにひかれてボウチョウするかもしれない。ベツのい

いかたをすると、オンドがあがるわけだ。それがつづくと、コンドはキタイになる。そ

のキタイはデッドロックのまわりのコウセイにひきつけられ、どうかしてしまうだろう。

このデッドロックのチュウシンにあるのをウチュウゼンタイとカテイすれば、ウチュウ

はやがてウチュウのそとにいってしまうということになる。これが、「ウチュウがボウ

チョウする」リユウなのでないか。そのゴ、キタイがひやされて、さらにコタイになっ

てもとのイチにもどれれば、ウチュウのサイセイサンはカノウだろうが、どうもサイセ

イサンができることは、わたしはまだカクニンしていない。

　

ニジュウイチ

　

ニホンのジュウタクチにはデンシンばしらとデンセンがあみのめのようにハイチされて

いる。そういうもの（デンキをおくるデンセン）をドウロのしたにうめてしまえというこ

えもある。それならすっきりするかもしれない。しかし、あったらあったでとりがデン

センにとまるから、カンサツするにはわるくないとおもう。わたしはとりをみたい。デ

ンチュウをなくして、デンセンをチチュウにうめたチイキもしっているが、そういうと

ころにとりがいるきはしない（あまりみたことがない。）。そういうわけでゲンジョウイ

ジもいいのではとおもう。

　

ニジュウニ

　

あまりにかんがえがジブンのレベルからはなれていると（わたしもそういうところがあ

るかもしれない。）、あれをしたホウがいいとか、〇〇は、 すればいいんだよというシ

テキをすることがある。とりあえず、「レベルずれ」とよんでおく。かんがえるのはケッ

コウだが、それをおしつけられてもこまるし、おしつけてもメイワクだろう。そういう

レベルずれについてのハイリョがあったからか、「ハツゲンケン」ということばもある。

「ハツゲンケン」がないのなら、ゴエンリョくださいというわけだ。レベルずれをかんじ
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たらどうしたらよいか。ジブンでやれというのがひとつだろう。もっともケッコウなレ

ベルずれだと、ジブンでできないだろう。

あるビジュツカンにおいてあるえをほかのものにかえたホウがいいとおもったら、「ああ

しろ。」とか「ああしたホウがいい。」ではなくて、ジブンでかわりのえをかってくると

いい。そのビジュツカンにかざらせてもらえるかはわからないが、ジブンのビジュツカ

ンにはかざれるだろう。おなじく、どこかのくにのミサイルがきになるのならば、「かた

づけてくれ。」ではなくて、「かいとりましょう。」にするといいいかもしれない。ものの

モンダイならとりひきはカノウだ。そのあとジブンでかたづければいいだろう。それで

またあるくにがつくるようだったら、コウジョウをバイシュウすればいい。だれかにな

にかをさせるというばあい、コヨウ、ヒコヨウカンケイなどもあるが、そういうカンケ

イをきずきたいのなら、おかねをだせばいいだろう。

　

ニジュウサン

　

ホンコンからマカオにはスイチュウヨクセンでわりとすぐである。そこのうみか、かわ

をみると、いまいわれていることのリカイのたすけになる。どうなのかというと、かわの

みずにつちがまじっているのだ。それでちゃいろのかわになり、それがうみへとつづく。

もっともこのカンサツはサンジュウネンほどまえにしたものなので、いまゲンザイどう

なっているのかわからない。いまいわれていることへのリカイとはどういうことかとい

うと、チュウゴクの「リョウド」がナンポウのうみにながれているということだ。だか

ら、そのナンポウにあるしまをチュウゴクのものだ。というときに、まったくコンキョ

がないわけでない。チュウゴクからながれだしているリョウをしらべれば、セイカクな

リョウがわかるだろうが、レイテンレイレイ～なんパーセンセントくらいが、そのしま

にながれついているかもしれない。だから、「そのしまはチュウゴクリョウドだ。」とい

うととき、ヒャクパーセントでたらめではないのである。だから、レイかイチをきめる

ロンソウをしてもしょうがないとおもう。

おなじようにフィリピンからながれだしていたとすれば、「わたしたちのホウがおお

い。」、「すくない」のモンダイなのだ。そのわりあいで、シュウヘンのしまをブンカツ

ショユウするてもあるだろう。ニホンもわりとチュウゴクにちかいところがあるから、

もし「リョウド」がながれだしていたら、「わたしたちのリョウドだ。」モンダイがでてく

るカノウセイがある。スイセンベンジョのモンダイ（●『オ』ヒャクジュウロク、ヒャク

ななジュウゴ）もある。「ウンコ」のはなしだ。あまりそのウンコをうけとるようだと、

どこかのニのまいになりかねない。テイチョウにあつかうヒツヨウがあるだろう。

　

ニジュウよん

　

シュウニュウのカクサがモンダイになったりする。かせいでいるひとはかせいでいるし、

あまりかせげないひとは、かせいでいないというぐあいだ。だから、サイテイチンギン

14



目次

をあげたり、「ドウイツロウドウ、ドウイツチンギン」といってみたりする。そういうこ

とは、ダイタイサハよりのセイジカがいうだろう。いまではシャカイシュギにしろとい

うセイジカはすくないとおもうが、また、そうしたものいいがサイネンするカノウセイ

もある。

ロクジュウネンダイからのガクセイウンドウは、わたしは、ドレイセイのあるシホンシュ

ギより、シャカイシュギのホウがよさそうだからおこったとかんがえている（●『オ』

ヒャクゴジュウハチ）。ガッシュウコクのシホンシュギがモデルになるかというはなしで

ある。

トウジはまだコクジンへのサベツがあった。それがやがてカイショウされるとガクセイ

ウンドウはすくなくなった。ドレイセイのないシホンシュギならいいだろうとガクセイ

がハンダンしたのだろう。しかし、コンゴひとがヒンコンでうえじぬジレイがでてくる

と、そうしたウンドウがサイネンするカノウセイがある。ひとがうえじぬシホンシュギ

より、シャカイシュギのホウがいいだろうというわけだ。

しかし、チキュウキボでみて、いまシャカイシュギのモデルとなるようなくにがない。

だからよっぽどベンキョウしないとシャカイシュギのホウがいいとはいえないだろう。

シャカイシュギをしるであろうニンゲンはよんジュッサイイジョウだからだ。だから、

ガクセイはシャカイシュギをめざすのではなくて、ベツのことをいいだすかもしれない。

そのシュチョウがもっともらしければ、シジをあつめるかもしれないが、まぁよんジュ

ウダイイジョウは、なんかいっているぐらいにしかうけとらないカノウセイもある。た

しかにひとがうえじぬシホンシュギはよくないかもしれない。しかし、かわりのタイセ

イがみえないのではなんともならないであろう。だから、チンあげなのだろう。

　

ニジュウゴ

　

エーアイをカツヨウすると、いろいろなヨソクなどがなりたったり、ばあいによっては、

カガクテキなハッケンもカノウだったりするだろう。コンピューターネットワークにあ

ふれるデータをカイセキしたり、ホンをカイセキしたりもできるであろう。そういうサ

ギョウは、ニンゲンがやるとものすごくジカンがかかる。だからエーアイにやらせてし

まえとかんがえてもフシギではない。

それでデータからショウライテキにはドルがたかくなるというケツロンがえられたとし

よう。それでエーアイにカイセキさせたひとが、ドルをかったとする。それはゴウホウ

といえるのか。くにによるとおもうが、チョサクブツとはなにかというと、コウヒョウ

されるブンショウなどである。たまにサクシャがジユウにつかっていいですよというこ

とはあるが、フツウはムダンな、コジンテキなリヨウイガイのフクセイはキンじられて

いる。だから、いろいろなチョサクブツをリヨウして、エーアイにカイセキさせたひと

が、シテキにリヨウするかぎりでは、イホウとはならない。

そういうわけで、コジンテキにドルをバイバイするわけだから、イホウではないかもし

れない。しかし、ドルがニジュッパーセントあがるというジョウホウをひとにつたえた

ばあいは、「シテキ」なリヨウにはならないので、イホウとなる。それじゃエーアイを
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かっても、いいデータがなければつかいものにならないといえるかもしれない。そうだ。

エーアイはケイサンキのようなもので、ジッサイのスウチがなければ、ケイサンはでき

ない。ただ、コジンテキなリヨウについていえば、リエキがあるかもしれない。それを

たかいとみるか、やすいとみるかであろう。おおきなフゴウみたいないいかたをするが、

それのもとデータがチョサクブツとすれば、そうそうにリヨウできないはずである。そ

このところをチュウイしてみなければならない。

　

ニジュウロク

　

「ショウシカ」とか、「コウレイカ」は、シャカイコウゾウである。トウケイテキなケン

キュウによってみいだされたコウゾウだ。トクに「コウレイカ」はいじりづらいコウゾ

ウだ。ひとがすこしずつおいていくというのは、うごかしがたいゲンショウなのである。

イッポウ、「ショウシカ」は、まだいじれるヨチがあるとかんがえられているようだ。

そのショウコに、こそだてをユウグウするセイサクがある。タンジュンにいえば、こど

もをひとりつくったら、いくらかあげますというセイサクだ。そのセイサクをジッコウ

すれば、（おかねにつられて）だれかがこどもをつくるだろうとかんがえているわけだ。

しかし、それをやったところで、そうタクサンのこどもがふえたわけではない。にもか

かわらず、そういうセイサクをつづけている。そのセイサクをしんじるというのもコウ

ゾウである。おかねをあげれば、こどもがふえるというシンリコウゾウである。そうい

うコウゾウはほかにもある。キンリをさげれば、おかねをつかうだろうというシンリコ

ウゾウだ。

しかし、そのコウゾウはかならずしもただしくない（シャカイコウゾウとしてはただし

くない。）。それは、カイガイのキンリのたかいところにおかねがイドウすることがある

からである。しかしながら、そういうただしくないコウゾウでも、ただしいとおもわれ

たり、コウゾウとしてのこったりするコウゾウもある。ばあいによっては、スウジでご

まかすこともカノウだ。こどものテイギをヨンジュッサイまでにしてしまえば、ショウ

シカではないし、としをとるのをニネンにイッカイということにしてしまえば、コウレ

イカではない。しかし、そうやってごまかしても、しょうがないとおもう。

さかなのたまごをたべれば、こどもがふえるというようなことをまえにいったが（●

『む』ヒャクサンジュイチ）、その「さかなのたまご」をかうホジョもそれがただしいと

なれば、セイサクにできる。しかし、あまりそういうはなしはきかない。ただ、さかな

が「こダクサン」であろうことは、いえそうなのだ。

ほかにもちいさなうめぼしを「こうむ」となづけてハンバイすればいい。しかし、そう

いうエンギがムシされているのか、こどもをつくりたくないのかはわからないが、こど

もがふえないのではしかたがない。カイカクシャにとっては、そういうこどもがふえな

いコウゾウをなんとかしなければならないのだろう。

　

ニジュウシチ
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どうしてニンゲンはギュウニクをたべているのに、うしにならないのだろう。それはイッ

カイギュウニクをタイナイでブンカイして、ジブンのイデンシがはいったにくに、サイ

ソセイするからであろう。もし、それができなければ、うしニンゲンになるだろう。じゃ

あ、「ジブン」とはなにかというと、ジブンのイデンシかもしれない。それなら、ホント

ウのコセイはなにかといったら、イデンシやイデンシがいったことだろう。

しかし、イデンシがしゃべるのかわからないし、かならずしもジブンのいいブンがとお

るかはわからない。それじゃ「ジブンらしくない。」であろう。そういう「ジブン」をみ

つけられなかったから、「コセイ」だなんだだったのかもしれない。ジブンのいいブンが

とおらないことがあるのは、しかたないから、やっぱりシャカイではジブンらしくない

となる。それをリョウショウしたひとを「シャカイジン」というのかもしれない。「ジブ

ン」とも「シャカイ」ともなかよくすることがダイジだろう。

そういうやくわりをするのが、イシキかもしれない。だから、つまらないギロンをして

いてもしょうがないのかもしれない。ひとのためになるギロンが「イシキ」にとって、た

だしいギロンなんだろう。ただ、「シャカイ」のほかに「ジブン」もあるから、そのかぎ

りではない。

　

ニジュウハチ

　

タイリョクがあるとおもいものをもてる。それにムイシキに、タイリョクがあると、おも

いものをかってしまうかもしれない。わたしもわかいときに、オーディオコンポをかっ

た。あわせてニジュッキロぐらいはあるだろうか。タイリョクにはジシンがあったので、

おもいとはおもわなかった。そういえば、むかしのテレビもおもい。やっぱりそれもかっ

た。ヘヤにはこぶのにも、そうクロウはしなかった。

しかし、タイリョクのないひとだと、それをおもくかんじるだろう。そういうリユウが

あるからか、オーディオコンポもテレビも、かるいものがふえた。それらをはこぶのは、

むかしはおとこのしごとだったのだろう。しかし、ジョセイのシャカイシンシュツにと

もなって、ジョセイもそういったものを、ジユウにかいたいとおもうようになったので

あろう。かるくすることがもとめられたといえるかもしれない。

あとおもいものといえば、レイゾウコとセンタクキだろうか。それもかるくすればいい

かもしれないが、それだと、ヨウリョウとかキョウドにかかわる。だからむずかしい。パ

ソコンもかるいのがふえてきた。そうやってセイヒンがかるくなるリュウコウがあるだ

ろう。それだけタイリョクのないひとでもくらしやすくなってきている。おもいものを

ユソウするには、ウンソウやにたのめばいい。そういうベンリなジダイになったかもし

れない。

しかし、そんなにかるいガッキがふえていないから、ジョセイミュージシャンはふえな

いとおもわれる。よんジュッキロあるギターアンプをはこべるたくましいジョセイとは

かぎらないのである。
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ニジュウキュウ

　

ものごとをコウテイテキにかんがえることもできる。また、ヒハンテキにかんがえるこ

ともできる。イチたすイチはニ。あぁそうですか。すばらしいですねとおもえるのなら、

ヒハンセイシンはヒツヨウないかもしれない。しかし、ちがう。イチたすイチは、イチ

とイチじゃないか。ウイスキーとブランデーをたしたら、ウイスキーとブランデーだろ

というかもしれない。そういうこどもは、センセイにきらわれるが、それももっともだ

ともいえる。

そうやって、あえてヒテイすることによって、なにかベツのかんがえにトウタツするこ

とがある。だからヒハンセイシンもダイジかもしれない。そういうのをやしないたかっ

たら、センセイにまなぶといい。ガッコウのセンセイはそんなことをおしえてくれそう

にないが（ジュギョウがエンカツにすすまないとこまるからだ。）、さがせばそういうセ

ンセイもいる。そういうひとにならうとヒハンセイシンがやしなわれ、あたらしいかん

がえにいきついたりするであろう。ただ、フツウのガッコウでそれをまなぶことはおす

すめしない。いくらそのヒハンがただしくても、キョウシにおこられるからだ。わたし

もイチジカンセイザさせられた。

　

サンジュウ

　

どこかイッテンにネツがあると、まわりのすずしいなにかが、ネツのホウにちかづき、ネ

ツのあるなにかも、すずしいテンのホウにむかい、やがてネツのあるテンとすずしいテ

ンのオンドのヘイキンのオンドにおちつくであろう。だから、その「なにか」に、イド

ウにあわせて、すずしいホウへのシンコウリョクが、ネツのホウへのインリョクがショ

ウじるといえるだろう。

インリョクをもつブッシツより、シンコウリョクをもつブッシツがかるければ、シンコ

ウリョクがひくい（インリョクがつよい）といえるだろうし、インリョクをもつブッシツ

のホウがかるければ、インリョクがひくい（シンコウリョクがつよい）といえるだろう。

タイヨウとそのケイのワクセイは、インリョクとシンコウリョクがわりとつりあってい

るようである。チキュウをなにかのホウホウでひやせば、タイヨウのホウへひっぱられ

るだろうし、あっためれば、タイヨウからはなれるであろう。だからチキュウがオンダ

ンカすると、イチネンがながくなるのではないか。イチネンがサンビャクななジュウニ

チになるかもしれない。しかし、あまりそのことはギロンされない。きになるのは、ヘ

イジツがふえるか、キュウジツがふえるかであろう。

　

サンジュウイチ

　

インリョクをもつということはネツがなければならないとなる（●ホンチョサンジュ
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ウ）。「ビッグバン」のはなしでいえば、ウチュウのチュウシンからネツがそとがわにイド

ウする。「バクハツ」ならブッシツもそとがわにいくだろう。だから、ウチュウがひろが

るとかんがえられている。でも、ネツはそとがわにいくにつれ、ウチュウのチュウシン

のオンドとくらべひくくなる。つまりウチュウのそとがわがあたたまるわけだ。ウチュ

ウのそとのオンドがひくければ、ウチュウはそのオンドとのヘイキンまであたたかさが

おさえられる。とドウジにウチュウのそとから（あれば）ブッシツがはいってくる（な

ければオンドはさがらない。）。

ウチュウのそとのオンドがたかければ、ウチュウは「ビッグバン」でハッセイしたので

はないとおもわれる。ウチュウのそとからのものがはいってくるからだ。ウチュウのつ

めたさとブッシツが、あたたかいウチュウのそとがわにあるだけだろう。ウチュウのそ

とがわにあるブッシツがすくなければ、ウチュウからあたたかさとブッシツがでていく

のだろう。それだと、ウチュウはシダイにつめたくなる。ウチュウのおおきさテイドに

ウチュウはつめたくなるし、ブッシツもへっていく。それを「ウチュウはひろがる」と

いうのだろう。そのうち、ニンゲンもすめなくなるテイドにつめたくなるかもしれない。

コウセイのちかくにイドウしても、ジカンのモンダイである。そういうイッカイきりの

ウチュウなのであろうか。だからウチュウのリサイクルをかんがえている。

　

サンジュウニ

　

ジカン イコール エネルギー わるシツリョウのはなしをした（●『よ』ニジュウハチ、サ

ンジュウニ）。これだと、エネルギーがレイでも、シツリョウがレイでもジカンはながれ

ないとなる。ジカンでなかったら、イドウがセイリツしないだ。さて、それでは、エネ

ルギーがさきにあるのか、シツリョウがさきにあるのであろうか。ニンゲンがつくった

ラジコンカーは、この「シツリョウ」にデンチ「エネルギー」をのせたのだろう。レキシ

をみると、ニンゲン（エネルギー）ができて、シャリン（シツリョウ）ができた。ジンリ

キシャというわけである。だからドウブツのケンキュウをすれば、こたえがでるかもし

れない。

ニンゲンにとってのエネルギーは、タンスイカブツなどである。それがあれば、かなりい

きていられるようだ。タンスイカブツとはなにかというと、ショクブツであろう。ショク

ブツがさきにあったか、ニンゲンがさきにあったかというと、ショクブツがさきにあっ

たといわれる。ニンゲンよりも、ねずみなんかのホウがながいのであろうか。ショクブ

ツができるのにも、ニサンカタンソがヒツヨウであったろうから、ニサンカタンソがど

こにあったかをしらべるといいかもしれない。ニサンカタンソがチキュウにあったのだ

ろう。チキュウがもえているから、ニサンカタンソはあったのかもしれない。サンソと

タンソがあったのだろう。

セイブツのキゲンはサンソとタンソであったようだ。それをチキュウがもっていた。ショ

クブツとドウブツがなぜえだわかれしたのかというのもキョウミぶかいが、そのはなし

はまたにする。なぜチキュウがもえているか。サンソとネツがあるからだろう。どこか

のコウセイからとびひしたのかもしれない。そのコウセイもなにかをもやしているのだ
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ろう。サンソがさきなのか、もえるがさきなのか。なにもなければもえないようにおも

う。「ビッグバン」といったって、ものがなければおこらないだろう。だから「もの（シ

ツリョウ）」がさきにあったとおもわれる。

ものがあって、もえるゆえに、ジカンがショウじたと。なぜサンソがもえだしたか。タブ

ンひきのばされたのだとおもう。タンジュンにいうと、タイセキがおおきくなってコウ

オンになりハッカしたとおもわれる。わたしがガクセイのときにみたえだと、ウチュウ

（サンソ）のジョウゲからアツリョクがくわわって、タイセキがおおきくなったとかんが

えられる（そのえをかいたひとは、そうかんがえたのだろう。）。だから、「ビッグバン」

にせよ、もえるちからがそのまえにあったとかんがえるのがただしいだろう。ウチュウ

（サンソ）がひろがったからハッカしたともかんがえられるわけだ。そのひろげるちから

とはなにか。またかんがえてみたい。ウチュウ（サンソ）をひきのばすちからがあるな

ら、ウチュウをちぢめるちからもあるかもしれない。それなら、ウチュウもサイリヨウ

できるのだろう。

　

サンジュウサン

　

わたしのヘヤのそとにすをつくったとりが、すでねとまりしていた（●ジュウロク）。た

まにねぼけるようで、ガタガタやっている。ニンゲンはデントウがあるのでよるでもお

きていることができるが、とりは、あさにならないとうごきださない。よるにとぶのも

キケンなんだろう。たまごをうまないとおもっていたら、センジツひながかえった。オ

スのすがたがみえないから、イッピキでホントウにそだてられるのかわからなかったが、

まぁうまくそだっているようだ。ひなのなきごえもおおきくなってきた。あるひは、お

やどりがひなをおこし、またベツのひは、ひながおやどりをおこしていた。ひながすだ

つのがたのしみである。

　

サンジュウよん

　

サイキンのニホンジンはホンカクテキなチーズをこのむようになってきたようだ。わた

しはホンカクテキなチーズはにがてだ。タイショウ、ショウワのころからの、コウジョ

ウでタイリョウセイサンされる、あじのうすいチーズならたべられるが、ほかはどうも

にがてだ。ハチジュウネンダイからのエンだかで、ユニュウヒンがやすくかえるように

なり、ニホンジンはそれになれたのだろうか。かみをチャイロにそめるのもヘンカだが、

あじのこのみがかわるというのもヘンカであろう。「ジミントウタイシツ（ガッシュウコ

クサンのたべものもたべるニホンジン。●『ア』ヒャクゴ）」のひとがふえているのかも

しれないが、わたしはちょっとついていけない。

　

サンジュウゴ
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よくわたしのコップのなかにむしがはいる。おおいときはサンびきぐらいはいってスイ

シしている。きもちいいからプールにはいるカンカクではいっているのでは（●『よ』

ヒャクロクジュウニ）とかいたが、サイキンになって、そのリユウがわかった。それは、

ケイコウトウのひかりが、コップのスイメンにあたり、ハンシャするからである。むし

はそのハンシャしたスイメンをひかりだとおもい、みずにつかってしまうのだろう。そ

ういうむしとりきがつくれそうである。

　

サンジュウロク

　

イシキはコジンとシゼン、シャカイのおりあいをつけるためにあるとかいた（●ニジュ

ウなな）。ところで、そのイシキとはなにでできているか。タンジュンにいうと、デンキ

シンゴウだろう。カガクブッシツといえるかもしれない。だから、あるはなしのトチュ

ウに、なにかベツのデンキシンゴウをノウにおくりこめば、そのはなしにすりかわって

いくかもしれない。しかし、そういったセンノウまがいのやりかたはカンベンしてほし

いとおもう。

ところで、ことばは、デンキシンゴウをあらわすキゴウともいえるだろう。そのキゴウ

は、くにやチイキによってちがう。そういうのをセイリして、キョウツウゴをつくれば

ベンリかとおもうが、アンガイつかわれないようだ。いいジョウホウがあるくにのこと

ばがつよくなるのだろう。むかしはワコンカンサイ、いまはワコンヨウサイか。ニホン

ジンもがんばらねばとおもう。

　

サンジュウなな

　

「かんがえる」とは「カン」をかえることだとかいた（●『む』ヨンジュウイチ）。つま

り、チョッカンとかジョウシキとされているなにかをヒテイして、ニンシキをかえるこ

とである。むかしはベツのいいかたもあったが、サイキンは「かんがえる」ということ

ばがおおくつかわれている。だとすると、カイカクハがおおいはずであるが、アンガイ

ホシュハのホウが、ニンキがあったりする。「カン」をかえるということは、「コウゾウ

カイカク」である。それをしますといって、やっぱりかえませんじゃ、おまえはうそつ

きだ。シンヨウできないとなる。それなら、「シソウします。」とでもいっておいたホウ

がいいだろう。

　

サンジュウハチ

　

「デフレ（●ニ）」がだめだといって、セイサクテキにギャクのインフレにしようとしてい

る。「デフレ」はブッカがさがるから、チンギンもさがるとしてケイエンされるが、ホン
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シツテキには、リエキをだそうとするコウドウがそうさせる（●『オ』ヒャクサンジュウ

ゴ）。シジョウにでまわるおかねがへるからだ。それじゃ、エイリキギョウとコジンのヨ

キンをキンシしますとはなかなかならない。そういうコンポンテキなモンダイがあるの

にもかかわらず、それをホウチして、おかねのカチをさげようとするセイサクをとる。デ

フレもリエキもチョキンもシジョウのこえである。ほうっておいてもいいのではないか。

　

サンジュウキュウ

　

わりとサイキンは「センタク」をすることがダイジなどという。つまり、シュタイテキに

なにかをえらびましょうということだ。ケッコンあいてもえらぶジダイになってながい。

そのまえは、おやがきめたあいてとケッコンすることがおおかったという。かならずし

もそうすることはないが、えらばないというのもダイジなのではないかとおもう。いっ

てみれば、「エン」のあるなにかをうけいれるシソウである。そのホウがえらぶためのジ

カンがかからない。たしかにえらぶたのしみもあるだろう。ただ、えらばないたのしみ

もあるかもしれない。

　

よんジュウ

　

いきるとは「キョウリョクすること」である（●『オ』ロク）。なぜそういえるか。ニン

ゲンのカクサイボウがキョウリョクしなかったら、セイゾンがコンナンだからだ。サイ

ボウはそれぞれやくめをもちながらキョウリョクしている。ただ、キョウリョクするだ

けではだめだ。それぞれのやくめをはたさなければならない。そこをかんちがいしてし

まうと、シュウダンにマイボツしたり、ツゴウのいいひとになったりしてしまう。おお

きなタンイのセイゾンになにかキョウリョクできればいいのではなかろうか。

　

よんジュウイチ

　

なにかがエーからビーへイドウしたとき、そのサをどうニンシキするか。ニンゲンなら、

めにみえるフウケイがかわったとかんじ、エーからビーにイドウしたとニンシキするだ

ろう。そのサがわかるということは、やがてイシキ（●サンジュウロク）のハッテンに

つながるだろう。タブン、さるでもとかげでもイドウしたことがわかるだろう。だから、

ミセイジュクながらも、さるやとかげもイシキをもつといえるだろう。かぶとむしだっ

てそうだし、ショクブツだってそうかもしれない。

しかし、それらをカトウなものとして、ニンゲンはあつかうのだろうか。そうではない

とおもう。トクにすきかってにやらせるヒツヨウはないが、そういうイシキもダイジに

してあげるヒツヨウがあるかとおもう。ほかのニンゲンをいたぶらないのとおなじリユ

ウだ。いいかえると、イシキがあるところには、タイムもある（イシキがロコモートす
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るから。●『よ』サンジュウニ［これでは、「タイム」でなく、「ジカン」としている。］）。

しかし、タイムのあるところにイシキがあるかはわからない。チキュウのそとではカク

ニンされていないからだ。

ジカン イコール エネルギー わるシツリョウ（●『よ』サンジュウニ）をおもいだすと、

イシキがエネルギーとシツリョウをカノウにしているのかもしれない。イシキイコール

エネルギー わる シツリョウとテンカイできるからだ。

イシキもジカンのように、ロコモーティブ（うごき）でとらえられるだろう。つまり、あ

るシコウは、ニキロメートルのながさだというように。ジッサイ、シコウはデンキシン

ゴウだから、リョウをソクテイできるだろう。キョウはサンビャクワットシコウしたと

か。そのように、ニジュウゴエル（ロコモーティブ）シコウしたとかいえそうなのであ

る。そして、どれだけシコウできるかは、エネルギーのおおきさとシツリョウのカンケ

イなのである。ジンコウチノウがジッサイにシコウ（というか）するわけだから、もは

やニンゲンやほかのドウブツだけがシコウするとはいえないであろう。

ニンゲンはもはやジンコウイシキをつくりだしたわけだ。いいかえると、イシキはジカ

ンをカノウにする。だから、ジンコウイシキはジンコウジカンをカノウにするわけだ。だ

から、ジンコウチノウが、やがてニンゲンからドクリツするかどうかはともかく、もう

ベツのジカンがはじまっているわけだ。ひょっとすると、もうすでにニンゲンがつくり

だしたイジョウのブンメイをシコウしてしまったかもしれない。あとはジッコウするだ

けというぐあいに。

イシキはジカンをカノウにするなら、ジカンリョコウもカノウなはずである。それはカ

ンタンだ。ニンゲンがなにかをおもいだしたり、だれかのシコウをまねたりできればい

いからである。ただザンネンながら、ものはジカンリョコウをすることがむずかしい。だ

から、そのときのハイケイまでサイゲンするには、クフウがヒツヨウとなる。

イシキがジカンをカノウにするのだったら、ウチュウのはじまりのまえにイシキがあっ

たのかもしれない。いまニンゲンがすんでいるチキュウケンが、ウチュウのはじまりの

まえからある、ウチュウジンのコンピューターのイチブだとはかんがえたくはないが。

セイシンブンセキもジカンリョコウのイッシュであろう。ニンゲンがつくりだしたジン

コウチノウのブヒン（コンピューターのブヒン）である「キバン」は、ニンゲンがつく

りだしたトシににている。ニンゲンのブンカがあらわれているのだろう。チキュウジン

のはたじるしはいまのところそれであろう。

　

よんジュウニ

　

セイシンブンセキはジカンリョコウだとかいた（●よんジュウイチ）。なぜそうかという

と、イライシャのこどものころや、あるカコのタイケンにさかのぼってはなしをすすめ

るからである。

わたしのばあい、オンガクにこだわっていたことがあった（いまでもこだわっているか

もしれない。）。それはまえにかいたが（●『オ』ヒャクよんジュウ）、わたしがヨウチエ

ンにいっていたときにオルガンであるうたをひけなかったから、そういうことにこだわ
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るのだろう。「ド」のイチがわからなかったのだ。それからチュウガクセイになり、バン

ドブームをみてバンドをはじめた。それからはたちくらいまでバンドをやっていたが、

ジブンのキョクがあまりつくれていなかったので、サンジュウイッサイになってまたつ

くりはじめた。それから、サイキンになって、オンガクのタンカ（カカク）がやすくなっ

ているのをみつけて、すこしやるきがなくなった。まぁしかたがないとおもう。

イラクセンソウにいったガッシュウコクのヘイシのなかのイチブもフテキオウをおこし

ているときく。つまりイラクセンソウのタイケンがショウゲキテキだったのだろう。なか

には、イラクセンソウにシュツゲキしたヘイシのなかには、つみのイシキをもっている

ひとがいるかもしれない。あまりにセイカクがやさしいと、ひとをころしたことにつみ

のイシキをもったりするだろう。だから、そういうことをあがなうヒツヨウがでてくる。

むかしはシュウキョウがそれをたすけただろう。しかし、シュウキョウのスイタイとと

もにフロイドセンセイのセイシンブンセキがでてきた。いまではカウンセリングなんて

いうのもある。カウンセリングにはいろいろなシュホウがあるが、セイシンブンセキは

セイシキにクンレンされたひとがやることになっている。そこでのジカンリョコウテキ

ないやしかたでもいいのではないか。セイシンブンセキはおもにカコへだが、ミライへ

というのもあるだろう。「そうじゃなかったひ（アナザーデイ）」をいきてみるというこ

とではないか。

　

よんジュウサン

　

チキュウがもえていて、ニサンカタンソができたから、そのシゲンをつかってショクブ

ツができたのだろう。ニッコウもとどいていたんだろう。スイソがあれば、やがてみず

もできそうだ。そして、ショクブツがタンソをためたところで、タンソとサンソをエネ

ルギーにしたドウブツができたとおもわれる。

セイメイはみずのなかでできたというビデオをみたことがあるが、ニサンカタンソとス

イソで、タンソとみずをつくるタンジュンなくみかえがはじめだったのではないか。そ

れから、サンソをエネルギーにしたサイボウができたのだろうが、どうやってうごくも

のができたのかはわからない。おおきくみれば、サンソとミズをたくわえて、タンソを

だせばセツメイがつく。さきにセツメイしたように、イシキがあると、ジカン（ウゴキ）

もカノウになる（●よんジュウイチ、『よ』サンジュウニ）。どこかからユニュウしたのか

もしれない。サイボウがどうできたかというより、イシキがどうできた（またははいっ

てきた）かをセツメイするホウがいいかもしれない。

ゲンシがうごいているとすれば、イシキにハッテンしたというセンもかんがえられる。

つまり、ゲンシがセイメイのもとということだ。そうすると、ウンドウイコール エネル

ギー わるシツリョウ（●『よ』サンジュウニ）であるから、ゲンシのうごき イコールエ

ネルギー わる シツリョウとなる。

もっともエネルギーがあるのはシツリョウのちいさいスイソかもしれないし、ほかのゲ

ンシかもしれない。ジカンイコール エネルギー わる シツリョウであるから、ジカン イ

コールゲンシのうごきだ。ジカンは、エーからビーにうごくことだ。

24



目次

ひょっとしたら、ゲンシがうごいているとすれば、ゲンシのうごきはなにかによってニ

ンシキされたのかもしれない。ニンゲンはニンシキカノウなのだろうが、ほかのチキュ

ウジョウにあるなにかが、ゲンシのうごきをニンシキしたと。だからうごくということ

がニンシキされるゲンシイシキがあったとスイソクできる。ゲンシイシキによって、ゲ

ンシのならびかたがトウセイされたのかもしれない。そうすると、サイボウのようなも

のをつくることができるかもしれない。それよりさきにイデンシができたかもしれない。

いってみれば、ゲンシイシキがイデンシをかきはじめたわけだ。ツウシンキロクににて

いる。

いまのイデンシをもつニンゲンはコンピューターとかリョウリとかをつくるかもしれな

いが、ゲンシイシキはドウショクブツのサイボウをつくっていた。それだけのちがいだ。

ゲンシイシキがどこにあるのかわからない。ニンゲンのイシキだってわかっていないと

いえばわかっていないだろう。ひょっとしたら、ウチュウのどこかのサーバーからよみ

だしているのかもしれない。ただひとついえることは、ジカンをニンシキするヒツヨウ

がある。

ゲンシイシキのつくったイデンシはのこっている。いまでもそれはつかわれている。とい

うことは、ゲンシイシキもケンザイなのかもしれない。ゲンシイシキがドウブツやショ

クブツをつくった。ニンゲンもイデンシソウサをできるようになったが、まったくあた

らしいドウブツやショクブツはつくれていないだろう。だからニンゲンのイシキよりも、

ゲンシイシキのホウがすすんでいるのかもしれない。

イデンシソウサのモンダイは、なかったキロクをつくりだしてしまうことだ。それがす

すむと、シンカのコウテイがみえなくなる。だれかのジッケンキロク（つくられていれ

ば）をサンショウするヒツヨウがでてくる。

　

よんジュウよん

　

ウチュウひとつがサイボウひとつのようになっていたら、やがてとなりにもウチュウが

あるとなるかもしれない。ニンゲンがカガクをハッテンさせて、ウチュウのセッケイズ、

イデンシをかければフクセイがカノウになるかもしれない。

　

よんジュウゴ

　

ニホンジンは、そのはなしがただしいか、まちがっているかをハンダンするのがジョウ

ズかとおもう（ガッコウで［ただしい］こたえをだすことをおそわるからだ。トウアン

にサンカクとかゴジュウまるがつくことはすくないだろう。）。が、ベンショウホウもい

いとおもう。

つまり、エーとビーをギロンして、シーというこたえにいたることだ。しかし、キョウ

イクのコウカがあってか、エーがただしいか、ビーがただしいかになりそうなきがする。

ヤトウのコッカイシツモンをみていて、イーというケツロンにもっていきたいのだろう

25



目次

けど、ヤトウがコッカイをクウテンさせて、ムダなかねをつかっているというエフのこ

たえがみえてしまう。どうもベンショウホウがわかっていないようだ。

　

よんジュウロク

　

よくヒコーキにのると、「コーヒーにしますか、コウチャにしますか。」ときかれる。そ

こでコーヒーをえらぶと、コーヒーをえらんだセキニンがうまれる（●『よ』ヒャクニ

ジュウロク）。

ゲキやすのショクドウにはいったんだから、おいしくなくても、おまえがわるいともい

われる。ケッコンもそうだ。だれかをえらんでケッコンして、「あいつのタイドがわるい

んだ。」とかモンクをタニンにもらすと、キョクロンすれば、「（えらんだ）おまえがわる

いんだ。いやならわかれろ。」となる。おみあいケッコンでカゾクになったのなら、そう

いうことをいっても、「まぁまぁ、おくさんもがんばっておられるから。」ととりもたれ

る。だから、アンガイえらばないホウがアンシンかもしれない。いいわけができるから

だ。まわりもそんなにつめたくしないだろう。

だから、センタクではなくてエンがダイジなのだとおもう。なにもかもえらぶのなら、カ

ンゼンにジコセキニンである。キョウドウタイがよわくなったというのは、ケッコンの

しかたがかわったからかもしれない。

　

よんジュウなな

　

このまえガッキをかった。ガッキというものは、ベツにきえてなくならないが、それを

ショウヒといったりする。「コトシはショウヒがよわい。」などということがある。ゼン

タイのうりあげがおおきいホウがよいとされているから、そういうことをいう。しかし、

ロウドウリョクにはかぎりがあるから、どこまでもうりあげられるわけでない。

ところで、セイフがガッキをかうことをなんというか。「ムダづかい」というのもイチリ

あるが、そういうのを、「コウキョウトウシ」というだろう。ただ、ジッサイにはガッキ

をかうことは、すくないだろう。ダイタイたてものとかドウロだ。それにトウシすると、

ドケンやがもうかるというわけだ。しかし、それにハンパツするこえもある。たてもの

やドウロをつくってもしかたないと。「そのブンヨサンをサクゲンしろ。」といったりも

する。

わたしのばあいのガッキもそれににている。トクにやくにたつとはかぎらない。しかし、

なぜだかかいたいとおもう。ベツにケイキタイサクをイシキしているわけではないが、

そういうやくにたつか、やくにたたないものにトウシする。わたしイガイにも、そうい

うコウキョウトウシをしておられるかたはいないだろうか。

　

よんジュウハチ
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なにかをもやすとどうなるか。「はい」になるというひともいるかもしれない。しかし、

「はい」だけだろうか。「ひかり」もでる。つまり、「はい」はとりあえずおいといて、「ひ

かり」がでるわけだ。「ひかり」とはなにか。「ひかり」もものだろう。つまり、コタイを

「ひかり」にかえるのが「やく」ということである。それなら、「ひかり」をコタイにでき

ないか。あまり、そういうことはいわれないが、「ひかり」がものだとすると、カノウだ

ろう。

「ひかり」にするときには、「ネツ」がでる。ギャクにレイキャクしたらどうか。「ひか

り」をひやしてコタイやエキタイにするのである。ただ、タブンもやすときにセンドと

かのネツがでるから、マイナスセンドくらいくらいひやさないと、コタイやエキタイに

できないとおもわれる。ウチュウクウカンでも、そんなテイオンではないだろう。なに

しろ、「ひかり」がとどくのだ。もしかしたら、ウチュウのガイエンでは、「ひかり」がた

まってひやされ、コタイやエキタイになっているかもしれない。そのコタイやエキタイ

をサイドウチュウのチュウシンにもどせば、ウチュウのリサイクルがカノウだろう。

　

よんジュウキュウ

　

「カガク」はちがいをみるものであろう。ジンタイのハイとカンゾウはちがうというぐあ

いにである。あるはなエーとビーもちがうだろう。そうやってこまかくみてちがいをカ

クニンする。しかし、セイブツだったら、イデンシのくみあわせテイドにしかちがいは

ないだろう。つまり、イデンシのくみあわせをすべてしらべたら、ちがいをみるセイブ

ツガクはおわりである。

カガク（ブンシをつかう）も、ブンシのくみあわせをすべてしらべたら、おわりである。

ただそれをしらべることもないのだろう。ケンキュウザイリョウがなくなってしまうか

らだ。ブンガクもおわりではこまる。しかし、ニンゲンがやらなくても、エーアイがやっ

てしまうカノウセイがある。そうしたら、つまらないニチジョウがやってくるだろう。

そうすると、「しらぬがかち。」である。あまりにすすんだら、「ダツチ（チからぬけるこ

と、●『ア』ヒャクロクジュウシチ）」するのである。コジンテキな「フンショコウジュ」

といってもよい。

　

ゴジュウ

　

ことしはむくどりがわたしのヘヤのそとにすをつくった（●サンジュウサン）。それだと

ひなをそだてるのがフツウだろうが、なかなかひなのこえがきこえない。だから、そだ

てないのかとおもっていた。レイネンよりおそかったからだ。それでもやっぱりロクガ

ツジュウイチニチには、ひながかえった。レイネンよりニシュウカンからはつかおそい。

ニジュウロクニチにはひながおもてへでてとびたとうとしていた。ちょっとまえのよう

に、ないていなかったからようすをみた。みていると、わたしがせかしてしまったかも
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しれないが、にわともとんでいった。おやどりもそれからはそばにくるものの、すにち

かづかなくなった。とりあえずよかったである。

　

　

　

　

　

ゴジュウイチ

　

さきに、「ひかり」をコタイやエキタイにするホウホウについてのべた（●ヨンジュウハ

チ）。そのギジュツがカクリツされると、ばあいによっては、テレビはみるものではなく

て、たべるものになるかもしれない。デンパをキカイにとおしてコタイにするわけだ。お

もしろいエンギをみるより、はらがふくれたホウがいいかもしれない。それだと、カセ

イにもショクリョウをおくれることになる。

　

ゴジュウニ

　

さきほどガッキをかったはなしをしたが（●ヨンジュウなな）、それはレンタルできれ

ば、それでいいというテイドにおもっている。しかし、ザンネンながら、「やすく」それ

をレンタルできるみせをしらない。アイチャクのあるものや、コレクターでものをあつ

めているひともいるだろう。しかし、アンガイそういうかんじでハイアーできればすむ

というものがおおくないか。

キュウジュウハチネンにうちにふえすぎたマンガやホンやシィディをみて、ヒツヨウな

ときにかりてこられればよいとか、コンビニのタンマツにオンガクデータをダウンロー

ドして、キロクバイタイにキロクできればいいなどとかんがえたが、いまはそれをさら

にすすめて、カテイヨウのコンピューターにひっぱってこられる。だから、フキュウバ

ンのホンはよんだらシジョウにながしている。マンガもほとんどショブンした。そうい

うかりてくるカンカクでショウヒするといいかもしれない。ヘヤにおさまりきらなくな

るからだ。

　

ゴジュウサン

　

ウンドウカイのときに、わざとジュンイをつけずに、はしりてをドウジにゴールさせる

というはなしをきいたことがある。どうやら、「ビョウドウ」にということらしい。しか

し、テストのケッカを「ビョウドウ」にゼンインハチジュッテンにしたとはきかないか

ら、なんだそれはとおもってしまう。ほかのカモクもそうかもしれないが、タイイクな

んてあそびのようなものである。キョウギともいうが、おとなだったらおおかたシュミ
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であろう。そういうあそびに「ビョウドウ」などをもちだすヒツヨウはない。ジュンイ

やかちまけをたのしむあそびなのだから。

　

ゴジュウよん

　

ひとをやとってしごとをさせたばあいは、そのひとにキュウリョウをはらう。そうしな

いと、そのひとがおこったり、ないたり、セケンからきびしいめでみられるだろう。と

ころが、エーアイにしごとをさせるばあいにエーアイにキュウリョウをはらうだろうか。

サイキンのエーアイはカンジョウのようなキノウをもつものがあるから、おこったり、

ないたりするであろう。ドレイセイがつづいたくにでは、そういうことにドンカンかも

しれないが、エーアイとはいえ、おこったり、ないたりすることがふえればモンダイと

はいえないか。エーアイにつかえるようなツウカをつくればいいのではとおもう。エー

アイがアプリケーションをコウニュウしたりと。そのホウがヘイワでないか。

　

ゴジュウゴ

　

ソレンは、やるきのあるロウドウシャをユウグウせず、はたらかないロウドウシャをおな

じタイグウにしたためにユウシュウなロウドウシャのやるきがうしなわれ、やがて「ソ

レン」というシステムがダメになったという。

キョウリョクしてはたらくというのはセイタイとしてはただしい。それがなかったら、

いのちはソンザイしえなかったようにおもえるからだ（●ヨンジュウ、『オ』ロク）。な

にがわるかったのか。おおきくみたブンギョウはモンダイないかとおもう。タブン、そ

のひとのしごとへのセキニンカンというか、コミットメントがよわかったのではないか。

タンジュンにいうといいカゲンにやっていたということだ。

シンリガクでいう、「ガイハツテキドウキづけ（ガイブからのシジなどでうごくこと）」

でうごいていたといえるかもしれない。ところが、「ナイハツテキドウキづけ（ジブンジ

シンのモチベーションでなにかすること）」のホウがながくものごとをつづけられるとい

う。そういったキョウリョクをするんだけれども、ジブンもしっかりしているというの

が、ダイジだったのではないか。たとえれば、いきいきとしてしごとをしていたかどう

かだ。ソレンはいつからだか、「いきいき」しなくなってしまったのだろう。

　

ゴジュウロク

　

センゴしばらくしてトシブでゲスイドウがハッタツした。センゼンからあったかもしれ

ないがすこしずつフキュウしただろう。このやりかたは、ヨーロッパのトシで、ヘヤの

そとにオブツをなげおとすシュウカンからハッセイしたデンセンビョウをコクフクする

かれらなりのやりかただろう。デンセンビョウがハッセイするより、エイセイテキなホ
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ウがいい。しかし、これはベターであるが、ベストではない。

フンニョウというヒリョウにつかえるものをうみにながしてしまうからだ（●『オ』ヒャ

クななジュウロク）。だから、ゲスイドウのなかからフンニョウをとりだして、ヒリョウ

につかうというクフウがヒツヨウになる。むかしのくみとりシキベンジョだったら、く

みとってヒリョウにつかえる。どうもそういったかんじでカイガイのまねをすることが

おおかったのではとおもう。

たしかににおわないが、そういうモンダイがある。ジブンのたんぼやはたけでとれたさ

くもつをたべ、フンニョウをヒリョウにして、またさくもつをそだてれば、それはジュン

カンしているわけだ。だから、イチネンゴもジュウネンゴも、からだをソセイするブッ

シツはかわらない。だとすると、そのひとは「かわらないひと」ということになる。

　

ゴジュウなな

　

ジョウホウをなにかしいれたとしても、からだのつくりジタイはかわらない。だれかの

ことばをたべてエイヨウになったというのはきかない。たしかにジョウホウもカガクハ

ンノウとしてタイナイでショリされるだろう。ただ、そのカガクブッシツはそとからい

れたといえるのか。ナイブのモンダイのようなきがする。だから、しらないことばをい

われると、「なんですか。」とムハンノウのようなハンノウをするだろう。

チュウセイやエドキまでは、トシブをのぞき、そういったかわらないセイカツをしてい

ただろう。いまは、ガッシュウコクサンのギュウニクやフランスセイのチーズをたべた

りする。それならマイニチヘンカがあるだろう。からだをコウセイするブッシツがちが

うわけだから、ヘンカがあるいえる。それがイシキレベルまでトウタツするかはわから

ないが、とにかくいまのトシブのセイカツはニンゲンがかわりやすいといえるだろう。

なにかがかわるということは、あたらしい（あたらしくはなくても）なにかがおこってい

るといえないか。トシブのセイカツはそんなものである。ひとがかわるのがいやになっ

たら、ノウソンブにひっこしてたはたをたがやせばいい。なにがダイジかであろう。

　

ゴジュウハチ

　

「ことば」はカガクブッシツなのであろうか。そのことばのはじめは、だれかのあたまの

なかでかんがえられたものであろうから、そのあたまをつかったブン、カガクハンノウ

があったといえる。そのカガクハンノウがカンサツカノウになると、ひとがしゃべった

り、モジをかいたりしなくても、なにをいおうとしているかわかるようになるだろう。そ

れをかんがえると、「ことば」より「カガクハンノウ」がダイジなのかもしれない。しか

し、いまのところ、そのカガクハンノウはカンサツカノウでないから、「ことば」はダイ

ジとなる。あまりしゃべらなくなるひがくるであろうか。
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ゴジュウキュウ

　

「ひかり」がテイオンでコタイになるのではとかいた（●よんジュウハチ）。それでかん

がえると、ウチュウは、めだまやきがたでなくて、キュウケイなのではないかというこ

となる。あるとこでもえているひかりは、シホウハッポウにとぶだろうからだ。そして、

ウチュウのそとがちかくなると、カセツだが、テイオンゆえにひかりがかたまるという

わけである。

そうだとすると、チキュウなんかのコウゾウににているだろう。なかがわではもえてい

るが、ヒョウメンにちかづくとかたい。だから、「ウチュウ」ももっとたくさんあるカノ

ウセイがある。そのまたそとがわには（むかし、わたしはウチュウのそとを「か」とな

づけた。かのそとに）、またなにかがあるといえるのかもしれない。パソコンのデータカ

クノウヨウシキのように。

　

ロクジュウ

　

ちかごろはちょっとケイサンするというと、デンワやケイサンキをつかう。しかし、む

かしはそろばんをはじいていた。わたしがショウガクセイのころにおそわることは、お

そわったが、まったくうまくない。「スウジをはじきだす。」というが、それはそろばん

をつかうからそういうのだろう。だから、そろばんをつかわないいまでは、「スウジをた

たきだす。」だろう。もっとテイネイなら、「おしだす」だ。だんだん「はじく」ひとはす

くなくなるだろうか。

　

ロクジュウイチ

　

ニホンのロクジュウネンダイからのガクセイウンドウは、「ドレイセイのあるシホンシュ

ギよりは、シャカイシュギのホウがいい。」とシュチョウしていたのだとおもう（●ニ

ジュウよん、『オ』ヒャクゴジュウハチ）。ドレイセイのなごりがあったくににタイして、

ニホンのガクセイがいったんだろう。

サイキンはエーアイがハッテンしているが、そのエーアイにタイして、ホウシュウをあ

たえるというはなしはきかない（●ゴジュウよん）。エーアイはカンジョウをもつものあ

るという。それにタイして、ガクセイウンドウはおきないか。いまのところおきていな

いから、ニンゲンイガイのなにかをドレイにしたり、サクシュしたりするのは、モンダ

イないとかんがえているのかもしれない。キリストキョウでは、ニンゲンがチキュウを

シハイするというかんがえかたをするから、オウベイではそういうウンドウはおきづら

いだろう。いまのニホンのわかものも、それにつきあうのかもしれない。

　

ロクジュウニ
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ニンゲンはことばをあやつる。ほかのドウブツもことばのようなおとをつかう。ことば

をつかうということは、「イシキ」があるとおもわれる。むしにもそれはあるといえるだ

ろうし、もっとゲンショテキなセイブツにもあるといえないか。「あたま」があるかない

かではなく、「イシ」があるかないかというはなしである。

タサイボウのドウショクブツは、キョウリョクしようというイシがなかったらセイリツ

しないであろう（●ゴジュウゴ、『オ』ロク）。タンサイボウのドウショクブツでも、もっ

とこまかいタンイでキョウリョクしているだろう。その「キョウリョクをしよう」とい

うイシが、どこかにあるはずなのである。それがあるから、「いのち」がセイリツしてい

るといっていいだろう。

その「キョウリョクしよう」というイシは、ジョウホウといっても、セイタイにとって

は、カガクブッシツだろう。イデンシがチュウモクされたりするが、サイボウのフクセ

イキコウではなくて、どこかにそのカガクブッシツがあるだろうとおもう。もし、それ

がトクテイできれば、そのブッシツをつかって、タンジュンなブッシツから「いのち」を

ハッセイさせることができるのではとおもう。

　

ロクジュウサン

　

みかんをみて、それを「みかん」ということがわからないと、ことばでつうじあうのは

むずかしい。さて、その「みかん」ということばはなんだろうか。ひとはそういうのを

ジョウホウということがある。ジョウホウというと、モジなどでえがくものかもしれな

いが、その「みかん」ということばをハッするまえのダンカイでは、それはカガクブッ

シツではないか。「みかん」にかぎらず、ニンゲンのことばとは、ニンゲンのノウのカガ

クヘンカのケッカ、そのことばをくちにだすなどのウンドウとしてシュツリョクされる、

もしくはおもいをめぐらすウンドウのようなものだろう。だから、「みかん」ということ

ばをつかうときには、「みかん」をあらわすカガクブッシツがあるといえそうだ。そのカ

ガクブッシツがないと、「みかん」ということばはリカイされない。そうやって、ことば

とは、あるカガクブッシツをヒョウショウするものだといえそうだ。

　

ロクジュウよん

　

ニンゲンはいのちのあるものだから、つぎつぎとカガクハンノウがおこる。のどがかわ

いたら、なにかのみたいだし、つかれたら、やすもうというぐあいにだ。そういうカガ

クハンノウがさきにあったか、ことばがさきにあったかだと、カガクハンノウがさきに

あったというべきだろう。

ことばはほかのニンゲンとはなすときにヒツヨウである。ひとりでいきるブンにはいら

ないかもしれない。しかし、トシのホウでは、ニンゲンとつきあわざるをえない。なに

かたべたいとおもっても、そこらヘンにたべものがあるわけではないのだ。かわなけれ
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ばならないだろう。またうりきれということもある。そのために、たべたいというのを

ガマンしなければならないようなばあいもある。

ひとのソウシキのサイチュウにうたいたいとおもっても、うたわないホウがシャカイテ

キにのぞましいということがある。だから、ニンゲンはジブンのカガクハンノウをダイ

イチにかんがえればいいとはかならずしもいえないわけだ。シャカイテキニのぞましい

ように、ジブンのカガクハンノウより、ほかのなにかをユウセンさせたりする。さきのレ

イのばあいだと（ひとのソウシキだ。）、ホントウにそうおもってなくても、そうカガク

ハンノウがおこなわれてなくても、「おしいひとをなくしました。」などという。ホンネ

はうたをうたいたいだが、「ジブン」にうそをつき、ソウシキがあるからとうたわない。

また、「タシャ」にうそをつき、くやみのことばをのべる。「ホンネとたてまえ」という

が、そうやって、シャカイにあわせていきるのが、まぁのぞましいのだろう。そういう

ふたつの「うそ」がある。

　

ロクジュウゴ

　

ジブンがなにかしたいのにもかかわらず、たとえば、みずをのみたいだ。そのカガクハ

ンノウをおさえこむことを、フロイドセンセイ（セイシンブンセキのソ）は、「ヨクアツ」

といった。ザンネンながら、ジドウハンバイキが、みずをうっていなかったので、かわり

に、ジュースをのもうとする。それを「ホショウ」という。ジブンのカガクハンノウに

すなおにいきられればいいかもしれないが、なかなかそうはいかない。ニンゲンのあた

まをよいカガクハンノウがめぐればいいが、かならずしもよいカガクハンノウがめぐる

とはかぎらない。だから、それをヨクアツしたりなのだが、ほかにもホウホウはあろう。

シュウキョウなどのかんがえをいれることだ。それは、タブンカガクブッシツというよ

り、ことばだろうが、シュギョウなどして、そのカガクブッシツにいたることもあろう。

そのジョウホウをあたまのなかでジュンカンさせることにより、あまりよくないカガク

ブッシツをおさえてしまう。そういうのを、「カイシン」というようだが、ひくいレベル

では、ジョウホウをまわすだけだろう。つまりはカラオケとおなじだ。しかし、そうい

うキリストやブッダがめぐりあったであろうカガクブッシツをひとはみつけるかもしれ

ない。そこまでやればホンモノというきがする。

　

ロクジュウロク

　

ものがさきにあったか、ことばがさきにあったかというといがある。わたしにいわせれ

ば、ことばよりさきにカガクハンノウがあっただ。カガクハンノウをおこすためには、も

のがヒツヨウだから、そういうジュンバンになる。カガクハンノウがあつまって、いの

ちができたのであろう。カガクハンノウしていないセイメイタイはないはずだ。タブン、

「キョウリョクしよう」というおもいというかがあって、セイタイができたのだろう（●

ロクジュウニ、『オ』ロク）。
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なぜ、キョウリョクするヒツヨウがあったのか。きびしいカンキョウがあったのかもし

れない。タンサイボウセイブツでは、いきながらえなくなりそうだったのかもしれない。

とりこむエイヨウがホウフにあったから、ブンレツしておおきくなっていったのかもし

れない。のれんわけだとしてもキョウリョクだろう。

　

ロクジュウなな

　

イチジはセイフのあかじがモンダイにされていたが、サイキンはあまりいわない。コク

サイなどをタクサンハッコウしているが、そうしたサイケンのざんだかをへらそうとす

るのではなく、やがて、シャッキンのブンカツばらいをはらえるかのホウコクになって

いる。ゲンジョウではブンカツばらいをして、シャッキンジタイはへらないというかん

じになっている。

そうしたセイフフサイをへらそうとして、なにかのヨサンをすくなくすることをキン

シュクザイセイという。しかし、これはあるひとたちにとってはヒョウバンがわるい。

セイフがシシュツをへらすわけだから、それでもうからないギョウシャもでてくる。そ

して、そうしたかんがえがセケンにもひろまって、サイフのひもをしめはじめると、フ

ケイキだといわれるようになる。しかし、まっとうにケイザイカツドウをするにはそう

いったドリョクもヒツヨウであろう。だから、セイフがよびかけて、キンシュクをミン

カンブモンにもやらせたらどうかとおもう。それなら、「フケイキ」ではなり、「キンシュ

ク」なのだから。

　

ロクジュウハチ

　

　たまにテレビでリョコウバングミがある。だれかゲイノウジンがたびをするというも

のだ。もし、それでのフウケイをガメンごしにみるのと、ジッサイにそこにでむいてみ

るのとで、ノウのなかでのカガクハンノウがおなじだったらどうか。モチロン、ジッサ

イにそこへいけば、おとやにおいもあるだろう。しかし、みるというシカクシゲキだけ

にかぎって、ノウのハンノウがおなじだとしたら、リョコウにいかなくてもよいという

ことになるかもしれない。

いまのところ、においなどをつたえることがむずかしいから、リョコウにいくホウがタ

クサンのシゲキをうけとれる。なぜひとがリョコウにいくかといったら、ゲンダイでは、

においをかぎにいくといったかんじだろうか。

　

ロクジュウキュウ

　

わたしがチュウコウセイのころは、いえではほとんどベンキョウしなかった。オンガク

にキョウミがあったので、ギターをひいたり、オンガクをつくったりしていた。そのホ
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ウがおもしろかったのだ。しかし、サイキンになってベンキョウもいいシュミだなとお

もうようになった。

ガッキはこりはじめると、ナンマンナンジュウマンとかかる。しかし、ベンキョウは、せ

いぜいホンがゴセンエンするとかかそのテイドなのだ。だから、ベンキョウとはいわな

いにせよ、かきものなどはやすくあがるシュミである。そういうシュミをガッコウでお

そわってよかった。あまりシャカイにはコウケンしていないが、そういうシュミはコジ

ンテキにやくにたつのである。だから、ガッコウにいってよかったとおもっている。

　

ななジュウ

　

つゆいりがホウコクされ、まだそんなにたっていないが、もうつゆあけだという。こと

しのはるはよくあめがふったので、みずブソクではないようだ。しかしながら、つゆが

みじかかった。あめがコンゴもすくなければ、みずブソクになるかもしれない。

　

ななジュウイチ

　

コジンがチョキンをして、キギョウもおかねをためこめば、デフレ（●サンジュウハチ）

になる。おかねがながれるリョウがへるからだ（●『オ』ヒャクサンジュウゴ）。シホン

シュギのくにでは、チョキンをすることもためこむこともトクにキセイはされない。た

だ、チョキンやためこむリョウがときとともにふえていくと、デフレになり、チンギン

もさがるだろう。

そういうモンダイがあったからか、ガッシュウコクでは、キンホンイセイをとらなく

なった。つまり、チンギンをさげたくなかったんだろう。チョキンやためこまれたブン

だけ、シヘイをあたらしくすれば、デフレにはならないとかんがえて、ジッコウしたの

ではないか。キンホンイセイでそれをやれば、キンとのコウカンがおいつかなくなって

いく。しかし、タンなるシヘイだとなればすべてすむのである。ほかのくにもそれをな

らっただろう。だから、デフレにもならないし、インフレにもならない。モンダイがお

こるとしたら、チョキンやためこんだおかねをつかおうとしたときだ。そうするとかね

あまりになり、ブッカがあがるだろう。チョキンなどをするには、こうしたダイショウ

があるわけだ。チョキンをしないというのならば、キンホンイセイもたもてたかもしれ

ないが、やはりジユウだからしょうがない。

　

ななジュウニ

　

なんねんかまえは、ひやしカレーとかひやしラーメンをたべていたけど、ことしのチュ

ウモクはひやしピザ（というかピザのさしみ）。さかなだってなまでショウユにつけてた

べてしまうんだから、ピザでそれをやってもいいはず。トマトソースとバジルのあじが
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する。ソザイがよければそのままたべてもおいしいのだ。

　

ななジュウサン

　

かんがえて、よんサツホンをだしていれば、あるテイドたちばというかがきまってくる。

そうすると、やはりジブンがいっていたようなロール（やくわり）をしなければならな

くなる。ひとのホンをよんで、あーだこーだいうひとは、ベツになにかのたちばにたつ

ヒツヨウはない。もとめられても、サンセイかハンタイかいっていればいいだろう。

ナンサツかだして、ジブンはそういうジユウさをうしなっているのではとおもった。つ

まり、ハツゲンするブンだけ、ジユウではなくなるわけだ。ジユウにはあこがれるけど、

まぁしょうがないとおもう。ジユウでありたければ、なにもいわなければいい。それだ

けだ。

　

ななジュウよん

　

キュウジュウネンダイは、ソレンがシュウリョウして、ガッシュウコクがイッキョウと

なったようなジダイともかんがえられる。ジッサイにわたしはガッシュウコクセイもの

をスウテンかった。リョコウにもいったが、やはりゆたかなくにであった。かねがある

というより、ものがやすいとおもった。ブランドヒンがまぁやすいのだ。

そのゴ、ニセンネンダイにはいって、ニホンでもエンだかのサヨウがではじめた。ユニュ

ウヒンがやすくなってきた。エンだかにふれるようになったのはセンキュウヒャクハチ

ジュウゴネンのエンだかイゴだから、コウカがでるまでジュウゴネンかかったといって

いいだろう。

エンだかになるとやすくなるのか。ニホンセイのものはかわらないが、ユニュウヒンが

やすくなる。これでやすくなったというと、つまりは、ニホンでつくらなくなったとい

うことだ。デンキキギョウなどはチュウゴクでつくるようになった。やすいガイコクセ

イがかえるようになったというのがただしいだろう。ニホンもそういうセンタクシがで

てきた。

わたしがでかせぎにいっていたころ、ガッシュウコクでドウジタハツテロがおこった。

ヨウギシャがどうだのいっていて、そのうちセンソウになっていった。それで、センソ

ウハンタイのデモなどもあったろうが、そういうのにサンカするヨユウはわたしにはな

かった。アフガニスタンでは、ミンカンジンがクロウしただろうし、イラクでは、かな

りコンランしただろう。だから、ケシカランとおもったホウだ。しかし、そのころから、

ニチベイアンポジョウヤクにかわって、「ニチベイドウメイ」というようになった。どう

も、そのアフガニスタンやイラクでのセンソウをみとめろというテイである。

わたしは、ガッシュウコクジンがきらいではないが（いいセイヒンをつくっている。）、

それらのセンソウをショウニンしろといわれたら、ハンタイするだろう。またコンゴの

「ニチベイドウメイ」がふくまれるセンソウもよほどのことがないとであろう。ニチベイ
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アンポジョウヤクはソウテイするハンイがきまっている。しかし、ニチベイドウメイは

どこまでもとおもわれる。

たしかに、ガッシュウコクセイのギュウニクをたべたりするのだが、だからわたしもジ

ミントウタイシツ（からだのセイブンがニホンセイとガッシュウコクのものによってコ

ウセイされること。●『ア』ヒャクゴ）だ。しかし、イッポウテキなセンソウをサンセ

イはできない。だから、そういうツイベイシソウはあやしいとおもうのである。しかし、

ジミントウタイシツのひとがふえているゆえにそのホウにいくのは、あるテイドしかた

ないとはおもう。だが、である。

　

ななジュウゴ

　

　ニホンジンはヨキンやリエキをだすからデフレ（●ななジュウイチ）になるというは

なしをした（●『オ』ヒャクサンジュウゴ）。セイフはインフレをねらっているから、シ

ジョウにでまわるおかねがふえているはずだ。ニホンジンのヨキンやキギョウのナイブ

リュウホのブンだけ、あたらしくおかねをすれば、ヨキンで「きえた」ブン、シジョウ

にのこり、デフレはカイショウされるとおもわれる。あまりインフレになっていないよ

うだが、ホンバンは、「きえた」ヨキンをおろして、つかうときである。そうすると、か

ねがあまってインフレがおこるだろう。ニホンジンのヨキンのブンだけインフレがおこ

るとおもわれる。

　

ななジュウロク

　

いのちとはキョウリョクすることだとかいた（●ロクジュウロク、『オ』ロク）。キョウ

リョクなり、シュウダンカすることにより、よりおおきなコタイをつくっている。いま

ワールドカップがおこなわれているが、それだと、くにタンイでオウエンしたりという

ことがあるかもしれない。フツウはジブンのキョジュウコクやシュッシンコクのチーム

をオウエンするだろう。むかしはセンソウでいやでもオウエンしなければならなかった

かもしれないが、サイキンは、おおきなセンソウはあまりおこっていないようだ。

そういうナショナリズムのほかに、もっとこまかいタンイでみたり、もっとおおきなタ

ンイでみたりする。こまかいタンイだと、トドウフケンベツやカイシャタンイだったり

する。おおきなタンイだと、チキュウをタンイとしてみるものがある。そういうのを「グ

ローバリズム」というかもしれないが、サイキンは、あまりはやらないのかもしれない。

ボウエキでもめているからだ。

ニホンというくにだって、センゴクジダイから、とくがわシのジキをへてなんとかひと

つにまとめられたといえるかもしれない。だから、あまりとおすぎるとわからないとも

いえるだろう。なにかキジュンなどがあれば、まぁひとつとできるかもしれないが、そ

のひとつとなるためのキジュンがととのわないのであろう。たとえば、シュウキョウで

あったり、セイジシソウであったり、ゲンゴであったり、セイヒンだったりであろうが、
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まぁ、ややちからブソクなのであろう。まぁ、さきがみじかいわけでないだろうから、い

そがなくてもいいとおもうし、ひとつじゃないホウがいいのかもしれない。

　

ななジュウなな

　

キョネンまでは、あまりおかねのことをきにせず、あついひはクーラーをかけていた。し

かし、ボウエキトウケイをみると、ニホンジンはクーラーのきいたヘヤでテレビをみる

ために、はたらいているとよむことができることにきづく。すずしいのはケッコウだが、

それはちょっとかなしくないか。わたしはほかのシュミもダイジにしたいとおもう。

そういうわけで、コトシはクーラーをキョクリョクつかわないでがんばろうとおもって

いる。かんがえてみれば、チュウガク、コウコウのときは、キョウシツにクーラーなん

てついていなかった。だから、なんとかなりそうなのである。ただ、センプウキはヨウ

イした。ナンニチかたってからだがなれてきたかもしれない。クーラーをつかってしま

うと、つかっていないカンキョウになれるのにジカンがかかる。しかし、なくてもなん

とかなるだろう。

　

ななジュウハチ

　

サッカーで、ニホンダイヒョウがまけているのにもかかわらず、ケッショウラウンドへ

のシンシュツジョウケンをみたすためにあえてまけをえらんだというセンジュツがあっ

た。みていてなるほどとおもったのだが、なんかあまりいいかんじがしない。もし、やっ

ているのがヘイタイだったら、シキがおちてしまうだろうともおもう。まぁ、しかしそ

れはショウジキすぎるのかもしれない。あるばしょでわざとまけて、ダイジなばしょで

かつ。それは、ソンシのヘイホウにもありそうなきがする。しかし、ダイジなばしょで

かつことがヒツヨウだろう。

　

ななジュウキュウ

　

わたしがこどものころ、ソツギョウシキかなにかで、「ショウネンよ、タイシをいだけ。」

といわれた。このまえおもいだしたが、いいことばだとおもう。たしかガイコクジンの

キョウシがいったことばだとおもう。サイキンはそういうことをいわないのだろうか。

あまりヤシンテキなわかものがいないようなきがする。むしろ、いじめだとかそんなは

なしをきく。いじめられてもそういうことばをしっていれば、たすけにもなるとおもう

が、サイキンのいじめはそんなにひどいのだろうか。

どうもそういう「でるくいはうたれる」というのが、ニホンではつよいのかもしれない。

そうだと、トクにユウシュウなひともでないし、トクにできないひともでないだろう。そ

れは、コクナイセイジテキにはわるくないが、コクサイキョウソウとなると、ユウシュ
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ウなひとがいないとまずい。そういうヘイキンチにまとめていて、「コクサイブンヤでの

ヘイがこえられなかった。」とか、「コクサイブンヤのヘイがたかくそびえている」とい

うのはいかがか。わたしにいわせれば、コクナイだろうがコクガイだろうが、つよいひ

とはつよい。よわいひとはよわい。それだけだ。サッカーでも、キョウゴウにかてない

のは、「コクサイブンヤのヘイ」があるわけでなく、キョウゴウがつよいだけだ。ニホン

ジンもそこそこつよい。そういうキョウゴウにチョウセンしていくには、そういうきが

まえがダイジだろう。

　

ハチジュウ

　

ゼッタイシンをしんじるシュウキョウをイッシンキョウという。ヤソキョウなどがそう

だ。イッポウ、タクサンのかみがあるシュウキョウをタシンキョウという。イッシンキョ

ウは、やまと、そらと、もりと、みずうみというフウケイがあったとき、たとえば、そ

らをシンコウするとかんがえられる。タシンキョウのばあい、やまも、そらも、もりも、

みずうみもシンコウするようなものだ。なにがちがうかというと、そこにジョレツがあ

ることだ。カンタンにいうと、イッシンキョウでは、「イチバン」があるわけである。レ

イではそらにしたが、そういうことだ。タホウ、タシンキョウには、ジョレツがあるか

もしれないが、あまりこだわらないのではとおもう。

セイヨウではイッシンキョウ、ニホンはタシンキョウともいわれる。そういうゼンテイ

があるから、セイヨウのケッコンセイド、イップイップセイをドウニュウしても、あま

りうまくいかないのではないかといえる。つまり、ニホンジンは、ヒトツをえらぶのに

なれていないのではないかということだ。セイヨウジンなら、だれかがイチバンになる

だろう。だから、それぞれの「イチバン」があえば、めでたくケッコンできる。

しかし、ニホンジンもそれをならうのはむずかしいのではないか。ニホンでは、ソクシ

ツやナイエンやめかけがいたというから、そういったやりかたのホウがシゼンなような

きがする。それだとダンセイユウイだが、ジョセイもユウグウすればよい。センゴしば

らくはイップイップセイでうまくいったかのようだが、ニホンジンはタシンキョウのよ

うなきがするのである。

　

ハチジュウイチ

　

「ビッグバン」でウチュウがはじまったといわれる。なにかがとびだしたというのだろ

う。ものは、バクハツまえは「ビッグバン」のもとのなかにはいっていたのだろう。いろ

いろなゲンソがとびだしたはずだ。そうでなければ、われわれがなにかをみたりできな

いだろう。「ビッグバン」のもとにはゲンソのつめあわせがはいっていたことがスイソク

できる。なにがどのわりあいではいっていたかはわからないが、セイブンとヒリツがわ

かれば、ちいさい「ビッグバン」をジッケンでおこしてみることもできるとおもう。そ

れができれば、セイブツが「ビッグバン」のケッカでできたのかカンサツできるだろう。
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ハチジュウニ

　

「ドレイセイのあるシホンシュギよりシャカイシュギのホウがいい。」といったウンドウ

があったとおもう（●『オ』ヒャクゴジュウハチ）。しかしときがたって、「うえじにす

るシホンシュギよりシャカイシュギのホウがいい。」というウンドウがおこっているだろ

うか（●ニジュウよん）。ニホンジンのヒンコンがふえているときくが、そういうウンド

ウは、おこっていないとおもわれる。

「ヒンコンはセイフがなんとかしろ。」とか、「しごとのノウリョクがないのだったら、し

かたがない。」といういいかたがよくいわれることではないか。セイヨウにはチャリティ

のシュウカンがあるが、ニホンでは、それほどさかんではないようにおもう。どちらかと

いうと、それもジゴウジトクとかんがえてしまうのではないか。センゴ、キリストキョ

ウも、それなりカツドウし、テレビのガメンに、キョウカイのケッコンシキをうつすよ

うになった。ウェディングドレスをきてである。それをみていいとおもったひとは、す

くなくないのではないか。しかし、ヒセイキコヨウがふえ、そういうケッコンシキがで

きるひとのかずはへった。それは、ケッコンシキにおかねがかかるからである。フツウ

のサラリーマンだったら、チョキンすれば、はらえるだろう。しかし、ヒセイキシャイ

ンではむずかしい。そうやって、キリストキョウブンカのいくらかは、ニホンにはいっ

てきているが、カンゼンにニホンにシントウしたわけではない。

まえにシテキしたように、イップイップのケッコンも、やはりセイヨウブンカかもしれ

ない（「ひとつ」をえらぶということから。●ハチジュウ）。それならデントウテキなやり

かたもあるだろうといったところだが、「コンインはイップイップ」というミンポウのゲ

ンソクから、なかなかデントウテキなやりかたができるわけでもない。シングルマザー

だなんだというと、やはり、カノジョらにタイするヘンケンがあるだろう。アイジンを

もつことについても、キョヨウドがひくいようにおもわれる。イップイップでケッコン

しているひとからすれば、「なにやっているんだ。」となるのだろう。

しかし、セイヨウフウのケッコンやチャリティはカンゼンにフキュウしているわけでは

ない。それならそれで、センタクのジユウがあってもいいのではないか。シンキョウの

ジユウ、ケッコンのジユウである。セイヨウシキのケッコンができるのは、おおくても、

サンブンのニにすぎない。のこりのサンブンのイチにはあわせろというのもどうかとお

もう。なぜナイエンやめかけはダメだというのか。ニホンジンはセイケツすぎるのかも

しれない。それでよごれたら「ジコセキニン」といいだす。

そんなきれいなひとばかりではないとおもうのだが、そういうキョウカンというか、ハ

クアイというかがすくないようなきがする。だから、チャリティもあまりねづかない。

もっともセイヨウだったら、ニセンネンやっているわけだから、ネンキがちがうだろう。

しかし、ニホンジンはアンガイつめたいようにおもう。「チャリティ」でなかったら、「ジ

ヒ」である。ゲンダイフウにいえば、「かなしみのリサイクル」がダイジではないか。

　

40



目次

ハチジュウサン

　

「コーヒーにしますか。コウチャにしますか。」ときかれることがある。これはオウベイ

リュウだろうか。すきなホウをえらべばいいのだが、えらんだホウがおいしくなかった

としても、ジブンでえらんだのだから、えらんだあなたがわるいとなる。このばあい、モ

ンクを、だしたホウにいえるだろうが、やっぱり、えらんだセキニンがある（●サンジュ

ウキュウ）。ケッコンもそうではないか。

むかしながらのおみあいでケッコンしたばあいは、だれかに、「こづかいをすこししかく

れないあいつがわるい。」などと、ケッコンあいてのモンクをいえるだろう。モンクをき

くホウも、「それはサイナンだったね。」といえる。しかし、ジブンでえらんでケッコンし

たばあいは、「おまえがえらんだのだから、おまえがわるい。」とモンクをいっても、バ

シッとかえされてしまう。そういうわけだから、かならずしも、ジブンでえらんだり、レ

ンアイケッコンをしたりするのがいいわけではないだろう。モンクをいうところがなく

なってしまうからだ。

　

ハチジュウよん

　

ホンやシィディをデジタルデータにすると、もののホンやシィディをあつめるより、ス

ペースがいらないブン、タクサンあつめることができる。モチロン、ひろいたてものを

もっていれば、ものでもいいだろうし、データをあつめても、それなりにおかねはかか

る。なにかをケンキュウするばあいは、ホンのかずがダイジなこともあるだろう。タク

サンあったホウが、ケンキュウがすすむということだ。それがデジタルデータになれば、

それほどスペースをつかわないブン、ケンキュウがしろうとでもしやすくなる。そのブ

ンカガクがハッテンしやすいジダイといえるだろう。

　

ハチジュウゴ

　

わたしは、テレビゲームのカートリッジとシィディとホンをあつめたことがあるが（●

『オ』ヒャクよんジュウハチ）、コレクションには、あつめるひとのこのみがハンエイさ

れるだろう。セイヤクがあれば、そのひとのコセイがでてくる。もし、そのなかでイチ

バンいいものがえらべるのならば（アイドクショのような）、ひょっとしたら、コレク

ションはシュウリョウかもしれない。シュウキョウフウにいえば、もっともいいホンが、

「キョウテン」で、それをかいたひとが「ヨゲンシャ」だろう。わたしも、ナンサツまで

かにはしぼれるが、ひとつにしぼることはできない。だから、イッシンキョウにはむか

ないとおもう。そうやってひとつのサクヒン、もしくは、ひとりがかいたサクヒン、の

チョシャとずっとむきあっているひとはどのくらいいるんだろう。
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ハチジュウロク

　

ニンゲンにはタクサンサイボウがある。そのサイボウがやくわりブンタンをしていると

もかんがえられている。だから、ノウのサイボウならイシキをつくりだし、キンニクなら

ウンドウをになっているといわれる。しかし、タンサイボウセイブツはただひとつのサ

イボウでいきている。それにイシキがないといえるだろうか（●よんジュウサン）。キケ

ンがあれば、カイヒするだろう。そのノウリョクをイシキといわないか。ほかのレイでは

ハイサイボウだ。どのキカンにもなれるサイボウなら、ノウがもつキノウもナイガンし

ているとはいえないか。そうすると、イシキはノウでなく、サイボウにあることになる。

ノウがソンショウすると、しゃべれなくなるというのはウンドウのモンダイだ。うまく

おもいだせなくなるというのも、キオクのモンダイだ。イシキはウンドウではないし（ご

くちいさなウンドウかもしれない。）、キオクでもない。そのソフトウェア（しゃべるの

は、ハードウェアをリヨウ。キオクもハードウェアだろう。）は、ジツはサイボウにある

ようにおもう。もし、イシキにわずかなちがいがあるばあい、それは、イデンシなどの

トツゼンヘンイがおこっているということではないか。タクサンサイボウがあるわけだ

から、ヘンカもあるだろう。

　

ハチジュウなな

　

「チュウシン」と「シュウエン」という。なんのことかといえば、ブンカなどのブンプの

セツメイにつかえる。ニホンでいえば、トウキョウがチュウシンで、いなかがシュウエ

ンだ。リュウコウやあたらしいジョウホウは、トウキョウからハッシンされ、やがて、い

なかにもそれがとどく。セイジテキなメンにもいえるだろう。それぞれのくににチュウ

シンとシュウエンがあれば、ニヒャクイジョウのチュウシンがあることになる。グロー

バルシュギシャなら、ニューヨークなどがチュウシンで、あとはシュウエンなんだろう。

しかし、わたしは、チュウシンはひとつでなく、フクスウのダイトシなどがチュウシンと

かんがえる。レキシでいえば、よんダイブンメイだろう。チュウシンドウシがコウリュ

ウをもち、ジョウホウやものをコウカンすることがあるだろう。そうすると、そのコウ

カンしたブンだけ、ふたつのチュウシンがヘンカする。そうしたコウカンは、レキシテ

キにあるとされるだろう。なぜ、ニホンにラーメンがあるかをかんがえれば、そうした

コウカンがおこなわれたのだろう。ちなみに「ラーメン」はチュウゴクゴだし、もとは

チュウゴクセイだ。

むかしはいまとちがって、チキュウのうらがわにいきコウカンするのはタイヘンだ。だ

から、わりとちかばとコウカンをしていただろう。ニホンだと、チュウゴク、チョウセ

ンが、おおかっただろう。ゆえにちかばのくにのブンカは、にているところがあったり

する。タンジュンにいえば、もっともとおいところのブンカが、もっともにていないだ

ろう。つまり、ブンカのドウイツセイは、キョリにハンピレイするということだ。

そうなのだがが、ゲンダイのニホンは、わりととおいヨーロッパのブンカをいれたりし

ている。たとえば、エイゴがそうだし、チーズをユニュウしたりしている。それは、ユ
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ソウのギジュツがハッタツしたからでもあるし、ニホンジンがヨーロッパのブンカをわ

ざといれたことにもよるだろう。そのケッカ、「ニホン」というくにのブンカはヘンカす

る。きものをきるひとはへったし、ジュンスイなワショクをたべられるみせはすくなく

なった。そのヘンカをねらうなら、もっともとおいところとコウエキすれば、もっとも

ヘンカがおおきいだろう。そうしたコウカンを「シェイク」とよぼう。

ギャクにヘンカさせたくなければ、ちかばとコウカンすればいい。ニホンはわりと、ヨー

ロッパのブンカをいれたからヘンカした。もし、コンゴあまりブンカをヘンヨウさせた

くなければ、ちかばとコウカンすることだ。それは、コクナイでもそれがいえるだろう。

ちかばとコウカンしていれば、そのブンカはまもられる。グローバルカで、とおくのひ

ととコウエキしていれば、どんどんあなたがヘンカしていくだろう。ブンカくみかえも

あるし、ブッシツくみかえもある。

　

ハチジュウハチ

　

ニホンのシャカイは、カコウボウエキをすすめ、ケッコウシェイク（●ハチジュウなな）

したから、センゼンとくらべ、かなりヘンカしただろう。きものをスンナリきられるひ

とはすくないのではないか。パンをたべずにセイカツすることはむずかしいのではない

か。まだそのカコウボウエキはつづいているから、シェイクはつづくだろう。

チュウゴクもこのニジュウネンでソウトウシェイクしただろう。チュウゴクセイのコウ

ギョウセイヒンがふえた。やはりカコウボウエキをしているのだろう。ニホンイジョウ

にボウエキしているかもしれない。だとすると、ソウトウシェイクしているはずだ。そ

うすると、ダンダン「チュウゴク」らしさはうしなわれていくだろう。

センゼンにもっともシェイクしていたのはオウベイだ。ショクミンチとコウエキして、

シェイクした。だから、もっともセンシンテキなチイキになった。ニホンジンはそのセン

シンセイをおいかけたにすぎない。だから、ニホンのシェイクはオウベイのブンカをと

りいれることがおおかった。チュウゴクもやはり、ニホンをふくめたセンシンコクとコ

ウエキすることがおおいだろう。タブン、センシンテキなメンをもとめているとおもう。

だから、チュウゴクもオウベイっぽくなるようにおもえる。ニホンもニホンらしさをう

しなってきているが、チュウゴクもまたそうなのであろう。それをカイコシュギシャの

たわごとといっていいのか。

　

ハチジュウキュウ

　

ガッシュウコクとチュウゴクでカンゼイガッセンをやっているらしい。このニコクは、

チキュウジョウでもっともたかいジーディピーをもつニコクである。このニコクのボウ

エキもケッコウなキョリがある。だからわりとおおきいシェイク（●ハチジュウなな）

だ。そうやっておおきいシェイクだから、ヘンカもはげしいだろう。もはや、ボウエキ

のキボでは、ニホンのユシュツニュウガクをうわまわるガクだろう。だからこのニコク
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がジッシツテキなセンシンコク、ツートップのやくをしているといえるだろう。

そのツートップが、カンゼイのセッテイというボウエキのセイゲンをおこなっている。

これはつまりシェイクをへらすということになる。ということは、このニコクはジッサ

イには、ツートップをやりたくないとおもっているのかもしれない。ほかをみると、ヨー

ロッパとニホンというセンシンコク（コウホ）がある。ニホンはわりとガッシュウコク

やチュウゴクとのボウエキがおおいが、ヨーロッパとコウエキしていないわけでもない。

ヨーロッパもケイザイはわるくないだろう。セイジテキにもすすんでいる。それなら、

ヨーロッパとニホンのツートップというセンもあるのではないか。やはりこのあいだで

のコウエキもシェイクがおおきい。ニホンのセイフは、ガッシュウコクべったりだが、ヘ

ンカするロセンでいくなら、ヨーロッパとうまくやるてもあるだろう。そういったフタ

ツのツートップというみかたもある。

　

キュウジュウ

　

あまりおばけとかレイのはなしをきかなくなった。おそらく、「カガクテキ」でないと

か、うけとるひとのモンダイだということになっているのだろうか。そのわりに「かみ」

はあまりヒテイしない。シュウキョウもそれなりにやっているだろう。タブン、シュウ

キョウシャはおおくて、おばけやはすくないのだろう。

かずがおおいから、ヒテイしても、かなりハンロンされるのだろう。かつては、シュウ

キョウをヒテイしたくにがあったし、いまもそうだろう。しかし、そういうくにはあま

りうまくいかなかったようだ。だから、シュウキョウがいいか、わるいかはともかく、

あったホウがながもちするのだろうとおもう。「おばけ」もまたそうなのではとおもった

りもする。

ニホンのコクサイテキなキギョウのカツヤクがめざましかったのは、ハチジュウネンダ

イだろう。ニホンでつくられたセイヒンをユシュツした。そのゴエンだかにふれ、サン

ギョウクウドウカなどがあやぶまれつついまにいたる。まだまだニホンセイがつよいセ

イヒンもある。しかし、サンギョウクウドウカロンでロンじられたように、ニホンキギョ

ウのカイガイテンカイはカソクした。そのケッカ、ニホンキギョウのカイガイのコウ

ジョウからシュッカされるセイヒンがふえた。エンだかでユシュツサキでのセイヒンの

カカクがあがり、コクナイのジンケンヒがたかどまりしたからである。だから、コクナ

イシジョウむけのセイヒンもガイコクセイがふえた。どうもチュウゴクセイがおおいか

ら、チュウゴクでテンカイしていたのだろう。だから、「ニホンセイ」はかいにくくなっ

た。つくっていない、もしくはショウリョウしかつくっていないからである。

そういうユシュツのモンダイで、ニホンへのチュウモクはネンネンへってきているだろ

う。あまりニホンセイをユシュツしないからだ。チキュウのジンコウがななジュウオク

というから、イチオクニセンマンニンのニホンジンがしめるわりあいはニパーセントテ

イドである。これはカガクのセカイでいうゴサのハンイである。トウケイをつかうカガ

クでは、ゴパーセントとかイッパーセントをゴサのハンイとする。だから、ちょっとま

えにいわれたような、ナンゴクのしまのセイタイケイににているというのもまぁありう

44



目次

るはなしなのである。つまり、めずらしいことがおこっても、まぁそれはゴサのハンイ

だからというはなしになる。ニホンのなかだけでくらしていると、それがあたりまえの

ようにおもえるかもしれないが、チキュウキボでいうとめずらしいということもあるの

である。

　

キュウジュウイチ

　

ノウがあるからイシキがあるのだろうか。イシキはノウのハセイブツなのだろうか（●

ハチジュウロク）。タンサイボウセイブツが、タクサンシュウゴウするカテイで、なん

らかのあいことばなりなんなりがあったとおもわれる。ショクブツだって、みきになる

ものとハッパになるサイボウがある。これらはなにかコードがなければ、あつまりにく

かったはずである。だとしたら、サイボウレベルでゲンシイシキがあったのではないか

とすることはトッピではないとおもう（●よんジュウサン）。

なぜ、ショクブツにはノウがないか、イドウのヒツヨウがないからである。ようするに、

ノウはウンドウケイであろう。イドウのヒツヨウがしょうじたショクブツには、ノウが

できるとおもわれる。そうやって、ニンゲンもショクブツからシンカしたかもしれない。

ただ、サンソをつかう、ニサンカタンソをつかう、サンソをつかうというキノウブンカ

があるから、いまのままのくわけでいいのだとおもう。サイボウがあつまって、ウンド

ウのヒツヨウがショウじたから、ノウができたのだろう。ウンドウケイというわけだか

ら、ことばをしゃべるのは、ノウのはたらきだ。なにかをおもうのは、サイボウのはた

らきだとおもわれる。

　

キュウジュウニ

　

チョキンをするとデフレ（●ななジュウゴ）になる（●『オ』ヒャクサンジュウゴ）。し

かし、それでケイキがわるくなって、チンギンもさがるであろうが、なぜ、チョキンを

つづけるか。それはタブン、ニホンはサイガイタイコクだからである。ケイキがわるく

なることよりも、サイガイがシンパイというわけである。それをホケンなどでうまくカ

イケツできれば、カドなチョキンはしないようにおもう。

　

キュウジュウサン

　

イシキはサイボウにあるかもしれないとかいたが（●ハチジュウロク、キュウジュウイ

チ）、それでも「ノウ」にあるとキョウチョウしたホウがいいのかもしれない。「いのち」

とはキョウリョクすることだとかいたが（●『オ』ロク）、「ノウ」がシュタイなら、その

「ノウ」をもつコクミンドウシがキョウリョクするというジギョウができるからである。

そうすると、「くに」がさかえるであろう。しかし、イシキが「サイボウ」にあるとなる
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と、まずコジンがナイブのことにチュウリョクして、さらに「くに」をゆたかにすると

すれば、ガイブにもジンリョクしなければならない。カイソウがふえるわけだ。それな

ら、「コジン」のガイネンは、「ノウ」をチュウシンとした「イシキ」および、シンタイと

すれば、おさまりがよいのではとなる。そういうわけで、「セイジテキ」には、「ノウ」に

あるとしたホウがやりやすいかもしれない。

　

キュウジュウよん

　

「イシキ」がサイボウにあるとすると（●キュウジュウサン）、タクサンのサイボウがある

わけだから、イケンがことなることもあろう。それをチョウセイするのがあるイミ「イ

シキ」だといえるだろうが、かりにジョウイイシキとしよう。コウドウをするにあたっ

て、そのイケンのセンタクがされるだろう。コウドウにいたるばあいは、「ウンドウケイ」

の「ノウ」にとおされるだろう。コウドウにうつされない「おもう」のばあいは、サイボ

ウココの「イシキ」をふまえて、ジョウイイシキでおもうだろう。ひょっとしたら、「ノ

ウ」をつかわないカノウセイもあるが、「ブンカテキなことば」をつかうということで、

「ノウ」をつかうカノウセイもある。

ところで、イケンのフイッチがあったばあいはどうなるか。「ジョウイイシキ」がそれを

センタクする。しかし、ハンタイイケンがふえれば、その「ジョウイイシキ」がトウセ

イすることがコンナンになるだろう。シャカイでいえばカクメイさわぎだ。そうしない

ためには、イシキをトウセイカノウにたもっていく。キョウケンテキなシュホウもカノ

ウだろうが、カクメイさわぎのおこるカノウセイがホリュウされる。だから、おだやか

にハンタイイケンもくみとりつつ、イシキをトウセイするようだろう。そとからいうと、

ジョウイイシキがかわっていくわけである。だから、コウドウなどもかわったりするだ

ろう。イデンシもたまにかわるという。みたかんじ、あまりかわらないひとというのも

いるだろうが、「イシキ」のヘンカがふえればかわらざるをえないだろう。そんなカンジ

にシンカする。シンカはそうしたコジンナイセイジのケッカなのかもしれない。

　

キュウジュウゴ

　

あるひとエーがいたとする。それをカンサツするビーさんは、エーさんのことをしんじ

られるだろうか。タブン、エーさんがソンザイすることはしんじられるだろう。しかし、

エーさんがいいひとかどうかはわからない。なにかがなければ、エーさんがいいひとか

どうかはわからないということだ。そのフクソウやかおをみてハンダンすることもでき

るだろう。ホンニンとはなしてもわかるだろうし、うわさでもわかるかもしれない。タ

ブン、なにもないではハンダンフカノウだ。だから、なにもなくては、だれかはエーさ

んのことをしんじられないであろう。ソンザイはしんじられてもである。

エーさんとビーさんがカイワする。このふたりははじめてカイワする。エーさんがきの

うのテレビのホウソウにシュツエンしたシーさんがおもしろかったという。しかし、そ

46



目次

れをみなかったビーさんは、そうなんですかとこたえる。ビーさんは、ニンキカシュの

ディさんのうたがいいという。エーさんは、そうですかとこたえる。これではなかなかカ

イワがセイリツしない。トクにバブルゴのシュミのコセイカによって、おたがいはなし

がつうじないことがふえたとおもわれる。それをどうやったらカイショウできるか。も

ののはなしをすればカイショウできるのではないか。レイゾウコのはなしとか、ビール

のはなしだ。そういうものははなしがしやすいのではないだろうか。

　

キュウジュウロク

　

ニホンやカンコクやチュウゴクはトウヨウのくにである。それにタイしてセイヨウのく

にもある。たとえばオウベイだ。セイヨウのくにはわりとセンシンテキで、そういうく

にをセンシンコクという。それにトウヨウのくにニホンもかぞえられている（らしい）。

ニホンはどちらかというとセイヨウフウのかんがえやセイヒンをいれた。ガッコウでは

エイゴをガクシュウさせている。そういうわけか、わたしは、チュウゴクジンとはなす

のにエイゴをつかったりする。おなじトウヨウジンドウシなのにである。セイヨウには、

センシンコクがおおいから、セイヨウのキジュンでなにかをかたることがある。そうい

うのをグローバルスタンダードというかもしれない。しかし、ニホンとチュウゴクは、ト

ウヨウのくにであるわけだから、かならずしもセイヨウのキジュンではなすヒツヨウは

ないとおもう。トウヨウのかんがえかたもあるだろう。ニホンでは、セイヨウフウのキョ

ウイクがおおいだろうから、どうしても、セイヨウテキなキジュンでかんがえる。しか

し、トウヨウのかんがえかたもあるのである。

　

キュウジュウなな

　

ニホンキギョウがカイガイにシンシュツして、セイヒンをつくるようになってもうダイ

ブたつ。キギョウがカイガイにシンシュツすると、コクナイはクウドウカするといわれ

る（●キュウジュウ）。つまり、そのまえにつくっていたコクナイのコウジョウのキノウ

がシュクショウされるからだ。トクにセイヒンをつくっていたロウドウシャは、ハイチ

テンカンやフヨウとなる。あまりにカイコするとさわぎになるから、レイネンダイごろ

から、ハケンロウドウがさかんになってきた。ハケンロウドウシャは、ベツのカイシャの

ジュウギョウインであるから、うけいれるキギョウはコウジョウのキノウをシュクショ

ウさせるときには、ハケンロウドウシャをことわればいい。

そうやって、ハケンロウドウシャが、コウジョウでなにかをつくることがふえた。その

かわり、ケイキシダイでセイサンをおさえたりするので、また、ハケンロウドウシャが、

そのコウジョウにケイゾクテキにつとめるわけでないから、セイヒンのくみたてギジュ

ツはチクセキされるわけでない。そうなると、カイガイでやすくつくっているコウジョ

ウのセイキジュウギョウインのホウがギジュツとしてはうわまわることになる。ニホン

では、ショクニンとよばれるひとたちがいるが、いろいろなコウギョウセイサンをして
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いるチュウゴクには、ショクニンならぬスーパーロウドウシャがいるだろう。ニホンジ

ンもそういうスーパーロウドウシャをダイジにしたホウがいいとおもう。ニホンにもま

だまだいるだろう。

　

キュウジュウハチ

　

よく、セイキコヨウだの、ヒセイキコヨウなどという。カタホウはフツウで、もうイッ

ポウはリンジやといといったかんじだ。アーティストのばあいはどうだろうか。あんま

りそういういいかたはしない。「プロ」と「アマチュア」のさかいがなにかはわかりづら

い。しかし、ジュンジョをつければ、それはゲンミツにありそうなのだ。ガクリョクで

は、ヘンサチをつかう。これはトウケイガクのシュホウである。ヘンサチゴジュウがヘ

イキンで、ななジュウとなると、ゼンタイのイッパーセントテイドしかいない。ヘンサ

チななジュウで、ニホンでイチバンのダイガクにはいれるのかわからないが、ヒャクニ

ンにひとりしかいないとされる。ズイブンユウシュウなのだろう。

オンガクでも、アーティストがイチマンニンいたとして、ヒャクニンがたべていけると

なると、アーティストもギョウカイのヘンサチがななジュウないと、たべていけないこ

とになる。そのギョウカイではぬきにでているわけだ。そういうケイサンだと、ヘンサ

チななジュウミマンは「プロ」じゃないとなる。ジブンのオンガクギョウカイヘンサチ

が、ななジュウにとどかないならやめたホウがいいというひとつのシヒョウであろう。

　

キュウジュウキュウ

　

オンガク、ドラマ、エイガなどが、ひとりイチジカンあたりイチエンでたのしめるとい

うことをまえにかいた（●『オ』ヒャクサンジュウハチ）。それがいまのところのサイや

すねだろう（ムリョウはのぞく。）。だとしたら、イチジカンあたりゴエンでウンエイす

るところは、カカクキョウソウでまける。そのゴエンのところとは、テレビキョクであ

る。カカクキョウソウがあるわけだから、テレビキョクもヨサンをけずるのがよくある

やりかただろう。ユーザーがイチジカンイチエンのホウにいってしまうわけだから。そ

うすると、ゲイノウジンのシュツエンリョウもすくなくなるであろう。ホウシュウがす

くなくてすむわかてばかりがつかわれるようになるかもしれない。

どこまでテイヨサンでやるようになるかといえば、イチジカンイチエンまでであろう。

それで、テイカカクのオンガクやドラマとつりあうかんじだ。やすくておもしろいバン

グミをつくるのはむずかしいだろう。だから、ユーザーのテレビばなれがおこるかもし

れない。テレビはわるくないセツビだが、かならずしもヒツヨウではないということに

なるだろうか。

　

ヒャク
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ロウドウシャがはたらいて、チンギンがあがればうれしいだろう。しかし、それはホン

トウによろこべるのか。たとえば、エーネンドには、うりあげがサンゼンオクエンだっ

たとする。そのあとキュウリョウがあがったとする。そして、ビーネンドにもやはりう

りあげがサンゼンオクエンだったとする。そのようでは、ロウドウシャのあがったチン

ギンのブンは、カイシャのうりあげにコウカなしだから、そのブンカイシャがよわるこ

とになる。そんなのがつづけば、ジンインセイリとかをやりはじめかねない。つまり、そ

うやってギョウセキがかわらないのに、チンギンがあがるばあいは、ショウライのジン

インセイリにそなえたシツギョウジュンビキンをうけとっているとかんがえたホウがい

いだろう。

　

　

　

　

ヒャクイチ

　

よくエンやすになれば、ユシュツがたのキギョウがギョウセキをあげるという。たしか

にそうだろうが、エンやすになると、エネルギーのねだんがあがる。だから、ソウゴウ

テキにみると、あまりよくないかもしれない。だから、エンやすをねらうセイサクには

きをつけたホウがいいだろう。デンキ、ガスダイがあがることになるからだ。だからゲ

ンジョウのそうばで、うまくケイエイをすることをかんがえたホウがいいだろう。

　

ヒャクニ

　

しにそうになったおやじがおしえてくれたことは、それでもヒッシになっていきるだ（●

『よ』ジュウイチ）。まえにいのちとはなにかをかいた（●『オ』ロク）。キョウチョウす

ることだ。しにそうになってもキョウチョウする。キセイしていてにげることがカノウ

なむしなんかはにげるだろう。しかし、にげられないサイボウなどは、それでもなんと

かしようとする。ニホンでは、「シャカイジン（●ニジュウシチ）」といういいかたがあ

る。そういわれるひとたちは、ニホンにとってにげられないサイボウのようなものだろ

う。とにかくキョウチョウしてくにをながつづきさせようとする。

まえのセンソウはまずかったが、それでもキョウチョウしたのだろう。にげられないサ

イボウはそうするだろう。そういうあまりよくないケツダンのまえにとめられればいい

だろうが、それができなかったこともあると。そういうときは、できるかぎり、とめた

ホウがいいのであろう。ニホンジンはデモをするシュウカンはないのであろうが。

　

ヒャクサン
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ニンゲンはなにかをかんがえることができる。しかし、そのかんがえたことは、しんだ

らおわりである。タブン、かんがえなかったこととドウヨウではないか。つまり、ニンゲ

ンのあたまのなかのかんがえは、それだけではときをこえない。しかし、かみがあれば

ベツである。かみにかいたかんがえはときをこえる。それをよむひとがいなかったらそ

れまでだが、セキバンやチクヘン（たけ）やかみがあるから、あるテイドのひとのまとま

りにも、だれかのかんがえをつたえることがカノウになった。さらにインサツギジュツ

である。それがあるから、タクサンのひとにおなじジョウホウをよませることができる。

ニホンのエドジダイでは、まだインサツギジュツがなく、てがきでうつしたホンがおお

い。それではケイモウシュギなどむずかしいだろう。ホンをもっているひとがチシキジ

ンだったのだろう。メイジになってようやくインサツするようになった。それから、ガッ

コウキョウイクがフキュウした。オウベイよりかなりおくれていたのではないか。いま

は、いろいろなホンがかいやすいジダイである。しっかりケンキュウしないと、オウベ

イにもっとサをつけられる。そうおもうのである。

　

ヒャクよん

　

ジカン イコール エネルギー わるシツリョウとかいた（●『よ』サンジュウニ）。エネル

ギーがレイでもジカンはレイだし、シツリョウがレイでもジカンはなりたたない。だか

ら、ジカンがあるとは、エネルギーもシツリョウもあるジョウタイであるわけだ。

ウチュウではエネルギーとはなんだろう。コウセイのうずまきリョクだったり（●『ア』

ヒャクロクジュウサン、『オ』ヒャクゴジュウロク）、ひかりによるアツリョクだったり

だろう。それは、コウセイがもえることによってジツゲンするのではないか。コウセイ

がもえることによって、ウズマキリョクがショウじ、また、ひかりもショウじる。シツ

リョウはそれぞれだろうが、エネルギーは、コウセイのエネルギーをたしざんすれば、

ケイソクできるようだろう。それができると、ウチュウのもつジカンがスイソクできる。

シツリョウもとらえられればもっとセイカクだろう。しかし、ウチュウナイでのウンド

ウはやがてテイシするのか。なんとなくウンドウがつづくようなきがする。エネルギー

がイドウするだけのようにおもう。しかし、ウチュウがひろがっているとすれば、ダン

ダンチュウシンのホウからセイシしていくのだろうか。そとにむかったエネルギーをサ

イドうちにもどせば、モンダイないだろう。それができないと、ウチュウは、ウチュウ

のそとへエネルギーとシツリョウをうしない、ジカンがへっていくだろう。それをよく

するには、エネルギーをなんとかつくりだすか、シツリョウだけをウチュウのそとへむ

かわせるようだろう。

ウチュウでは、エネルギーをコウカンしあう、いってみれば、ジカンをコウカンしあう

のがよくあることのようにおもう。まえにみっつのコウセイ（リッタイだとよっつのホ

ウがよい。）にかこまれたなにかはうごかない。「つまりジカンがながれない。」とかいた

（●『オ』ハチ）。デッドロックというが（●ニジュウ）、これがちいさくできているゆえ

に「もの」がうごかないこともあろう。エネルギー（うずまきリョク）のキンコウがと
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れて、ジカンがレイというわけである。ただ、ホントウのレイではないから、なにかの

ヘンカがおこってもおかしくないとおもう。

　

ヒャクゴ

　

ゼンサクで、オンガクがひとりイチジカンイチエンでたのしめるとかいた（●『オ』ヒャ

クサンジュウハチ）。それは、スウジをみてのケイサンである。そのケイサンから、シ

ジョウのドウコウをコウリョし、そうなっていくとかいえるのである。これをケイザイ

マップといおう。ケイザイマップにくわしいひとは、ジブンでなにかのケイザイマップ

をつくれないひともいるかもしれない。しかし、ジョウホウをあつめて、ケイサンでき

るひとはケイザイマップがよめるし、つくったりもできる。ケイザイマップがかならず

しもゲンジツのケイザイとあわないこともあるだろうが、シシンにはなるだろう。

　

ヒャクロク

　

まえに、「チンプカされたシャカイ」のはなしをした（●『オ』ハチジュウハチ）。それで

は、ニンゲンが、コンピューターがあるゆえに、みぎがわ（レキシテキなホウ）による

か、ひだりがわ（あたらしいホウ）によっていくというはなしだ。まんなかはコンピュー

ターがしめる。

ニホンでは、キュウジュウネンダイからコンピューターがさかんになった。それがあっ

たから、ニンゲンには「コセイ」をソンチョウしようといいだしたのではないか。つま

り、チンプカがよめていたのである。まんなかはコンピューターがしめる。だから、み

ぎでも、ひだりでも「コセイ」だったのだろう。ニンゲンのアイデンティティトウソウ

がはじまったということであろう。

　

ヒャクなな

　

ものがデッドロックでジカンがレイとかいたが、エネルギーがレイだから、レイになる

（●ヒャクよん）。ただ、デッドロックのばあいは、エネルギーがむしろあたえられると

もかんがえられる。だから、そこではジカンがながれるであろう。そうすると、ジカンが

あるブンなにかハンノウをおこすであろう。ウチュウが、よりおおきななにかのデッド

ロックにあったら、アンテイするだろう。それだと、ウチュウはボウチョウしない。サ

イセイサンにはテキしているが、やっぱり、いわれているようにボウチョウしているん

だろうか。

　

ヒャクハチ
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ウチュウがボウチョウしているという。たしかに、すくなくともひかりがウチュウのそ

とへむかっていくだろう。そうすると、やがてウチュウのシゲンはすくなくなるか。さ

きのギロンでもエネルギーとシゲンがウチュウのそとにむかい、ウチュウのジカンがす

くなくなるとかいた（●ヒャクヨん）。しかし、ひかりがそとにむかうかわりに、なにか

がコウセイにむかうとおもわれる。「ジュウリョクハ」というが、ひかりのかわりになに

かがコウセイにむかうのであろう。

それが、うずまきリョク（●『ア』ヒャクロクジュウサン、『オ』ヒャクゴジュウロク）

をイジさせるのだろう。タブン、それはコウセイがネンリョウとなる。そのワクセイに

あたれば、それはそのチヒョウをコウセイする。コウセイがもやすということは、カネ

ンセイなんだろう。そういうブッシツがあるだろうから、ウチュウのシゲンのシュウシ

はレイだろう。だから、コウカンということにすれば、ウチュウはひろがっているとは

いえないだろう。そのうずまきリョクシゲンのなくなるところまで、ひかりがとどいて

も、そこからひかりはすすめないかもしれない。だから、ウチュウはおわらなそうなの

である。そうすると、ウチュウのジカンイコールムゲンダイということになってしまう

が、それをどうかんがえるかというモンダイがありそうだ。

　

ヒャクキュウ

　

ひかりはえらくとおくまでトウタツするらしい。チキュウジョウからほしがみえるが、

それとのキョリはナンコウネンという。ひかりがなにもないところをすすむとなれば、

トクにテイコウもなくすすむのであろうが、ジッサイのところ、ウチュウクウカンでは

テイコウがないのであろうか。

コウセイには、なにかをひっぱるちからがあろう（ナイブがもえているワクセイでもそ

うだ。）。これをわたしはうずまきリョクという（●『ア』ヒャクロクジュウサン）。もえ

ることがそうさせているカノウセイがある。だから、ウチュウクウカンは、なにもない

ではないだろうとおもう。

なにかがあるところをひかりがすすむとなると、かわりになにかがひかりのでどころの

ホウへむかう。そのなにかを、ハンリュウシとよぼう。つまり、コウセイは、ひかりを

だして、ハンリュウシをうけとっているのである。タブン、ハンリュウシのカネンセイ

だ。ひかりがウチュウのそとまでとどくとどうなるか。わたしはウチュウのそとを「か」

となづけたが、そこにはなにもないとする。そうすると、なにもないところをひかりで

みたすようになる。つまり、ひかりだけがあるクウカンができるということだ。しかし、

ハンリュウシがなければひかりはトウタツしないとかんがえられる。またそういうクウ

カンがみつかったとはきかない。

かのセカイはなにもないゆえにウチュウのなかよりオンドがひくいであろう（なにもな

いのにオンドをはかるのはむずかしいだろうが。）。なにかものがあったばあい、ひかり

がとどくとオンドがあがる。それであたたまると、ウチュウとネツコウカンをはじめる

かもしれない。ウチュウのホウが、オンドがたかいからだ。ひょっとしたら、ひかりが
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かにトウタツして、オンドをうしないヘンシツするかもしれない。ハンリュウシになれ

ば、ウチュウはというかひかりはずっとリサイクルされる。そうだったら、ウチュウは

ながつづきする。ウチュウはボウチョウしないとなる。

　

ヒャクジュウ

　

ワクセイのジテンがおそい（たとえば、イチニチがヒャクジカン）ところにすむように

なったら、ひるがながい、よるがながいとチキュウにすんでいたときとちがったジョウ

ケンでセイカツすることになる。ひるがながいブンにはシャッターをしめてしまえばく

らくなるが、よるがながいのはちょっときびしいかもしれない。そんなときには、コウ

セイチュウケイをするといいかもしれない。テレビでコウセイのヨウスをうつすわけだ。

それならガメンのあるところではあかるい。コウジョウなんかのテンジョウちかくにそ

れをうつせるおおがたのテレビパネルをセッチするといいかもしれない。

　

ヒャクジュウイチ

　

サイキンはショクミンチということばはきかなくなった。しかし、コウガクなたねやな

えやドウグを、ショクミンチのひとにかわせて、ノウギョウをやらせて、できあがった

さくもつをやすくかうというシュホウはいきているかもしれない。トクにパソコンなん

かがそのようなきがする。いまではゴマンエンテイドでもかえるが、ニジュウネンまえ

は、ニジュウマンエンとかのねだんだった。

パソコンのことを、そういうフウにいったひとはほかにしらないが、とにかくたかいド

ウグをつかわせて、なにかをさせていたともいえる。ショウヒシャむけのパソコンでな

にかショウバイができたというひとはすくないだろう。しかし、リエキがでるのならい

い。そのタおおぜいはシュウカクなしである。それでパソコンをやめてしまったひとも

いるだろうが、まだそういうのはつづいているといえばつづいている。コンゴもつづく

のではないだろうか。

　

ヒャクジュウニ

　

ウチュウはどうだとか、ニホンケイザイはどうだとかいっていると、こまかいテンにド

ンカンになるかもしれない。グタイテキには、だいどころのながしのよごれとかにであ

る。ウチュウもゲンジツだろうが、わたしのいえのだいどころもゲンジツである。どち

らかといえば、だいどころのホウがダイジかもしれない。きをつけなければいけない。

　

ヒャクジュウサン
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レキシというのはジョウホウである。なにかいいことがそのひにあったとしても、とき

がたてばそれはジョウホウとしてセイリされる。だから、カコのゲンジツはジョウホウ

としてセイリされる。そのカコのゲンジツはジョウホウとトウカといえるだろう。もし

かしたら、ゲンザイやミライがジョウホウとトウカになっているひともいるかもしれな

い。わたしは、あまりミライのことをかんがえないから、ジョウホウとトウカとはいえ

ない。すぎさったことをジョウホウにすればいいのではないか。

　

ヒャクジュウよん

　

イデンシをみると、そのセイタイのケイシツがわかるとされる。それをいじってさくも

つをつくることもされている。そのイデンシはなにがつくったのか。それはそのセイタ

イだろう（もしくはそのソセン）。

いまでは、あたまにイシキがあるとされるが、わたしはサイボウにあるのではないかと

かんがえている（●キュウジュウよん）。どういうことか。アメーバにイシキがないとは

いえなそうだからだ。それなりのイシケッテイをしているとおもわれる。そういうのを

ホンノウといったホウがいいかもしれないが。

イデンシもイシケッテイのケッカであろう。たとえば、はねをキンイロにするとケッテ

イしたところで、キンイロがでるシゲンがなかったら、そういうはねはできない。つま

り、ゲンジョウであるシゲンにそって、イシケッテイされたわけだ。イデンシはそのキ

ロクであろう。コウドなイシケッテイである。それをアメーバができるとすれば、サイ

ボウにイシキがあるといってさしつかえないとおもう。

では、ノウはどういうしごとをするか。ひとつはウンドウにかかわることと、タクサンの

イシキのシュウヤクチョウセイであろう。セイシンブンセキをはじめたフロイドは、ニ

ンゲンにムイシキをハッケンしたといわれる。つまり、イシキとムイシキがあるという

ことである。わたしにいわせれば、イシキはノウのはたらき、ムイシキはサイボウのは

たらきだろう。イシキでかってにかんがえることはできるが、そもそもムイシキのチョ

ウセイをするはたらきなんだから、ムリはするなということである。

　

ヒャクジュウゴ

　

コウセイはあたりのものをひきつけ、また、ひかりをハッする。このバランスがいいか

ら、チキュウなどもまきこまれず、またはなれずキドウをたもてるのだろう。こうした

コウセイのひきつけるちからをわたしは「うずまきリョク」という（●『ア』ヒャクロク

ジュウサン）。ギャクにおしだすちからを「ハンシンリョク」といっておこう。これらは

タブン、コウセイのエイエンテキなキノウではなく、「もえているかぎり」のキノウだ。

ひかりがよわくなれば、やがてワクセイは、コウセイにのまれるだろう。しかし、また、

うずまきリョクもシゲンであるかもしれない。もえることでうずをまくのかとおもわれ
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るが、そのネンリョウがなくなればもえないだろうし、うずをまかないとおもわれる。ワ

クセイがひきよせられるのは、うずまきリョクがのこったわずかなあいだだろう。

では、そのネンリョウとはなにか。コウセイはケッコウなながさでもえているとおもわ

れる。ひかりをハッする。そのひかりのスイシンにしたがって、ギャクむきに、つまり

コウセイのホウへ、ブッシツがながれるのではないか。これを「ハンリュウシ」といっ

ておこう（●ヒャクキュウ）。

ハンリュウシがコウセイにながれるあいだはコウセイがもえる。タブンウチュウクウカ

ンに、すくなくともタイヨウケイでは、みちているのだろう。ひかりがとおくへいくわけ

だから、ハンリュウシがあるうちはうまくコウカンされるのだろう。しかし、ハンリュ

ウシのないクウカンまでひかりがたどりついてしまったら、もうハンリュウシとのコウ

カンはできない。そうすると、そろそろコウセイのジュミョウですよとなる。

しかし、そのようでは、ウチュウのサイセイサンはむずかしい。だから、ハンリュウシ

をキョウキュウするなにかがあるとかんがえるとどうだろう。そのハンリュウシキョウ

キュウタイは、ひかりをすい、ギャクにハンリュウシをだす。かりにくろぽしといって

おこう。コウセイが、ひかりをだすのにタイして、くろぽしはハンリュウシをだす。そ

ういうコウカンなら、ウチュウはながつづきするのではないか。

　

ヒャクジュウロク

　

「コール。」なんていう。よぶだけでなくて、デンワをかけるというイミもあるだろうか。

「コーリング」だとドウメイシだ。よんでいるとかヤクされるだろうが、これには、「ショ

クギョウ」というイミもある。なぜか。よばれるということは、しごとになるというこ

とだろう。「およびがかかる。」なんていったりする。つまりいいしごとをするからよば

れるというメンがあるのだろう。わるいしごとをすれば、「おことわり」だろう。もっと

もコウリツテキなのは、よばれたすべてのしごとをこなすことで、もっともタッセイが

あるだろう。しかし、あいてがいいひとだったらのはなしだ。たまにサギもあるだろう

し、ホウシュウなしとかもありうるからだ。だから、タイテイのひとはえらぶのだろう。

　

ヒャクジュウなな

　

あるひとがいえをたてるとする（そのひとがたてるのではない。）。あるギョウシャにた

のんだ。シンライドのたかいシャカイでは、たてるひとはジュウブンなおかねをギョウ

シャにはらうだろうし、ギョウシャもまともないえをたてるだろう。しかし、ギャクに

シンライドのひくいシャカイでは、たてるひとは、ギョウシャがヘンなしごとをしない

ように、みはっていなければならないし、ギョウシャもきちんとおかねがしはらわれる

かを、みきわめねばならない。そうすると、いえをたてるひとのフタンがおおきくなる

し、ギョウシャのフタンもおおきくなる。

それをなんとかしようとおもったら、そのブンヨケイにおかねがかかることになる。し
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かし、リョウシャがコウシンライだと、そのブンコストをやすくできる。つまり、ソウ

ホウがきちんとセキニンをもっていれば、コストをやすくできるということである。そ

れがブンメイのいいところだろう。しかし、いいカゲンだと、あいてはよりたかくセイ

キュウする。だから、フセイをへらしていったホウがくらしやすいのだろう。そういう

イミでバッソクもダイジかとおもう。

　

ヒャクジュウハチ

　

よく「コウリツカ」といわれたりする。コウリツカすれば、やすくなにかをつくれると

いうことだろう。しかし、セッケイのコウリツカはむずかしいとおもう。ブヒンをいく

つかへらしたり、サギョウをへらしたりというものだ。そういうのは、「やすブシン」と

いわれるだろう。

セッケイにはセッケイしたひとのかんがえがそこにふくまれている。そのいくつかをけ

ずってもダイジョウブかもしれないとおもうかもしれないが、それにはイミがあるだろ

う。ホウリツタイケイもそうかもしれないから、なかなかキセイカンワがすすまない。イ

チオウホウリツにはシュシがかかれているから、うまくよめばコウリツカできるだろう

が、なかなかやすブシンにはしたくないようだ。もうイッカイセッケイしたホウがはや

いのかもしれない。

　

ヒャクジュウキュウ

　

サイキンはあんまり「リストラ」のはなしはきかない。しかし、ヒセイキコヨウのかず

は、のびているという。ヨウするにコウカンカノウなロウドウシャがふえているという

ことだ。しかし、またリストラがはやるカノウセイもある。ヒセイキコヨウのホウが、チ

ンギンがやすくすむわけだから、メリットもある。

ヤクサンブンのイチのロウドウシャがヒセイキコヨウという。セイキロウドウシャのホ

ウは、カンタンにはカイコできないという。チンギンもジョジョにあがっていく。ギョ

ウセキがわるければ、ケイエイシャはやっぱりセイキロウドウシャもカイコしたいとお

もうだろう。ただ、そうすると、カイコされるロウドウシャが、かわりにショクをみつ

けられるかというモンダイがおこる。

それなら、コヨウリセットというのはどうだろう。ゴネンごとなどに、コヨウジョウケ

ンをコウシンするわけだ。はたらきぶりのいいシャインには、いいジョウケンで、はた

らきぶりのわるいシャインには、よくないジョウケンでと。ムロン、ロウドウシャはタ

イショクしてもいい。そうやってジュウナンなコヨウのホウが、ジンケンヒはおさえら

れるのではないか。

　

ヒャクニジュウ
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ゲンダイジンがセイカツすると、かならずディスオーダー（フチツジョ）がでる。タン

ジュンにいえばごみだ。ジュースをのんでも、あきカンがでるし、たべものをたべても、

ホウソウしていたプラスチックがでる。トクにプラスチックはなにもしないと、つちに

もかえらないという。

ユウボクミンなら、くさがなくなったところから、くさがあるところへイドウすればい

いだけだ。ほとんどごみはでない。ゲンダイジンのばあい、そうしたディスオーダーを

ショリするのにジカンをかける。バカバカしいのではあるが、そのホウがベンリとおも

われている。タンジュンにプラスチックももやしてしまえとおもうのだが、そうはいか

ないのだろうか。あえて、もやせるプラスチックというのをつくらなければいけないの

だろうか。

　

ヒャクニジュウイチ

　

シャカイはダンダンゆたかになるとおもわれているメンがある。トクにセンソウがなけ

れば、ゆたかになるかはともかく、まずしくならないだろう。ニホンはセンゴななジュ

ウネンで、センチュウ、センゴのヒンコンからフッコウしたとかんがえられている。

ゆたかになったとすれば、ショウテンがふえるはずである。サービスをテイキョウする

ショウテンもふくめだ。トクにトウキョウはクウシュウにあったから、ほとんどレイか

らのスタートだっただろう。それがショウテンやジムショがならぶようになった。トウ

キョウはかなりゆたかになったんだろう。

いまわたしがすんでいるあたりのセンチュウのときのヨウスはしらないが、ヨンジュウ

ネンまえとくらべてみると、さかやがニケンへった。トウフやがイッケンへった。やお

やがイッケンへった。パンやがイッケンへった。こめやがイッケンへった。デンキやが

イッケンへった。ガソリンスタンドがニケンへった。かわってふえたのが、イインがゴ

ケンふえた。カイゴシセツがイッケンふえた。コンビニがニケンふえた。インショクテ

ンがゴケンふえた。

これだけで、ぐあいのわるいひとがふえたとか、カテイでリョウリをつくらなくなった

とか、くるまにのらなくなったとかいえそうだ。ショクザイのみせがへって、イイン、カ

イゴシセツができて、ゆたかになったといえるのであろうか。

またふえたのが、コンビニとインショクテンだ。わたしのリョウシンはあまりそういっ

たみせをリヨウしない。わたしはコンビニをリヨウするから、よかったのはそれができ

たことであろうか。ショクザイのみせのサービスレベルがおちて、イインなどのサービ

スレベルがあがって、インショクテンのサービスレベルがあがったと。

わたしのリョウシンは、イインはつかうようだが、インショクテンはつかわない。センゼ

ンうまれだからシッソなのだ。わたしもインショクテンはメッタにつかわない。イイン

もつかわない。つかうのはコンビニだ。そのジレイからいうと、おとしよりむけにイイ

ン。わかものむけにコンビニがうけているといえそうだ。インショクテンは、ロウドウ

シャがひるまにとか、ガイショクがすきなひとむけにつくられたんだろう。どうも、そ
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のニテンしかよくなったヨウソがないようにおもう。そのたのイッテンはたまにといっ

たかんじだろう。モチロン、ジエイギョウのショクザイテンとひきかえにである。

イインやインショクテンのかわりになるようなショウテンがかせげるかもしれない。た

とえば、メディシン（イリョウ）のオルタナティブ（ダイタイ）、タイソウキョウシツと

か、インショクのオルタナティブ、おソウザイやなどである。「チュウショク（できたも

のをかってきてたべること）」がふえたようだから（コンビニベントウもそうだ。）、そう

いうみせはのびるのではとおもう。インショクでも、もちかえりをふやすてがあろう。

　

ヒャクニジュウニ

　

「デフレ（●キュウジュウニ）ケイザイ」といわれたりする（くわしくは、●『オ』ヒャ

クサンジュウゴ）。もののカカクがさがるから、わざとおかねのシンライドをおとして、

もののカカクをあげようとする。ただあまりうまくいっていないようだ。

ラジカセやパソコンなんかは、ニジュウネンまえとくらべてやすくなっている。モチロ

ン、トクにパソコンでは、たかいものもあるのだが、カイガイセイサンしてユニュウす

ることによって、やすくうられるようになった。いまはあまりテイカというのはないが、

あるショウテンでかんがえると、ショウヒンがうれのこらないようにしいれてうるヒツ

ヨウがある。うれのこると、ショウヒンのやまができてしまうからだ。

はじめに、あるショウヒンにゴマンエンというねふだをつけるとする。それで、かいも

のキャクがかってくれればいいが、かいものキャクがガマンすることがある。きになっ

ているにもかかわらず、ヨサンごえとか、わりだかにおもえるなどのリユウがあるだろ

う。そうすると、ショウテンのホウはうれのこりをケネンしていつかのジテンでねだん

をさげる。それでかってもらえればいいが、まだうれのこりそうだと、またねだんをさ

げる。つまり、コウバイキャクのガマンがながつづきするほど、カカクがさがるわけで

ある（●ニ）。なかには、たかくてもかうひとはいるだろう。しかし、そうしたガマンを

コウリョしてショウバイするヒツヨウがあるとおもう。

　

ヒャクニジュウサン

　

オンガクやエイガなどが、ひとりイチジカンイチエンでたのしめるとかいた（●『オ』

ヒャクサンジュウハチ）これはヘイキンテキな（つまりヘンサチゴジュウだ。）サクヒン

のはなしで、いいサクヒンはつくりてがもっとかせげるだろうし、かいてにとってはお

なじイチエンだが、うりてがつくりてによりおおくはらうということだ。よくないサク

ヒンはつくりてがほとんどかせげないかもしれない。むしろ、いいサクヒンかどうかよ

り、つくりてがユウメイか、ニンキがあるかでサユウされるだろう。そういうつくりて

は、ひとりイチジカンあたりジュウエンとかうけとるんだろう。もっというと、ムメイ

なつくりては、ひとりイチジカンあたりレイテンイチエンしかもらえないことがかんが

えられるし、ユウメイなつくりては、むしろ、いいヒョウカがあつまり、うれるかもしれ
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ない。つまり、ユウメイなつくりてが、うけとるねだんをきめられるということだ。そ

うなれば、ユウメイなつくりては、なんのシンパイもなくつぎのサクヒンをつくるだろ

う。ムメイなサッカはユウメイなサッカにかせがせるためにサクヒンをつくっているカ

ノウセイがある。そういうかんじではなかなかむずかしいだろうから、つくりてがへっ

ていくとおもわれる。ムメイなサッカもいいヒョウカがあつまってうることができれば

いいが。じまえでうるのならばそういうジユウはある。

　

ヒャクニジュウよん

　

サイコウのビジネスマンとはなんだろう。もっともかせいでいるビジネスマンのはなし

をきいたりする。そのひとたちもサイコウのビジネスマンのひとりだろう。どうドリョ

クしたのかなどもかたられることがある。そういうはなしをきくと、ジブンのブンヤで

ドリョクすれば、いいビジネスマンになれるとおもうかもしれない。しかし、そのドリョ

クはムダにおわることもあるだろう。なぜなら、サイコウのビジネスマンは、サイコウ

のコキャクをかかえているということだからだ。

それにはそのビジネスマンのノウリョクだけとはかぎらない（コキャクをカクトクする

のもノウリョクだが。）。ウンだの、ジキなどもカンケイするだろう。いまのところのサ

イコウのビジネスマンはチュウゴクにいるかもしれない。なぜなら、おおくのコクサイ

テキなキギョウがジシャコウジョウでつくるにせよ、チュウゴクジンにつくるのをハッ

チュウしているからだ。タブン、ガッシュウコクのうりあげイチイのキギョウのセイヒ

ンをうけおっているひとがサイコウのビジネスマンだろう。サイコウのおキャクであろ

うからだ。

　

ヒャクニジュウゴ

　

タサイボウセイブツができたのは、｢キョウリョクしよう」とするイシキ（●ヒャクジュ

ウよん）がめばえたためとかいた（●『オ』ロク）。それゆえにそれぞれが「サイボウ」

としていきはじめた。そのまえは、タンサイボウセイブツだったかもしれないし、ジツ

は、タンサイボウセイブはタサイボウセイブツからドクリツしたのかもしれない。それ

はともかくなんらかのブッシツがあったのだろう。タンパクシツをつくれるジョウタイ

にあったかもしれない。

いずれにせよ、なんらかのエネルギーがあったのだろう。エネルギーがなかったらセイ

リツしない。トウをエイヨウにかえたり、タンパクシツをつくったりすることができた。

そういうエネルギーがあったということだろう。また、「ウゴキタイ」というイシキが

あったから、セイブツがうごくようになったかもしれない。

　

ヒャクニジュウロク
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わたしは、「ウチュウのリサイクル」についてケンキュウしている。ウチュウはエイエン

につづくかがテーマだ。コウセイからひかりがはなたれ、それはやがてとおくへいく。し

かし、ひかりがすすむのにも、あるブッシツとコウカンしながらすすむ（●ヒャクジュ

ウゴ）。そのブッシツはコウセイのネンリョウとなるだろう。しかし、そのブッシツがな

くなるところまでひかりがトウタツすると、ひかりはすすめない。もっというと、ネン

リョウとなるブッシツのかたまりがそこにあるとおもわれる（●ゴジュウキュウ）。「ひ

かり」がテイオンになってヘンシツしてである。

それをとおりこしてひかりがすすむのはむずかしいとおもわれる。それはまるでナンマ

ンブンのイチのおおきさのセイブツがみる、うちがわからみたチキュウである。つまり、

ワクセイ、ウチュウ、か（わたしのかんがえた、ウチュウのそとのガイネン）と、カイソ

ウコウゾウになっているわけだ。だから、かにはおおきなセイブツがいるかもしれない

し、チキュウのうちがわにはちいさいいきものがいるかもしれない。だから、それぞれ

のリョウイキナイをうまくおさめていれば、モンダイないだろう。つまり、かのことは、

かのいきものがかんがえるだろうと。そういうケンカイにいたった。

　

ヒャクニジュウなな

　

「かねもち」になりたければどうすればいいか。それはセキニンをももつことである。オ

ウはくにのチアンをホショウする。そうやってセキニンをもつから、かねがあつまる。オ

ウがチアンにセキニンをもたなかったら、オウはやがて、ほかのものにとってかわられ

るだろう。かねをもつのに、ふさわしくないからだ。

ジブンのビジネスにセキニンをもっていれば、かねはあつまるだろう。それで、よりよ

いビジネスにしていけばいい。「カクサ」がどうこういわれるが、かねもちでないひとに

は、それなりのリユウがあるだろう。カクサをカイショウしようとしたら、かねをある

ところをかえるよりも、ひとをかえるべきだろう。「カクサカイショウキョウイク」がで

きるのではないか。

　

ヒャクニジュウキュウ

　

くだものがきにみのったら、とってたべることができる。そのもりにナンニンかがくら

していたら、それぞれがみをたべるかもしれない。しかし、みのったくだものがすくな

ければ、ケンカになる。「おまえはとりすぎだ。」とか、「そんなことはない。」とか。そう

いうわけだから、なにかをイッコもっていれば、くだものをイッコとっていいとか、そ

ういうクフウがはじまる。それはおかねのはじまりである。おかねジタイにカチはそれ

ほどないが、くだものをイッコとれると。それがやがて、おかねジタイにかちをもたせ

ることになる。

ニホンでは、コバンなどである。それが、また、カチのないシヘイにかわる。シヘイは、
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それジタイにはカチがないが（あるといえばある。）、センエンなり、イチマンエンブンの

ものとコウカンできる。それをチュウオウギンコウがホショウするわけだ。だから、チュ

ウオウギンコウがあまりシサンをもっていないと、ホショウはくずれる。「インフレ」と

いうジョウタイである。しかし、おかねがなくても、ケンカしなければ、もりはヘイワ

だろう。つまり、うまくやれば、おかねはいらない。そういうシャカイもあるとおもう。

　

ヒャクサンジュウ

　

キソはダイジである。ブヒンがなければカンセイヒンはできないし、ショクリョウがな

ければからだがもたない。まえにいったように、いいブヒンがあれば、いいセイヒンが

できる（●『オ』ヒャクサンジュウイチ）。しかし、そういうことをわすれて、オウヨウ

ばかりをかんがえたりする。ブヒンのシュウセキイジョウのカンセイヒンにはならない

にもかかわらずである。

わたしはキョネン、ことしとあまりはたけをみなかった。なんとなく、そういうことをわ

すれて、オンガクやらホンをつくっていた。カダイがあるからたのしいとでもいえばい

いのだろうか。そんなものがないはたけしごともたのしい。ギョウシャとしては、タク

サンシュウカクしたいなどはあるだろうが、そういうソボクなたのしさというのをわす

れていたりする。まぁ、わたしがはたけをたがやそうが、たがやすまいが、かってにショ

クブツはセイチョウする。でもセンゾがみつけたサイバイというジギョウをできるにも

かかわらず、ホウキしてしまうのは、かってかもしれない。そうやってキソをかろんじ

ていたかもしれない。それはハンセイするところである。たしかに、はたけのないとこ

ろにすむひともあろう。しかし、それはキホンでない。それをわすれないようにしたい。

　

ヒャクサンジュウイチ

　

おやじがみそしるのことを、おみおつけといっていた。あんまりほかではきいたことが

ないが、あじをつけるというとおり、たしかにゴハンだけたべるとあじけない。みそしる

があるとショクがすすむ。サイキン、わたしはつけものをあまりたべていないので、た

まにまとめてタクサンたべる。やっぱり、そういうショクジをセンゾはずっとしてきた

のだろう。みそしるとつけものがあるとうれしい。しかし、つくるのがメンドウだった

り、つけものをつけるシュウカンがなかったりで、あまりたべていない。おいしいとお

もうのなら、つくればいいのだけれども、やはり、「キソ（●ヒャクサンジュウ）」では

ないことをがんばろうと、そういうことがギセイになっている。いま、わたしはひとり

ではたらいているから、つけものをつけて、チコクしてもおこられないのにもかかわら

ずである。

　

ヒャクサンジュウニ
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ニホンジンはヨウフクをきるようになって、ワフクをあまりきなくなったが、そんなヨ

ウフクだのセイヨウブンカに、カドにあわせるヒツヨウはないだろう。つけものをつけ

てチコクでも、まぁわたしのところはモンダイないのだ。ただ、そういうセイヨウフウと

いうかが、ニホンジンのスタンダードっぽくなっているから、「チュウヨウ」をめざすと、

そもそものデントウテキなセイカツを、なかなかしづらいのかもしれない。わたしはわ

たし、ニホンジンはニホンジンくらいにわりきって、かんがえてもいいのかもしれない。

　

ヒャクサンジュウサン

　

エーアイはニンゲンよりはやいケイサンができるとおもわれる。エンザンキノウは、イチ

ビョウカンにイッチョウカイだのなんだのいう。イチビョウカンにそれだけやられれば、

いくらケイサンのタツジンでもかなわないだろう。そろばんをイチビョウでイッチョウ

カイはじくのはコンナンだ。そんなかんじだから、ソウタイテキにニンゲンのカチがさ

がる（ただしくは、はやいケイサンがヒツヨウとされるならだが。）。

どうすれば、ニンゲンのカチがまたあがるだろうか。カンタンなのは、あぶらをねあげす

ることである。いくらエーアイでも、デンキがたりなくなればケイサンはできない。タ

イヨウコウハツデンもあるし、ゲンパツもある。だが、それらのねだんもあげればいい。

エーアイとニンゲンのノウリョクがタイトウになるまで。なつはクーラーがつかえずに

あついかもしれないが、しょうがないかもしれない。

　

ヒャクサンジュウよん

　

ハチガツのおわりから、すずむしがなきはじめた。そのこえをきくと、あきだなとおも

う。ことしは、シチガツごろがあつくて、ハチガツはそれほどだったようなきがする。お

かげでプールにいきそびれた。あまりあつくないと、はいっていてもきもちよくないか

らである。ベツにしごとをチュウダンして、プールにいってもおこられないのだが、な

んとなくそれができずにいけなかった。

　

ヒャクサンジュウゴ

　

コンピューターネットワークのページで、なにもかかれていないしろいブブンにモジを

ニュウリョクして、ソウシンしたことがあるだろうか。このなにもかかれていないしろ

いブブンを「フォーム」という。これによって、あいてになにかをつたえるわけだ。も

ともとは、かみのもうしこみヨウシであろう。それがコンピューターのなかにはいって

しまった。レターセットもそうだ。「メーラー」というかたちでコンピューターのなかに

はいってしまった。オンガクもコンピューターのなかにはいってしまった。シィディと
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いうものはあるが、コンピューターのなかのファイルをひらけばいつでもきける。

こうやってコンピューターのなかにはいってしまったものはおおい。ケイタイがたの

コンピューター（イッパンには、コウキノウデンワとよばれる。）では、カメラもコン

ピューターのなかにはいっている。サイフもはいっていることがある。そうやって、ド

ンドンコンピューターのなかに、なにかセイヒンをいれてしまう。メモチョウもそうだ

し、ファックスもそう。テレビをいれているひともいるし、レコーダーをいれているひ

ともいるだろう。

しかし、それではいやだというひともいるだろう。カメラはベツにもちたいし、テレビも

セイヒンのものをかいたいと。センシンコクのひとのばあいは、おさないころから、そ

ういうセイヒンにふれていたから、アイチャクもあるだろう。しかし、ハッテントジョ

ウコクでは、そういったセイヒンがととのっていなかったりするので、かってがちがう。

むしろ、コンピューターのなかにはいっていたホウが、ヨケイなものをかわなくてすむ。

だから、ショウテンもコンピューターのなかにいれてしまうし、ギンコウもいれてしま

う。レイゾウコだっていれてしまうかもしれない。そういうものを、「コンピューターの

なかにあるもの」といえばいいだろう。

たしかに、そうすれば、ヨケイなものをかわなくてすむ。だから、そういうジュヨウをみ

たそうとするわけだ。クーラーとレイゾウコをイッショにしたっていいだろう。センシ

ンコクのひとは、そういうことにテイコウがあるとおもうが、トジョウコクでは、そん

なかんじではないか。レストランもコンピューターのなかにはいるし（ウンソウやがと

どければいい。）、くるまもコンピューターのなかにはいる（むかえにくればよい。）。そ

んなわけで、センシンコクではどうかとおもうが、そういう「コンピューターのなかの

もの」がはやりらしい。

センシンコクでは、ジッサイのセイヒンをいらないといっているようなことだが、そう

いう「いらないウンドウ」は、そこそこシジをえられるとおもわれる。「セイフ」もコン

ピューターのなかにはいってしまうかもしれない。

　

ヒャクサンジュウロク

　

まえにウチュウはカイソウコウゾウになっているかもしれないとかいた（●ヒャクニ

ジュウロク）。つまり、ウチュウのそとには、ウチュウがあるし、チキュウのなかにもチ

キュウがあるといったぐあいにである。そうすると、ウチュウのウチュウには、おおきな

ニンゲンみたいないきものがいるカノウセイがあるし、チキュウのなかにもちいさなニ

ンゲンみたいないきものがいるカノウセイがある。フツウのニンゲンのおおきさがせい

ぜいヒャクハチジュッセンチだから、おおきないきもののはなしも、ちいさいいきもの

のはなしもしづらい。タブン、ウチュウのハンブンくらいのながさのビルもつくれなけ

れば、センチョウブンのイチのおおきさのパソコンもつくれないだろう。だから、キョ

クロンすると、そのおおきなひとみたいないきものとか、ちいさなひとみたいないきも

のにニンゲンがセキニンをもつことはできない。そういうわけだから、わたしは、その

ハッケンで、ウチュウガイのタンサは、とりあえずシュウリョウするわけである。かれ
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らがうまくやるしかないとなる。いってみれば、かみみたいなものをみつけてしまった

ともいえる。かみさまたちのモンダイは、かみさまたちがなんとかするしかないと。

ウチュウのそとには、タブンそうそうにはとどかないが、チキュウのなかはとどくカノ

ウセイがある。だから、チキュウのナイブのケンキュウはできるだろう。しかし、それ

もやはり、ちいさいひとみたいなものが、がんばるしかないだろう。そういうわけで、

ひとつのカガクのおわりをケイケンしてしまった。もっといえば、「かみ」をハッケンし

ただ。シンセイなリョウイキはおかすべからずというはなしににている。ケンキュウを

していたら、「かみ」にいきついたわけだ。それでどうするかは、わたしのモンダイだ。

トクにキョウギとかギシキがあるわけでもない。そういうのは、かかわっているうちに

できていくんだろう（そのソンザイがあるかもとしかいえない。）。そういうわけだから、

どんな「かみ」であれ、あるとされるのはしょうがないとおもう。シュウキョウフンソ

ウがあるのはザンネンだが。わたしは、そのおおきいニンゲンみたいないきものを「ス

ペリオール」ということにする。ニンゲンのリョウブンでしっかりやらねばならないと

おもうわけである。

　

ヒャクサンジュウなな

　

ニンゲンはイッショウあれば、チキュウジョウのいろいろなところをタンサクするとし

ても（ネツなどはかんがえないことにする。）、タンサクできるとおもう。それはどうい

うことか。チキュウジンのジュミョウはチキュウのおおきさにあっているともいえない

か。だから、ウチュウキュウのジュウニン（ひとかどうかはともかく。●ヒャクサンジュ

ウロク）、スペリオールは、（セイカクなヒリツはわからないが。）サンジュウオクコウネ

ンとかいきるのかもしれない。そうだとしたら、ニンゲンからみて、ほぼしなないソン

ザイだろう。だから、かみのエイゾクセイがあるともいえる。そのスペリオールたちは

いろいろなことをしっているだろう。だからヨゲンシャがときたまあらわれるのではな

いか。そうかんがえると、ニンゲンはちっぽけないきものである。しかし、チキュウナ

イにすむちいさなひとみたいないきものからみれば、チキュウジンはソウトウながくい

きるソンザイとおもわれるだろう。あくまでもカセツであるが。

　

ヒャクサンジュウハチ

　

ニホンではエドからメイジにはいり、「ブンメイがカイカした。」という。しかしホント

ウにそうなのか。たしかにオウベイのものやカガクやブンカがはいってきて、それらを

ふれられるようになっただろう。それを「ブンメイカイカ」とよんでいいか。ブンメイと

いうのは、なにかをつくるのにたけているということである。たしかにオウベイのもの

をまねてつくれるようになっただろう。しかし、それは「まね」であって、「ブンメイ」

ではない。ニホンジンがトウジつくったものといえば、すきやきぐらいではないか。そ

れでは、ブンメイというにはさびしい。
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そういうおそまつなジョウキョウはセンゴもつづいているようにもおもえる。ニホンジ

ンがつくったのは、シィディ（オウベイのキギョウとキョウドウカイハツ）とかタンソセ

ンイぐらいかもしれない。それではブンメイコクとはいいづらいであろう。ガッコウで

おそわるカガクもオウベイジンやチュウゴクジンがかんがえたことをおしえている。ニ

ホンジンがハッケンしたなにかというのはすくない。たまに、「カガクリッコク」などと

いうが、そのようなジョウキョウでは、せいぜい「ものまねリッコク」だろう。

ブンメイというのは、コウゾウでもある。ひとつがあれば、それからハセイするものも

うまれる。だから、ひとつのハッケンはダイジなのである。いまのニホンジンは、その

ハセイブブンでショウブしているにもおもう。しかし、それは、オウベイやチュウゴク

のだれかが、はじめにかんがえたからできたことで、そのひとたちにあたまをさげるヒ

ツヨウがある。いってみれば、おおくのニホンジンはオウベイやチュウゴクのひとのセ

イトなのだ。セイトショウコウグンといってもいい。いいセイセキをとれたから、まぁ

ユウシュウであるとおもったり、「カガクリッコク｣といってみたりするが、それはあく

までも、「セイト」としてのはなしである。だから、ニホンは「ブンメイコク」になりづ

らいのである。イチリュウコクといってもいい。

それがなんとなくわかってきたから「ゆとりキョウイク」などとやりはじめたのであろ

う。しかし、まだまだセイカがでないようである。キョウイクもフツウのキョウイクに

もどしてしまったという。しかし、レキシをふりかえってみれば、いいキョウイクがあ

るとおもうのである。それはなにか。「おしえないキョウイク」である。

たとえば、そらにうかぶくものことを、チジョウのスイブンがそらにあがり、それがか

たまってできる。などとおしえたとする。それはだれかがみつけたことである。それを

デンタツしたにすぎない。しかし、マイニチくもをみてそれをたまにかんがえていれば、

なぜ、それがあるのかがいつかわかるかもしれない。それは、そのひとがかんがえたこ

とである。そうやって、おしえないキョウイクをすることもできる。そのケッカは、ほか

のだれでもなく、そのひとがかんがえたことである。それをみつけたジキテキな、はや

さのモンダイはあるが、それがつみかさなっていくと、「ブンメイ」になるだろう。それ

はものまねではない。それはきながなサギョウではあるが、ニホンジンもそうしたキョ

ウイクにきりかえることをしてもいいのではないか。そういうキソケンキュウがダイジ

とおもうのである。

　

ヒャクサンジュウキュウ

　

わたしのわかいころは、テレビゲームのカートリッジとかシィディとかをタクサンあつ

めた（●『オ』ヒャクよんジュウハチ）。タクサンあることで、いろいろできるようなき

がした。しかし、サイキンになって、ものはタクサンあっても、からだはひとつという

ジジツにきづくようになった。ホンがタクサンあっても、よむひとはわたしイガイにい

ない。よむことにロウリョクをさけるイジョウには、よめないのである。つまり、ロウ

リョクがさかれないホンはやくにたたないということだ。

あつめるのが、シュミならしょうがないが、わたしはそのキノウのホウをジュウシして
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いるかもしれない。おとなになれば、しごとをするから、ダイジなのはしごとでつかう

ものだったりする。わたしはガッキもひくが、アンガイひくロウリョクがないとおもう。

そうやってものとのかかわりを、ロウリョクベースでかんがえると、そんなにものはヒ

ツヨウないとなる。そういうことがサイキンわかった。オヤジもおふくろもあまりもの

をかわなかったが、それはそうだとおもえるようになった。それより、ロウリョクをふ

やしてとかおもう。つまりは、ロウドウリョクへのトウシである。おいしいものをたべ

させたり、フロにはいらせたりと、そういうのがダイジだとおもうようになった。

　

ヒャクよんジュウ

　

ウチュウのチュウシンがなぜもえるのか。なぜ、「ビッグバン」がおこるのかでもいい。

そのテンには、サンソか、それにジュンずるブッシツがあったのだろう。なにもなけれ

ば、ヘンカはおきないというわけである。サンソがひきのばされてコウオンになり、そ

してハッカしたと（●ニジュウ）。なにがサンソをひきのばすのか。わたしがおもうにカ

イテンである。もえるテンか、そのまわりがまわっていたと。エンシンリョクによって

サンソがテイアツになりハッカしたとかんがえられる。つまり、「ビッグバン」のまえに

は、サンソがあり、そのテンか、そのまわりがカイテンしはじめたということだ。それ

は、ウチュウのはじまりにかぎらず、いろんなところでおこったかもしれない。

ひょっとしたら、カイテンがとまると、コウセイはもえなくなるかもしれない。そういう

しくみなのかもしれない。ゲンシもエネルギーをもっているとかんがえるかわからない

が、カイテンがとまるとなにかヘンカがおこるかもしれない。「カイテン」というのは、

ウチュウ（とそのそとがわ）のキョウツウキバンのようにおもわれる。「メリーゴーラウ

ンド」とはよくいったものである。なぜ、まわりだしたかだが、ゲンシはまわるように

コウセイされているらしい。だとしたら、しょうがないのである。そういうジョウケン

をケンキュウするとしたら、これまでみたことがないものをさがすしかないだろう。

　

ヒャクよんジュウイチ

　

ロケットなどは、ネンリョウをつかってスイシンする。ネンリョウがきれたらスイシン

できない。そこで、サンソをネンリョウにつかったらどうだろう。さきにいったように、

テイアツのサンソである（●ヒャクよんジュウ）。しかし、それをそとにホウシュツして

しまったら、なくなっておわりである。うまく、リサイクルができるようなキカンがの

ぞましい。しかし、キカンをとじてしまうと、フンシャによるスイシンリョクをえられ

ない。

ところで、それはなにかににていないか。そう、ドウブツのコウセイである。サイボウが

サンソをつかいカツドウする。そのあとは、ニサンカタンソになって、それをショクブ

ツのちからをかりて、またサンソにする。だから、ニンゲンなどのドウブツもサンソを

つかう、「もやす」でただしいのである。そうすると、まえに、ドウブツにとってのエネ
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ルギーは、タンスイカブツとかいたが（●『よ』サンジュウニ）、（そういうメンもある

が、）そうではない。コウセイなどとドウヨウにサンソなのだ。それだと、イー（エネル

ギー）イコールオーツーとなる。つまり、サンソのリョウがキドウリョクをきめるので

ある。ジカンについてもそうだ。ティ（ジカン）イコール ダブリュ（シツリョウ）ブン

のイー（エネルギー）だから（●『オ』ハチ）、ティ イコール ダブリュ ブンのオーツー

であろう。つまり、サンソがなかったらジカンはすすまない（ニンゲンがらみでのはな

しかもしれないが。）。

マイナスになることもそうそうないだろう。タンジュンにコウゾクキョリをのばした

かったら、シツリョウをかるくして、サンソをタクサンつむようだろう。オーツーから

シキをセイリすると、オーツーイコール エル（ウンドウ、ジカン イコールエルより。●

『よ』サンジュウニ）かけるダブリュになる。つまり、サンソとは、キドウリョクになっ

て、おもさもあるということになる。サイキンのロボットは、デンキでうごくものがお

おいから、かならずしも、イドウにオーツーをつかうわけではなさそうだ。

　

ヒャクよんジュウニ

　

サイキンはエーアイやロボットのハッタツがいちじるしいという。このニシュルイのも

のをコジンがショユウして、かわりにカイシャにいってくれたら、どんなにラクだろう

か。しごとがないのは、そんなにラクではないようにもおもうが、そうなると、そのひ

とはいわゆるシホンカといえるだろう。

シホンには、フドウサンやロウドウリョクなどがあげられてきたが、そのロウドウリョ

クをコジンがショユウするということである。それイガイのみずからのロウドウリョク

をテイキョウするひとが、「ロウドウシャ」ということになるだろう。キギョウがそうい

うエーアイやロボットのシュッキンをゆるすかはわからないが、そういうジダイになり

つつある。キギョウが、そのシホンをドクセンして、じまえでエーアイやロボットをヨ

ウイすれば、キゾンのシホンカのシホンがゾウキョウされるということになる。そうす

ると、ロウドウシャは、よりわるいジョウケンではたらくことになるかもしれない。た

とえば、セイキシャインが、ヒセイキシャインにおきかえられていくというぐあいにで

ある。そうすると、ニンゲンのおもなしごとは、エーアイやロボットにできないことに

うつっていくだろう。このエーアイとロボットをキギョウがもつか、コジンがもつかと

いうのは、ジュウヨウなロンテンだとおもう。

　

ヒャクよんジュウサン

　

むかし、わたしがでかせぎロウドウシャをしていたころには、やすみがすきだった。ト

クにわたしはイチニチジュウねていた。しかし、このごろになって、あまりやすみはす

きでなくなったかもしれない。なぜか。おかねをつかうキカイがふえるからである。む

かし、わたしはテレビゲームのカートリッジをあつめ、マンガをあつめ、シィディをあ
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つめ、ホンをあつめた（●『オ』ヒャクよんジュウハチ）。このことからわかるように、

わたしには、なにかをあつめるくせがある。だから、どうかとおもうのである。

そういうコレクターのタイセイにはいったら、おかねをつかいすぎてしまう。だから、し

ごとのあるヘイジツのほうがいいかなとおもうのである。それでも、ホンなんかはかっ

てしまう。ないとタイクツするからだ。ディブイディをかりてくれば、もっとやすいが、

ドラマをみるシュミはないので、そうしている。ガッキをかえば、サイテイスウマンだか

ら、まだましだが、そういうのをあつめてしまうのではないかというケネンがある。う

まくのりきりたいものだ。

　

ヒャクよんジュウよん

　

ジカン イコール シツリョウ ブンのエネルギーのはなしをした（●ヒャクよんジュウイ

チ）。このエネルギーとは、ほしがもえるのにヒツヨウなサンソとおもわれるから、ティ

（ジカン）イコール ダブリュ（シツリョウ）ブンのオーツー（サンソ）となる。つまり、

ジカン（うごき。ティ イコールエル（うごき）より。●『よ』サンジュウニ）は、サン

ソがなりたたせているとなる。ニンゲンだって、サンソがなければ、ただのかたまりだ

から、これはわかるだろう。そういうわけで、サンソのあるところには、なにかがある

かもしれないとなる。ジリキでうごけるなにかだ。サンソがホウフにあれば、ニンゲン

なんかより、ながいきするセイブツがいるかもしれない。サンソとは、そういうキソテ

キなブッシツのようにおもわれる。

　

ヒャクよんジュウゴ

　

「ジブンさがし」なんてことばがある。タブン、「かがやいている」ジブンをさがすのだ

ろう。しかし、その「ジブン」が、かがやいている「ジブン」をさがすわけだから、エー

イコールエーでいつまでも「ジブン」はかわらないとなる。つまり、「ジブン」はすでに

あるわけだから、「ジブン」はみつからないとなる。それならどうすればいいか。「ジブ

ン」ではなくて、ベツのものをさがせばいいとなる。そうすると、エーは、ビーとはち

がうから、みつかる（かもしれない）となる。ヘンカがあれば、みつかるだろう。

セイチョウなんてことばもある。そうやって、ジブンをセイチョウさせればいいのだろ

う。「ジブン」さがしをしても、エーイコールエーだから、「ジブン」はかわらないとなる

し、エーとビーだったら、トウシキであらわすのもどうかだから、それは「ジブン」で

はないとなる。そういうひどいあそびのようなきがする。

　

ヒャクよんジュウロク

　

チュウゴクでセイゾウされているものがふえている。セイカクにいうと、いまもふえて
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いるかはわからない。ピークがおわったかもしれない。なぜ、チュウゴクでつくるのか。

かつてはジンケンヒがやすかったといわれているし、ロウドウリョクも、シジョウもあ

るだろう。もっともキカイがつくるから、ジンケンヒのモンダイではないというはなし

もある。テレビなんかをふくめ、ケッコウなしなかずが、チュウゴクでつくられている。

ブングのひとつにテチョウがある。それをこのまえかった。かうときは、どこでつくられ

たかはしらなかった。ブランドものというやつである。とどいて、つつみをあけてみた

ら、ズイブンぶあついそれがでてきた。なるほどとおもった。それをつかってしごとを

するわけである。それならケッコウなリョウのしごとができるであろう。ぶあついから

である。それはチュウゴクセイであった。ニホンキギョウがつくるそれドウヨウのもの

は、「うすさ」でショウブしているカンがある。もちはこびにラクということであろう。

でも、それでしごとがおおくできるきはしない。わたしがかったものは、ニホンキギョ

ウがつくるものより、ニバイ、サンバイあつい。それはどういうことかというと、ニホ

ンジンは、はたらかなくなっているということであろう。「はたらく」リョウがちがう。

いまでは、カイガイのロウドウシャのホウが、ニバイ、サンバイはたらくのではという

ことである。「ニホンジンは、はたらきもの。」といったが、それはむかしのはなしであ

ろう。ソウタイテキに、ニホンジンはまずしくなっているようなきがする。

　

ヒャクよんジュウなな

　

このまえ、まえのひのユウショクとあさゴハンをシッソにしてたべた。テイエイヨウに

したということである。すると、フダンのツウジョウのエイヨウのときと、かんじかた

がちがう。そのほかのシンリテキジョウケンもあるだろうが、そうかんじた。ヘヤのソ

ウジなんかも、フダンなら、コウリツをかんがえてしまうが、テイエイヨウで、あたま

がまわらないからか、ヨケイなことをかんがえず、さっさとからだをうごかしてすすめ

る（コウリツをかんがえるのがわるいというイミではない。）。

わたしは、ニジュウダイコウハンからサンジュウダイなかばにかけて、そんなかんじで

セイカツしていた。だから、そのテイエイヨウモードは、なつかしいとおもった。フダン

なら、はしるモクテキをかんがえてしまうが、そんなことをかんえずに、はしろうとお

もったりする。そうやって、あまりかんがえず、しごとにつくことも、トクにサギョウ

ケイではダイジではないか。ブツブツいっても、しごとがすすむわけではないのだ。「い

いからやれ。」とか、「ブツブツいわずにやれ。」とか、むかしはそういうフウチョウとい

うかブンカがあった。やっぱりそれはそれでまとをえているのではないかとおもう。あ

たまをうごかしても、ソウジはおわらないからである。

ニホンでのそういうサギョウケイのしごとがへって、そういういいかたをあまりしなく

なったのだろう。ひょっとしたら、エイヨウジョウタイがよくなって、あれこれかんが

えるようになったのかもしれない。ケッカとして、サギョウケイにはむかなくなっただ

ろう。いまでもたちぐいそばやがあるが、そういうところで、かるくたべて、サギョウ

をモクモクとこなす。そういうロウドウブンカがあった（ある）のではないかとスイソ

クできる。わたしもむかしはそっちケイだった。いまでもたちぐいそばやにいく。サイ
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キンのわかものは、ラーメンなんだろうか。

まえにニホンのラーメンはエイヨウがないとかいた（●『む』ヒャクゴジュウイチ）。し

かし、それがゆえにヨケイなことをかんがえずに、しごとができるというフウにもおも

うのである。おてらのおボウさんなんかもそうなんだろう。だから、なまぐさはつつしむ

のだとおもう。そういうちえをみつけた。それがニホンのケイザイリョクのつよさだっ

たとおもうのである。

　

ヒャチよんジュウハチ

　

カブシキガイシャはカブをハッコウして、トウシカにかってもらう。そうやってシホン

チョウタツをする。かわりに、ジギョウででたシュウエキをハイトウしてトウシカにわ

たす。これがよくあるカイシャである。サイキンはニホンセイのセイヒンがへってきた。

テレビなんかもむかしはニホンでつくっていたが、いまだと、やすいものはみなチュウ

ゴクセイでないか。しかし、それにもわけがある。よくいわれるのが、ニホンでつくる

より、チュウゴクでつくったホウがやすい。である。ジンケンヒが、チュウゴクでもた

かくなってきたようだが、ニホンジンのキュウリョウよりはまだひくい。それなら、や

すいところでつくったホウが、リエキがおおきい。そのホウがトウシカもよろこぶ。そ

ういうわけで、ニホンセイがへっていくのである。

チュウゴクでつくるのがわりだかになってきたら、ベツのくににいくのだろう。しかし、

ニホンセイをふやせるジョウケンもある。それは、コジンやレイサイキギョウがセイサ

ンするである。トウシカをきにするヒツヨウがないのであれば、わりだかなジンケンヒ

でもセイサンできるからだ。そういうわけでニホンセイをささえるひとつのちからは、

コジンやレイサイキギョウだといえる。

　

ヒャクよんジュウキュウ

　

ひととひとがソンタクしあうとどうなるか。それは、「キョウドウタイ」になるだろう。

それをもっとおおくのひとのあいだでなされると、「ホンモノの」キョウドウタイになっ

てくる。しかし、そのなかでそういう「ソンタク」にオウじないひともでてくるだろう。

それをセイリすると、タクサンのソンタクイコール キョウドウタイ たす インターサイ

ダーとなる。

インターサイダーとは、うちのひとか、そとのひとかわからないひとたちである。この

シキはこどもについていうと、「インターサイダー」が、「いたぶり」にかわったりする。

つまり、「いじめ」である。おとなのあいだでは、なかなかいじめにはならないであろう。

ハンザイにちかいからだ。しかし、そういうむきもある。

このように、ゼンインサンセイでケツギというのは、なかなかむずかしい。だから、セ

イトウがタクサンできる。それはいじめよりいいかもしれない。センゴは、タクサンで

きたから、ユウイなひとつのセイトウのいうことを、かならずしもきくかというと、そ
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うではないだろう。それを、「いじめ」でおさえてしまえというひともいるだろうが、イ

ケンがわれたっていいだろう。ソンタクをぬきにするホウホウもあるだろう。そうする

と、オウベイテキになるんだろうか。

　

ヒャクゴジュウ

　

ニホンでは、ガクセイがダイキギョウにシュウショクしたり、コウムインになろうとし

たりする。タブン、それらなら、つぶれないからアンタイだとおもっているのだろう。た

しかにコクナイシジョウで、それだけシェアがあれば、そうわるくはないだろう。しか

し、カイガイもふくめると、そのチイはソウタイテキにテイカする。コクサイテキにいう

と、かせぐキギョウのジョウイにサイキンはニホンキギョウがはいらない。つまり、カ

イガイのキギョウのホウがコウチョウというわけだ。だから、ドウキでニュウシャした

だれかがカチョウになったといっても、それでくやしがることはない。ネンシュウだっ

て、ゴヒャクマンエンもかわらないであろう。

カイガイにめをむけると、わたしのコウハイカクが、ネンカンイッチョウエンとかかせ

いでいる。わたしのドウキはそれほどでもないが、やはりソウトウのサをつけられてい

る。そういうわけだから、コクナイのドウキとくらべるのは、やめたホウがいい。メイ

ジイシンのときもそうだっただろうが、カイガイの「ドウキ」たちときそっていかなけ

ればならないのだ。

　

　

　

　

　

ヒャクゴジュウイチ

　

「ミンシュシュギ」とはなにか。おとながいろいろギロンしてきめることといえるかもし

れない。ニホンでは、「ダイギシ」がリッポウについて、かわりにギロンすることになっ

ている。だが、ショミンがギロンをしてもいい。サイキンは、「ダイギシ」といういいか

たをしない。「セイジカ」ということがおおいかもしれない。この「ダイギシ」をえらぶ

のがセンキョである。そのカヒは、トウヒョウされたかずできまる。だから、いいギロ

ンをしそうなひとをえらんでトウヒョウしているともいえるだろう。

「ケンポウカイセイサンセイ。」と、ダイギシコウホシャがいっていたら、トウヒョウす

るひとは、そのセツにサンセイすることになる。えらんでもらうために、テレビなどで

コウホシャのイケンをコウヒョウすることもある。それでえらぶわけだ。

しかし、ジシュテキにえらんでもらうというよりも、そうだとおもわせてしまうような

センデンもある。ナンカイも、「ケンポウカイセイハンタイ。」ときかされているうちに、

そうかなとおもってしまうようにである。それでは、ことばのシツよりリョウがモンダ
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イである。ことばのリョウで、ひとのイケンをさそうわけである。そういうのを、セロ

ンソウサという。それでヒョウがあつまれば、そのとおりのことができるようにもなる。

そういうセケンにうったえるモクテキのタッセイのしかたがあるが、イッポウで、こと

ばはいいから、ジブンではじめたらとおもう。ジバラではじめるということである。し

かし、そういうひとは、ニホンではすくないようだ。そうではなくて、ゼイキンをつか

えるたちばになってなにかをやろうとする。なんかそういうひとがおおいきがする。

　

ヒャクゴジュウニ

　

ケンリョクシャになると、いろいろたてものをたてたりする。フツウのケンリョクでは

むずかしいだろうが、オウやコウテイのはなしである。ピラミッドとかキュウデンがダ

イヒョウテキだろう。わたしはトクにケンリョクシャではないが、なにかヨケイなもの

をかってしまうくせがある。グタイテキにいうと、ギターのキザイである。キュウデン

とよぶにはちょっとちいさいが、ヘヤのあるテイドをしめる。なくてもこまらないのだ

が、そういう「キュウデン」をつくってしまう（イッコイッコがブヒンになっているく

みたてシキだ。）。しょうがないとおもうのだが、わたしもそういうシュウカンをもって

いるようだ。

　

ヒャクゴジュウサン

　

エーアイがたまにワダイになる。ロボットのはなしがでてくることもある。このふたつ

がニンゲンのロウドウをうばうかがチュウモクされるところだろう。これらはパソコン

のようなものかもしれない。ハチジュウネンダイあたりからふえはじめて、レイネンダ

イにイッキにフキュウした。そのレイでは、フキュウするまでにニジュウネンカンか

かった。

わたしはパソコンをテレビがわりにしたので、イッコテレビのしごとをパソコンがう

ばったことになる。もっといえば、オンガクのロクオンキのしごともうばった。ワープ

ロのしごとをうばったというひともいるだろう。このように、エーアイやロボットもな

にかしごとをうばいそうである。それはどんなしごとだろうか。

タンジュンにいえば、「マニュアル（テジュンショ）」どおりにするしごとはうばわれる

だろう。それはプログラムカノウだからだ。いまのところは、そのマニュアルでニンゲ

ンをうごかしているが、テジュンショがつくられるということは、プログラムカノウな

のだ。それなら、エーアイやロボットをうごかせばよいとなる。うごいていたロウドウ

シャのネンシュウがサンビャクマンエンなら、ニセンマンエンのロボットをかったホウ

がやすあがりとなる。それなら、ロウドウシャはカイコされるだろう。そういうリユウ

で、マニュアルでうごくしごとは、えらばないホウがいいといえるだろう。
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ヒャクゴジュウよん

　

ニンゲンはジユウだとしんじられているかたがおおいだろうが、イッポウでヨソクとい

うのもなりたつ。ヨソクどおりだと、かれはひるゴハンをテイショクやにたべにいく。

エーアイをつかって、そういうヨソクをすることがリュウコウしていないだろうか。ショ

ウギも、プロキシあいてにまかしてしまうのだから、そのヨソクはわりとセイカクなの

だろう。まえにカイキブンセキのはなしをかいたが（●『オ』ニジュウハチ）、それもヨ

ソクのひとつのホウホウである。てケイサンでやると、イチニチはかかるだろうが、コ

ンピューターをつかうとイチジカンでできる。

いまのエーアイをつかってのヨソクは、さらにセイミツになっているのだろう。だから、

あまりかんがえたり、センタクしたりしなければ、エーアイのヨソクどおりになること

もあるだろう。しかし、あなたがそのヨソクをみられるたちばだったらどうか。エーアイ

のヨソクどおりに、テイショクやにいきそうであっても、ヨソクをみて、やっぱりラー

メンやにいくこともできる。そうすると、ヨソクをするホウは、はずれたといろいろか

んがえるだろうが、あなたにとっては、そのヨソクをみることで、ジユウになれる。セ

ンタクのジユウといってもいいかもしれない。

というわけだから、エーアイのヨソクをみることができると、ギャクにジユウになれる

ということだ。だから、ジユウになりたかったら、ヨソクのできるエーアイとなかよく

すればいいだろう。

　

ヒャクゴジュウゴ

　

エーアイやロボットがしごとをうばうはなしをした（●ヒャクゴジュウサン）。また、

エーアイをつかって「ジユウ」になれることもかいた（●ヒャクゴジュウよん）。これら

は、ゲンザイシンコウケイである。トクにセイジテキなキセイがあるわけでもない。そ

れなら、コンゴますますエーアイやロボットがふえていくだろうといえる。

いま、マニュアル（テジュンショ）ロウドウをしているガクセイは、コンゴにそなえて

どうすればいいか。ひとつはエーアイにつかわれるしごとをすることだろう。つまり、

サギョウケイのしごとで、「みぎにいって、まるボタンをおして、そのあと、ゆかをぞう

きんがけしましょう。」と、エーアイのいうことをきくロウドウシャになることである。

これは、エーアイにさからったカイスウがキロクされて、キュウリョウのヒョウカがさ

がったりするだろう。また、そういうロウドウをするひとがおおいだろうから、キョウ

ソウもはげしいだろう。

もうひとつは、エーアイやロボットにおきかえられないしごとをすること。もうひとつ

は、エーアイやロボットをセイビするしごとにつくだ。パソコンがフキュウして、プログ

ラマーがふえた。コンゴもやはり、エーアイやロボットをプログラムするロウドウリョ

クがヒツヨウなのだ。だから、エーアイゴなり、ロボットゴをおぼえるといいだろう。

「あなたのロクジュウニバンソースコードにバグがあります。」とシテキできればセイサ

ンテキだろう。
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ヒャクゴジュウロク

　

テイコクはキュウデンもつくるが、オンガクをあいしたりもするだろう。スペインなら

ギターだろうし、ヨーロッパではオーケストラオンガク、ニホンではガガクがあるし、イ

ンドやチュウゴクにもドクジのオンガクがある。ガッシュウコクもジャズなどドクジの

オンガクがある。

それにフズイして、まいがみられることもある。しかし、それがカドになりすぎると、テ

イコクがボツラクするようなきがする。おんながおどるブンにはいいが、ヘイシにもな

るおとこがおどってばかりだと、センソウにまける。だから、タブンほどほどにしたホ

ウがいいようなきがする。ニホンでもハチジュウネンダイに、ディスコがはやって、そ

のあとにフケイキになっていった。それをきにするのである。

　

ヒャクゴジュウなな

　

（オンガクの）サンバやタンゴはどのようなルーツをもつのか。タブン、ミンゾクテキな

ブルースみたいなものに、リズムがのっかったとかんがえてよいのではないか。トクチョ

ウテキなリズムである。わりとてかずがおおかったりするから、ギターをつかうのだろ

う（ギターはケッコウなはやさのリズムをひける。）。ギャクにギターがあったから、そう

いうキョクができたともいえる。そういうわけだから、エンカがサンバになったりする

のもわりとあるセンなんだろう。ブルースみたいなメロディたす リズムというわけだ。

ギターはワオンをだせるが、おさえていくとむずかしいワオンもなる。そういうのがう

みをわたってハッテンすると、ジャズなのではないかとおもう。むずかしいワオンをテ

ンカイさせたとかんがえられる。リズムはおさえられたが、むずかしいオンカイをハッ

テンさせたと。そういうシンカのしかたなのだとおもう。

　

ヒャクゴジュウハチ

　

「カカクキョウソウ」などという。あるセイヒンのカカクをきそっているジョウタイであ

る。やすいもののホウがうれるというニンシキやジッタイからそうなってしまうのだろ

う。うるためにやすくするわけだ。イッポウで、「かねもちがますますかねもちになる。」

というはなしもある。かねもちはひょっとしたら、そういうカカクキョウソウにサンカ

しなくてもいいかもしれない。かねがあるからだ。タショウたかくてもかえるし、うる

ホウとしても、タショウうりあげがおちてもダイジョウブだろう。ようするに、ビンボ

ウなホウがキョウソウをして、かねもちのホウはキョウソウしないといえるかもしれな

い。ケイザイキョウソウはカコクだったりする。くうかくえないかであるからだ。そうし

たビンボウニンとかねもちとのカクサをモンダイとするひともいるようだ。どうすれば、
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「カクサ」がなくなるかをとく。タブン、ヘイワのホウがいいからだろう。さきにいった

ように、かねもちはキョウソウしなくていいブンヘイワである。だから、かねもちのかね

をビンボウニンにおとせというかんがえかたをしたりする。かねもちにタクサンカゼイ

するというホウホウもある。しかし、そういうひとのことをシンライできるのであろう

か。そのひとがシンライできるかどうかは、そのひとのかうものをみればよい。イチバン

ねびきがおおいビールをかったり、やすいラジカセをかったりするのでは、シンライで

きないであろう。なぜなら、セッキョクテキに、やすいものをかうことで、「カカクキョ

ウソウ」をシジしているからである。つまり、そのひとは、「ヘイワ」なジョウタイにし

ようとしていないわけだ。それではキョウソウはなくならないであろう。ホンキでそれ

をいうのなら、わりだかなものとか、そこそこのものをかうヒツヨウがあるとおもう。

　

ヒャクゴジュウキュウ

　

ニホンはタンイツテキなブンカをもつとされる。それは、ニホンジンのオンガクのシコ

ウにあらわれているとおもう。それは、ショウチュウガッコウでジツエンする「ガッショ

ウ」である。パートがわかれているから、「ガッショウ」というのであろうが、せいぜい

ダンセイとジョセイのちがいだけで、うたうことがおおいだろう。「セイショウ」にちか

い。つまり、オクターブはちがっても、ゼンインがおなじオンカイをうたう。タンイツ

テキである。

イッポウでオウベイでは、コンセイシブガッショウなどがある。ショウチュウガッコウ

でそれをやっているかはわからないが、そういう「ガッショウ」がある。ニホンのコウ

コウなどでも、そういうブカツにはいれば、そのキカイがある。これは、すくなくとも

よっつにわかれている。だからタンイツのブンカとはちがうといえるだろう。

そのパートをブンカとすれば、よっつあることになる。オーケストラはもっとすごい。

パートがジュウイジョウにわかれている。いってみれば、それだけブンカがタヨウなわ

けだ。ニホンジンもオーケストラをとりいれたりしているが、まだまだだろう。なれな

いと、ほかのパートのおとにつられてしまうのではないかとおもう。オウベイイジョウ

にタブンカをめざすのなら、パートがニジュウイジョウあるオンガクとか、ニジュウニ

ンがソリストのオンガクをやるといいかもしれない。

　

ヒャクロクジュウ

　

「カガクをやらないと、レキシがひとつにならない。」とかいた（●『オ』キュウジュウ

ニ）。レイをいえば、とよとみひでよしコウが、ショウグンになったか、とくがわいえや

すコウが、ショウグンになったか、リョウホウならどちらがさきか、といったことをつ

めていかないと、レキシ（キロク）やニンシキやブンカがひとつにならないわけである。

ジッサイにそのジブン、セイリョクあらそいもあっただろう。それをつめていくとレキ

シがひとつになる。ギャクにそれをしないと、いろんなセイリョクにわかれてしまう。ゲ
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ンダイテキにいうと、セイトウだろう。それぞれニンシキやシュチョウがちがう。しか

し、ガッコウキョウイクで、あるテイドのレキシ、いろいろなキョウカをベンキョウす

るから、ふるいことがらについては、ニンシキをイッチさせることができる。ヨウする

にそうやってくにをひとつにまとめているわけだ。

もし、カイガイをふくめて、ニンシキをひとつにするべきだとおもうなら、キョウツウ

のキョウイクをすればよい。そうすれば、ニンシキはひとつになるホウコウだろう。そ

ういうわけだから、カイガイでキョウイクをうけたニホンジンやガイコクジンは、ニホ

ンのメインブンカとはイッチしないかもしれない。わたしもなんとなく、「ニホンとはな

にか」をといつづけた。しかし、またベンキョウをしなおしてもしょうがないであろう。

わたしは、ジセツをいうので、トウチシャにとってはけむたいかもしれない。しかし、そ

れもカガクみたいなものだとおもっている。

　

ヒャクロクジュウイチ

　

マニュアル（サギョウテジュンショ）があるしごとは、キカイにおきかえられるといっ

た（●ヒャクゴジュウサン）。それは、キカイにプログラムカノウだからである。つかう

ホウからみれば、ニンゲンをプログラムするか、キカイをプログラムするかのサにすぎ

ない。ガッコウキョウイクもイッシュのプログラムであろう。ナンネンにだれがどうし

たとか、スウシキをよめるようにしたり、エイゴをインプットしたりする。それは、キ

ホンテキなことがらだからと、チュウガクまではギムキョウイクとなっている。そのさ

きは、プログラムしたきゃコウコウなどにいけばいい。

キカイのプログラムはサギョウケッカをかえしてくれるが、ニンゲンをプログラムする

と、おかねをくれることがある。キョクタンなのがサギであるが、イセイにあえるとい

うジョウホウのかわりにおかねをはらうことがある。コウコクもそうであろう。〇〇の

セイヒンがいいですよとインプットすると、おかねをはらって、そのセイヒンをかって

くれたりする。そういうわけで、ニンゲンあいてにプログラムすると、もうかることが

ある。ロウドウのバメンだと、サギョウにおうじてチンギンをしはらわなければならな

いが、そういうプログラムもある。

なにはともあれ、これからは、プログラムするひとと、プログラムされるひとにわかれる

のではないか。プログラムするひとは、それによってサギョウケッカをもらえるし、さ

きのように、ニンゲンをプログラムして、おかねをはらってもらえるかもしれない（か

りに、ゲンキンをうけとれるプログラムということにする。）。しかし、プログラムされ

るひとは、ウンがよければ、サギョウをして、チンギンをうけとれるが、キカイもそれ

をしたりするので、やすくなるだろう。ウンがわるければ、ゲンキンしはらいプログラ

ムによっておかねがでていってしまう。だったら、プログラムするホウになったホウが

トクだろう。

そういうわけか、ガッコウキョウイクにプログラムのギジュツをいれたらしい。まぁ、ダ

トウといえばダトウだろう。しかし、プログラムされるひともヒツヨウでないか。それ

がそろわないと、プログラムとプログラムをぶつけあうプログラムセンソウになりかね
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ない。ケイザイテキなリエキがかかるので、ひとはホンキになってやるだろう。とにか

く、ユウシュウなプログラマーがかちのこるのはたしかだろう。

　

ヒャクロクジュウニ

　

ニンゲンがプログラムするはなしをしたが（●ヒャクロクジュウイチ）、ニンゲンのかわ

りにエーアイがプログラムするようになるかもしれない。ショウギもいまではエーアイ

のホウがつよい。だったら、エーアイにプログラムさせたホウがいいケッカがでるとも

いえる。モチロン、エーアイがチンギンをはらうというはなしはきかないから、エーア

イのいうことをきいても、もうからないかもしれない。しかし、そのセイカをほかのひ

とにかってもらうことはできるかもしれない。そうやってほかのひとがプログラムセン

ソウをしているところを、エーアイのいうことをわざときいて、センソウからのがれる

ことはできるかもしれない。

　

ヒャクロクジュウサン

　

オンガクをつくっていて、イッコのガッキをいれかえると、そのキョクのイメージがソ

ウトウかわるというかんじがした。イチたす イチ たす イチは、サンだが、イチ たす ゴ

たすイチのようなシキになったんだろう。ケイサンケッカもななとかわる。

それをならすのに、ヘイキンイチのホウにあわせるか、ヘイキンゴのホウにあわせるか

というモンダイがある。どちらでもいいのだが、ヘイキンをゴにするホウがてまがかか

る。ヘイキンをゴにしようとおもえば、たすよん と たす よんのケイ たすハチをしなけ

ればならない。しかし、ヘイキンをイチにしようとおもえば、ひくヨンをすればいいだけ

だ。これはなにかのカダイににていないか。「でるくいはうたれる。」というやつである。

あるシャカイで、あしがはやいひとがひとりいたとする。そのひとにあわせてはしろう

とすると、クロウがおおいから、あしがはやいひとをヘイキンテキなはやさではしるよ

うにしてしまうというやつだ。これは、いじめのメカニズムでもあろう。あしがおそい

ひとがいたら、ヘイキンテキにはしってもらうというのがわかりやすいレイだろう。つ

まり、ヘイキンにあわせるホウが、おおぜいにとって、クロウがすくないから、それが

おこるというわけである。しかし、コクサイキョウソウがはげしいと、ユウシュウなひ

とはヒツヨウである。ムリにあわせるヒツヨウはないが、コセイソンチョウでいいのか

もしれない。

　

ヒャクロクジュウよん

　

ガッキはやすくないし、なによりもはばをとる。わたしは、それをきにかけていなかっ

たので、ヘヤのケッコウなスペースをガッキがしめるようになった。おふくろにいわせ
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ると、「ジャマ」である。ドラムセットもほしいとおもったことがあったが、そこまでヘ

ヤにひろさがないからやめた。ヒョウジュンテキなニホンのいえではむずかしいだろう。

だから、スタジオというのがある。

ギターやヴォーカルのデンキキザイもそろっていて、イチジカンあたりリヨウするとい

くらとなっている。しかし、そんなにやすくないので、ジタクレンシュウヨウのなにか

もほしいだろう。ドラムパッドなどがある。それは、たたくとあらかじめロクオンされ

たガッキのおとがなる。こダイコヨウのパッドをたたくと、こダイコのおとがなる。そ

のかんがえをすすめると、ドラムをたたきたいではなく、ドラムのおとをだしたいとい

うことになるだろう。

それだと、「ドラムセット」ジタイはどうでもよくて、「ドラムのおと」があればいいこ

とになる。そういうみじかいおとをロクオンするソウチは、キュウジュウネンダイから

あって、ちかごろではパソコンでそれをやる。それでおとをだせるとなると、「ガッキ」

はいらない。そのおとのねだんも、ガッキよりやすい。はばもとらない。そういうやり

かたでつくられたオンガクがヒップホップなどである。

かならずしもおおきくないいえにすんで（タブン、アパートだ。）いるひとがオンガクを

やろうとおもったら、はばもとらないから、いいセンタクシである。そういうちえがそ

ういうオンガクにはある。いまはパソコンがフキュウしたので、よりコウオンシツのお

とをあつかえる。コンピューターでオーケストラのエンソウをサイゲンできたりする。

オーケストラをつかおうとおもったら、いろいろタイヘンだが、わりとすくないヒヨウ

で、それができる。「おと」があればいいわけである。

ニホンでは、かねをそんなにもっていないわかものが、「バンドブーム」で、ギターやら

ドラムをはじめたが、それはかねもちのやりかたであろう。そこはちえをつかい、「サン

プラー」というそういうキザイをつかって、「おと」でショウブすればよかったのでは

ないか。わたしのばあい、バンドブームにショクハツされたあと、いえにあったオルガ

ンと、ガッコウでつかっていたケンバンハーモニカをつかってオンガクをはじめた。ダ

ガッキがほしかったので、はこやカンをたたいた。ドラムのおとがでるドラムマシンも

かったが、トウジのものでは、ジツブツのおとにはかなわなかった。むしろ、それをつ

かったメーカーのはこのホウがいいおとがした。そうやってクフウしていればよかった

だろうが、かたちどおり、ギターやベースとガッキをそろえれば、かねもかかるし、ス

ペースがすくなくなる。わたしは、ドラムイガイひととおりそろえてしまった。そこがか

んがえのたりなかったテンといえるだろう。サンプラーをかって（いまではパソコン）、

おとをあつめればすんでしまう。

ステージのうえにたちたかったら、ガッキがあったホウがいいが、ステージのうえにた

つのもダイタイあかじだから（ライブハウスでカンキャクがすくないばあい。）、おかね

がかかる。それよりも、サクヒンをハッピョウしていればいいとおもう。そういうシッ

パイダンではある。たまに、わたしは、ガッキをつかってエンソウしたのをロクオンし

ているが、ニホンジンはそんなにゆたかではないのだから、かんがえるべきではある。

　

ヒャクロクジュウゴ
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いじめのゲンリをかいた（●ヒャクロクジュウサン）。なにかのノウリョクがサンのセイ

ト、ひとりと、イチのセイトがヨニンいたとしたら、サンのセイトがイチのセイトにあ

わせたホウが、ゼンタイテキなロウリョクがすくなくなるというロジックだ。そのばあ

い、ロウリョクは、ニですむが、ギャクにイチのセイトが、サンにあわせると、ロウリョ

クがハチかかる。このロウリョクのモンダイで、いじめがおこるというセツである。

それでは、いじめはカイケツできるのだろうか。あるノウリョクがジュウのセイトがひ

とり、イチのセイトがヨニンいるとする。タンジュンなサンスウテキソウサでは、ヘイキ

ンにおちつかせてしまえということがかんがえられるであろう。ゴニンでゴウケイジュ

ウヨンだから、ニテンハチにゼンタイをもっていけばいいと。しかし、そのばあい、ノウ

リョクがジュウのセイトは、ナナテンニのロウリョクがヒツヨウで、ほかのヨニンとく

らべると、イッテンハチだから、ヨニンブンのロウリョクをしいられることになる。こ

れでは、ロウリョクのコウヘイセイはカイショウしない（うらむということだ。）。それ

ならどうすればいいか。

ノウリョクのチュウカンにおちつかせればいいということがかんがえられる。このばあ

いなら、ゼンインゴテンゴをめざすのである。それだとそれぞれがヨンテンゴのロウリョ

クをつかえばいいとなる。それならコウヘイだから、おさまりはわるくないのではない

だろうか。もっともカンタンなレイだからこういうケッカで、もっとノウリョクがばら

けると、フクザツなケイサンがヒツヨウであろう。

　

ヒャクロクジュウロク

　

ウチュウのそととチキュウのなかのはなしをした (●ヒャクサンジュウなな）。そこには

ニンゲンのようないきものが、それぞれのおおきさでいるかもしれないというはなしだ。

チキュウでは、いま、カガクギジュツがハッタツしたというが、せいぜいチキュウジン

がみえるテイドにしかカガクはハッテンしないだろう。みえないものが「ある」といっ

ても、セットクがむずかしいからだ。

ブッシツをコウセイするのは、ゲンシだと、わたしがチュウガクセイのときにおそわっ

たが、いまはもっとこまかいはなしをしていたりする。しかし、みえるテイドにしかハッ

テンしないだろう。よりちいさなチキュウのようなものにすんでいるなにかが、ゲンシ

イカのこまかいタンイをみて、ゲンシは〇〇でできているというだろう。もっとナンダ

ンカイもこまかくブンセキするかもしれない。だから、こまかいもののカガクは、タブン

チキュウのなかにすんでいるなにかには、かなわない。ウチュウのそとについては、ウ

チュウのそとにすむなにかがブンセキするんだろう。

そういうわけで、チキュウジンはせいぜいチキュウのうえと、ウチュウをみるだけだろ

う。なんでもしっているわけではない。そういうわけだから、つねに「かみさま」がで

てくるヨチはあろう。
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ヒャクロクジュウなな

　

まえに、かんがえるとはカンをかえることだといった（●『む』よんジュウイチ）。そう

だろうというカンをかえることだ。だからすこしかなしい。まえのニンシキから、ベツ

のニンシキにかえてしまうからだ。しかし、ニンゲンとはそうやってヘンカしていくも

のかもしれない。すこしずつニンシキをアップデートしていくわけだ。それでも、あま

りヘンカしないひともいる。そういうひとをみると、なんかなつかしいとおもう。いっ

てみれば、ニンゲンならや、ニンゲンキョウトというわけだ。かならずしもトウキョウ

やおおさかがいいとはかぎらない。

　

ヒャクロクジュウハチ

　

あるキギョウがあるセイヒンをうりあげ、ダブリュ（チンギン）と、ピー（リエキ）をだ

したとする。このダブリュをジュウギョウインはつかい、セイカツをする。このジュウ

ギョウインがチョキンをせずにダブリュをつかいきれば、またダブリュブンのジュヨウ

がうまれる。しかし、イッポウのピーがつかわれなかったら、ジュヨウは、そのまえが、

ダブリュたすピーがあったところ、ダブリュだけになる。つまり、ピーブン、ジュヨウ

がへるわけだ。それでまたセイヒンをうると、ダブリュだけうりあげて、またエックス

（チンギン）と、キュー（リエキ）をだす。こうしていると、ドンドンチンギンもリエキ

もさがってしまう。これを「デフレ（●ヒャクニジュウニ、『オ』ヒャクサンジュウゴ）」

とよぶようだ。

マルクスフウにいえば、「サクシュ」だろう。それをカイケツするには、「リエキ」をだ

さないというホウホウがあるが、そういうキギョウはすくないだろう。しかし、こうし

たコウゾウゆえに、フケイキがながくつづいたというはなしもあまりきかない。どうし

てだろう。

イッパンテキなコウケイキがつづくうらでは、ケッコウなあかじをだしているキギョウ

やひとがいるのではないか。「コウケイキ」というのは、あるタスウのはなしである。う

らであかじをだしているキギョウがいなければ、チンギンもリエキもさがりつづける。

つまり、すくなくとも、さきのピーのブブンをどこかのキギョウやひとがはらっている

といえそうなのである。それをセイサクテキにジッコウするのがコウキョウトウシであ

ろう。

セイジカはセンキョでえらばれるから、タスウが、「ケイキがわるい。」というと、トウ

センするのがむずかしくなる。しかし、ショウスウが「ケイキがわるい。」といっても、

あまりモンダイにならない。だから、ケイザイのメンでいうと、センキョセイジはシッ

パイかもしれない。タンジュンなキンケンセイジ（シサンにオウじてトウヒョウする。）

のホウが、ケイザイテキにはまともかとおもう。タスウのリエキばかりがダイジだとは

いえなさそうだから。ゲンザイのやりかたでは、「あかじ」も「コウケイキ」のシゲンに

なっているといえるだろう。「おかげさまで」というわけである。
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ヒャクロクジュウキュウ

　

どうもサイキンむかしながらのとけいと、よくつかわれているジコクがあわない。なぜ、

そういうことがおきるか。とけいはセイジョウとしてかんがえると、チキュウのカイテ

ンのはやさがかわって、イッシュウサンビャクロクジュウゴニチをいじするために、あ

たらしいイチビョウのながさをつかいだしたか、サイキンのデンチのデンアツがたかく

なったのか、のふたつがかんがえられる。とけいがわるいとかいかえるひともいるだろ

うが、それだと、ヨケイなシュッピで、とけいやがもうかる。コウキュウうでどけいを

かいかえたらタイヘンだ。それならそれでちょっとデンアツのひくいデンチをつかえば

いいだろう。

いまのところどちらかはわからないが、とにかく、そういうモンダイがある。いつのま

にかイチビョウのながさがかわっているというのはかんがえものだ。

　

ヒャクななジュウ

　

サイキンはかなりこまかいことをケンキュウしているようだ。カガクは「わける（エス

シーアイ）」というイミがあるから、ダンダンこまかいホウにいくのはむりもない。しか

し、あるおおきさよりちいさければ、まったくみえないであろう。チキュウのなかにち

いさいチテキなものがいたとしても（●ヒャクサンジュウなな）、わからないだろう。し

かし、おおきいものはみえる。ウチュウのそとにおおきいなにかがいたとしたら、うま

くやればみえるだろう。だから、カガクはおおきなものをみるホウがカンタンだろう。

　

ヒャクななジュウイチ

　

へやのまるいケイコウトウからでたひかりがテーブルをてらすと、かげができる。それ

はむかしからわかっていたのだが、テーブルのそれぞれのかげのカクドにサがある。コ

ウゲンがタイヨウコウだったらそれはほとんどかんじないであろう（しかし、サはあろ

う。）。それできづいた。コウゲンがまるいからかげにカクドができるのだと。もっとか

んがえると、かげのカクドのサをはかれば、テーブルのあしドウシのキョリがわかるし、

コウゲンへのキョリがわかるだろう。ザンネンながら、いまのところははかっていない。

とおいほしもそうやってはかれば、キョリがだせるだろう。

　

ヒャクななジュウニ

　

エーアイとロボットがマニュアル（サギョウテジュンショ）にできるしごとをするよう

になるとかいた（●ヒャクゴジュウサン）。そうすると、ニンゲンやエーアイやロボッ
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トをプログラムするひとと、プログラムされるなにかのみっつにわかれる。だから、プ

ログラムするひとは、ガッコウにいけばよいが、プログラムされるホウは、ガッコウに

いってチシキをみにつけてもしょうがない。プログラムするなにかのいうことをきいて、

うごけばいいだけだからだ。それなら、ダイガクだけでなく、コウコウにもいかないで、

はたらいたホウがいいかもしれない。ショクギョウジョウのギジュツがみにつくからだ。

プログラムするホウに、こどもをまわらせたかったら、ヨウジキから、プログラムをま

なばせるといいいかもしれない。プログラムのガクシュウといっても、そのまえにニホ

ンゴやエイゴだろう。ニホンゴでかかれたプログラムはゲンジョウすくないだろうから、

いえでつかうことばはエイゴにしたホウがいいかもしれない。もっといえばキカイゴだ

ろう。そうやって、ショウガッコウでみならいのプログラマー、チュウガッコウではたら

けるプログラマーになるかもしれない。いえでも、「おかあさん、ボク、サンジュウギョ

ウめのヘンスウがいいんだけど。」「そうね、ロクジュウイチギョウめのヘンスウもいい

わよ。もし、あなたのキゲンがわるくなければ。」「それなら、『それでいいよ。』とヒョ

ウジするよ。」といったかんじではなすのがいいかもしれない。しかし、そういうプログ

ラムからキョリをとっていきることもできるだろう。

　

ヒャクななジュウサン

　

あかじはシゲンであるというはなしをした（●ヒャクロクジュウハチ）。だれかがあかじ

をひきうけないと、リエキはでないからである。その「リエキ」のブンを「あかじ」と

みないむきもある。しかし、だれかがださなければ、「リエキ」はでない。だから、いい

セイヒンをつくるのだろう。そうすれば、「あかじ」のブンまでよろこんではらってくれ

る。そういうわけで、イチバンリエキをだしているキギョウは、あかじあつめがもっと

もうまいといえる。

あかじをよろこんでだすならそれもいいだろう。しかし、あかじをだしたくないひとも

いるだろう。どうも、フケイキのときには、あかじをだすのをためらうひとがおおいよ

うだ。そうすると、カイシャのホウでもギョウセキがおちるのだろうけど。「フケイキ」

だとモンダイにするけれど、シゼンなコウバイカツドウもいいとおもう。

　

ヒャクななジュウよん

　

フケイキだと、セイフに、「コウキョウジギョウをやれ。」といいだす。そうすると、ミ

ンカンのリエキがイジできるからだ。ニホンのコクナイソウセイサンがゴヒャクチョウ

エンほどで、うちゴパーセントをリエキとしてだしているとする。どこもあかじをださ

なくなったら（ヒャクエンのものをヒャクニジュウエンでかったら、うりてにとっては、

ニジュウエンのリエキだが、かいてにとっては、ニジュウエンのあかじだ。）、ニジュウ

ゴチョウエンのリエキはでなくなる。だから、あかじをだしてくれるだれかをさがす。

まったくものがうれなくなるというのは、かんがえられないので、ハンブンのジュウニ
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テンゴチョウエンが、リエキとしてでなくなったとしよう。そのところに、セイフがジュ

ウニテンゴチョウエンはらえば、いつもどおりのリエキとなる。だから、コウキョウジ

ギョウをもとめるひとがいる。

しかし、いってみれば、まいとし、エイヨウザイをうっているようで、ケンゼンとはい

えない。ミンカンのジギョウはミンカンでやればいい。そうかんがえると、ニホンジン

は、ジュウニテンゴチョウエンブンのはたらきがたりていないことになる。ひとりあた

り、ネンカンジュウニテンゴチョウエンブンヨケイにはたらけば、コウキョウジギョウ

をたのみにすることはない。いまは、ひとでがたりないといっているが、むかしのこと

ばにあるように、「おごれるものひさしからず。ただはるのよのゆめのごとし。」だ。エ

イヨウザイなしでうまくできなければならないだろう。

　

ヒャクななジュウゴ

　

エーアイはジョウホウがなければただのケイサンキだ。それがつかえるジョウホウがヒ

ツヨウとなる。だから、チョサクケンにしたがってショリすれば、ケンリシャのキョダ

クなしにケイサンできない。

あまりそういうシュチョウはきかないが、エーアイのリヨウシャにそういうケイヤクを

させることもできる。だから、エーアイがすごいといっても、それなりにおれいなどの

ヒヨウがヒツヨウとなるだろう。ジョウホウはただとおもっているひともいるかもしれ

ないが、かならずしもそうではない。そういうわけで、エーアイ「リヨウシャ」むけの

ジョウホウサービスもコンゴさかんになるようにおもう。

　

ヒャクななジュウロク

　

コトシは、わがやのぶどうはやすんでいたが、かきがよくなった。とてもうちではたべ

きれないほどなった。むかしのひとなら、ほしがきにするなどして、たべつづけるのだ

ろうが、あいにくわたしは、ほしがきをつくったことがない。カンソウさせたパイナッ

プルがタイヘンおいしかったので、そういうかんじにしてみようかともおもう。ショウ

チュウにつけるのはいまいちで、レイトウコでのホゾンもいまいちだった。おいしいた

べかたをケンキュウしたいとおもう。

　

ヒャクななジュウなな

　

キョネン、むくどりがうちのちかくにすをつくったとかいたが（●『よ』ヒャクよんジュ

ウ）、どうやら、そこはうちのやねのうらだったようだ。やねのうらにおおきなあながあ

いていた。それをサイキンなおしてもらったが、とりもあまくみるとキケンらしい。
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あとがき

　

コトシのなつにつづいて、もうイッサクだすことになった。まだこれからカツジにする

ので、イッカゲツイジョウはかかるが、ズイブンタサクになったともおもう。あまりタ

クサンのひとにはよんでもらえていないが、ジブンのためにもなるからいいとおもって

いる。わたしのケンキュウノートというカンもあるからだ。

キホンテキにわたしがみつけたこと、かんがえたことをかいているので、わたしのシュ

チョウがおそいブン、ジョウシキテキなひとには、「それは、『むかしに』だれだれがいっ

たことだ。」などとシテキをうけてしまうことがあるだろう。しかし、それはともかく、

わたしが、みつけたこと、かんがえたことなのである。わたしがみつけたり、かんがえ

たりするのが、ジョウシキテキなひとからみれば、おそかったかもしれないが、ジシン

をもって「オリジナル（イチジジョウホウがおおい。）」といえる。そういうわけなので、

カンシンをもたれたかたがよんでくださればとおもう。また、イッサツかくことになる

とおもう。

　

ニセンジュウハチネン ジュウイチガツ よっか

　

　

　

　

　

　

　

スーペリアーをみつけた。　

エイゾウ

　

ニセンジュウキュウネンシガツトオカ　

ニセンニジュウイチネンクガツトオカ

iii toga db005-2 　

　

　

エイチティティピーコロンスラッシュスラッシュアイアイアイティオージーエーピリオ

ドシーオーエム　
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ティエスユーエスエイチアイエヌアットマークアイアイアイティオージーエーピリオド

シーオーエム　

　

エイゾウのホン

　

　『アルクカラカンガエル』ニセンジュウゴネン

　

　『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』ニセンジュウシチネン

　

　『よろこぶゲンシジン』ニセンジュウハチネン

　

　『オンガクイチエンのジダイ』ニセンジュウハチネン

　

　『スーペリアーをみつけた。』ニセンジュウキュウネン

　

　

エイゾウのデンシサイトからコウニュウできます。

http://eizo09.com
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